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巻頭言 

 

校長 福田 朋昭 

 熊本地震から約２年が過ぎ、家屋解体等で空き地だったところにも家が再建され、復
旧・復興が少しずつではありますが進んでいるようです。本校においても、被災後の改
修をすべて終え、ようやく平常時に戻ることができたことを有り難く思っているところ
です。ただ、近県にある霧島連山新燃岳の７年ぶりの大爆発や阿蘇火口への入山規制延
期など、活発な火山活動が続いており、自然の脅威は収まる気配がないようです。 
 さて、本校は、平成 25年度から文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール(ＳＳ
Ｈ)の指定を受け、「夢・未来の種まきプロジェクト」と称して、ＳＳＨ「ＬＯＧＩＣ」
をキーワードに５つの思考（「論理的」「客観的」「グローバル」「革新的」「創造的」）
の種まきを始め、最終年度である５年目を終えました。 
 ＳＳＨの研究開発では中高一貫教育校として６年間を通した３つの柱、①【理数教育
の教育課程の開発】②【科学的探究活動を行うプログラムの開発】③【グローバル教育
の研究開発】に取り組んでいます。さらに、本校は、この事業と深く関連するグローバ
ルリーダー育成プロジェクト(ＧＬＰ)を５年前から始動し、ＳＳＨ事業とともに生徒の
海外派遣、交流等を支援し、推進しています。本年度は、この３月に中学校、高校、と
もにアメリカへの研修を実施する予定です。 
 これまでの５年間、中国での青少年科学技術イノベーションコンテストでの銀メダル
(H26）をはじめ、タイでの青年科学技術会議数学部門での金メダル(H28)やＳＳＨ生徒
研究発表会での文部科学大臣賞受賞、事業全体としての取組を評価する中間評価でのＡ
評価(H27)、また、今年度に入り、研究成果の高校物理教科書への掲載決定、全国高等
学校総合文化祭自然科学物理部門での最優秀賞受賞、そして、１２月に開催されたＪＳ
ＥＣ高校生科学技術チャレンジでの花王賞受賞により、今年５月アメリカピッツバーグ
で開催される国際学生科学技術フェア 2018 への参加が決定するなど、様々な分野で大
きな成果を収めています。これらの研究成果により、科学部物理班は今年度の熊本県民
文化賞を受賞しました。関係者の御支援に感謝するとともに、生徒たちの今後ますます
の活躍に期待しているところです。 
 高校１年次からのプレ課題研究に続いて、高校２年次から本格的な課題研究に着手
し、高校３年次でまとめる流れが一つの形として、この課題研究への取組を通して、探
究の過程を学び、未知なるものへの好奇心や学習への動機付けをしながら、主体的な学
びへと転換させ、課題発見・課題解決能力を醸成しています。また、本事業を通して、
生徒の創造力、探究心及び論理的思考力を育み、生徒の持っている多様な才能を最大限
引き出すきっかけとしたいと考えています。 
 昨年７月に３回目のＳＳＨ課題研究発表会を開催し、この１月に、本年度の研究成果
発表会を開催しました。最終年度にふさわしく、堂々と発表する生徒と、発表に対して
積極的に質問をする生徒の姿が随所に見られ、発表者とフロアの生徒が一体となった活
気ある発表会となりました。県教育長をはじめとする御来賓の方々から称賛のお言葉を
いくつもいただきました。 
 本年度の卒業生の進路決定においても、ＳＳＨ事業における体験が大いに活かされ、
成果を収めています。ＳＳＨ事業の研究成果の手応えを感じており、「生徒の学びの質
を高める」実践機会として、本事業に取り組めることに深く感謝しています。 
 ここに、本年度の事業報告をまとめさせていただきました。御覧いただき御指導、御
助言等いただければ幸いに存じます。第１期研究指定の５年間を終了し、現在、第２期
に向け、準備をしているところです。 
 結びに、本事業推進に御指導、御助言を賜りましたＪＳＴ並びに運営指導委員、県内
外の大学及び研究所、所管の本県教育委員会の皆様方に心から御礼を申し上げます。今
後とも、更なる深化のために御指導と御助言をお願いいたします。 
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別紙様式１－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第１期目 25～29 

 

❶平成２９年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発 

 ② 研究開発の概要  

併設型中高一貫教育校として，6 年間を通した理数教育の教育課程を開発するとともに，6 年間を

通した探究活動「宇土未来探究講座」に取り組み，郷土の資産の活用や大学や研究機関等の協力支

援，外国語研修及び海外との交流を通して，グローバルに科学技術をリードする人材を育成するた

めの指導方法を研究開発する。理数教育の教育課程の開発として，中学段階での数学・理科，学校

設定科目「未来科学 A・B」「探究数学Ⅰ～Ⅲ」の研究を行う。探究活動として学校設定科目「宇

土未来探究講座」で科学的探究活動プログラムを開発する。グローバル教育の研究開発としてはグ

ローバルリーダー育成プロジェクト GLP を軸に U-CUBE を拠点とした英語教育の開発を図る。 

 ③ 平成２８年度実施規模  

高校 1 年生は中進生（宇土中学からの進学者），高進生（高校からの入学者）ともに全員を対象と

する。高校 2 年生から高校 3 年生までは中進生，高進生の SS（スーパーサイエンス）コースを主

な対象とする。探究活動及び講演会等，全体として取り組むことが有意義なものは全校生徒を対象

として実施する。また，中高一貫教育校として中学生も対象とする。 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

SSH 研究開発のテーマとして掲げる「中高一貫教育校として，6 年間を通した数学・理科に関

する教育課程の開発」，「中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプ

ログラムの開発」，「中高一貫教育校として，6 年間を通したグローバル教育の研究開発」につい

て，5 年間の SSH 研究開発を前期(2 年)：高校における基本計画確立と中学‐高校の接続・第 1 年

次(H25)～第 2 年次(H26)，中期(2 年)：3 年間の成果発表と基本計画の再構築・第 3 年次(H27)～第

4 年次(H28)，後期(1 年)：SSH 事業の総括と成果の普及・第 5 年次(H29)」に分け，計画する。 

Ⅰ 中高一貫教育校として， 6 年間を通した数学・理科に関する教育課程の開発  

第 1 年次(平成 25 年度) 

1)中学 1 年・2 年・3 年における数学・理科の授業時数増加と内容の組み替え及び高校内容の先取り 

2)高校 1 年における未来科学 A・未来科学 B・探究数学Ⅰの開講 

第 2 年次(平成 26 年度) 

1)中学段階における ICT 教材及び体験活動の充実と中学職員・高校職員の相互乗り入れ 

2)未来科学 A・未来科学 B における未来科学 Lab の実践とルーブリックによる相互評価法の開発 

3)高校 2 年における探究数学Ⅱの開講 

第 3 年次(平成 27 年度) 

1)生徒の主体的かつ協働的な学習の広がり“アクティブラーニング”の実践 

2)中学段階における発展的学習と未来科学 A・未来科学 B の接続方法の開発 

3)中学段階及び未来科学 Lab における統計処理に触れる実験内容の開発 

4)高校 3 年における探究数学Ⅲの開講及び単元「確率分布と統計的な推測」の実施 

第 4 年次(平成 28 年度) 

1)探究活動の視点を入れた主体的，対話的で深い学びの時間をつくる授業実践 

2)課題研究に必要な資質を高めるための数理融合教材の開発 

第 5 年次(平成 29 年度) 

1)中高一貫教育校として，6 年間を通した数学・理科に関する教育課程及び指導方法の 5 年間の総括。 

2)教科横断型の学習が展開されるよう授業改革を進めていくための数理融合教材の開発 

3)探究型授業実践「コンテンツベースからコンピテンシーベースへの転換」への挑戦 
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Ⅱ 中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  

第 1 年次(平成 25 年度) 

1)中学段階における「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱にした宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲの実施 

2)高校 1 年における宇土未来探究講座Ⅳの開講，ロジックプログラムの開発 

3)未来体験学習（県内先端企業訪問・関東研修）の実施と SSH 特別講演会・SSH 特別授業の実施 

第 2 年次(平成 26 年度) 

1)中学段階における宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲの体系化と高校職員の乗り入れ 

2)高校 1 年におけるロジックプログラムの体系化と課題研究テーマ設定過程の研究開発 

3)高校 2 年における宇土未来探究講座Ⅴの開講，課題研究とロジックプログラムⅤの実践 

第 3 年次(平成 27 年度) 

1)中学段階における宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲでの論文読解と卒業論文の充実  

2)高校段階における宇土未来探究講座Ⅳ～Ⅴでの論理的思考力を高める論文文章作成講座の実施 

3)高校 3 年における宇土未来探究講座Ⅵの開講及び SSH 課題研究発表会の実施 

第 4 年次(平成 28 年度) 

1)課題研究の成果発表の機会として，国際発表，学会発表，学外・学内発表の充実 

2)探究活動の成果発表の機会として，SSH 主対象生徒以外への規模拡大 

第 5 年次(平成 29 年度) 

1)中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発の総括。 

2)「LOGIC ルーブリック」「チェックリスト」を組み合わせた課題研究評価 

3)探究活動の過程と評価観点を連動させた「探究活動・LOGIC ガイドブック」の作成 

Ⅲ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， 6 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発 

第 1 年次(平成 25 年度) 

1)グローバルリーダー育成プロジェクト GLP として中学英国研修，高校米国研修の実施 

2)サイエンス GLP として高校ボストン派遣事業(ハーバード大学・MIT 訪問)の実施 

3)英語専用教室 U-CUBE の設置・英語で科学の実施 

第 2 年次(平成 26 年度) 

1)第 29 回中国青少年科学技術イノベーションコンテスト CASTIC への出場 

2)フランス共和国第 9 回国際先端科学技術学生会議 ICAST への参加 

3)「英語で科学」として SSH 研究成果要旨集における Abstract の英文作成 

第 3 年次(平成 27 年度) 

1)韓国盆唐中央高校との課題研究交流の実施 

2)インドネシア第 10 回国際先端科学技術学生会議 ICAST への参加 

3)SSH 課題研究成果発表会での英語による研究成果発表と英語論文作成の指導の体系化 

4)世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)採択拠点 国際統合睡眠医科学研究機構での研修 

第 4 年次(平成 28 年度) 

1)海外研修，国際学会及び SLEEP SCIENCE CHALLENGE など英語での研究発表機会の充実 

2)「英語で科学」・「グローバル講座」など英語科・ALT に加え，理科・地歴公民科の教員による英語での授業  

第 5 年次(平成 29 年度) 

1)中高一貫教育校として，6 年間を通したグローバル教育の 5 年間の総括と研究成果の普及 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

1 年中進生において，「物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎」各 2 単位を 0 に削減し，「未

来科学 A」「未来科学 B」各 3 単位の履修をもって，理科の基礎を付した科目の選択必履修を代替

する。中高一貫教育校の特例（中学校における先取り授業）と併せ，「物理基礎，化学基礎，生物

基礎，地学基礎」各 2 単位の内容をすべて扱う。「数学Ⅰ」3 単位，「数学Ⅱ」1 単位及び「数学

A」2 単位を 0 に削減し，「探究数学Ⅰ」の履修をもって代替する。2 年中進 SS コースにおいて，

「数学Ⅱ」4 単位及び「数学 B」2 単位を 0 に削減し，「探究数学Ⅱ」の履修をもって代替する。

3 年中進 SS コースにおいて，「数学Ⅲ」5 単位及び「数学 B」2 単位を 0 に削減し，「探究数学

Ⅲ」の履修をもって代替する。1 年生の「総合的な学習の時間」1 単位を削減し，「宇土未来探究

講座Ⅳ」1 単位を設置する。2 年 SS コースは「総合的な学習の時間」1 単位及び情報 2 単位のう

ち 1 単位を 0 に削減し，「宇土未来探究講座Ⅴ」2 単位を設置する。SS コース以外も「総合的な

学習の時間」1 単位を 0 に削減し，「宇土未来探究講座Ⅴ」1 単位を設置する。3 年 SS コースは

「総合的な学習の時間」1 単位を 0 に削減し，「宇土未来探究講座Ⅵ」1 単位を設置する。 
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○平成２９年度の教育課程の内容 

第４章 関係資料内の平成 29 年度教育課程表のとおり 

○具体的な研究事項・活動内容 

SSH 研究開発の 3 テーマについて，それぞれ以下に示す研究事項・活動内容であった。 

Ⅰ 中高一貫教育校として， 6 年間を通した数学・理科に関する教育課程の開発  

1.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発 

中学段階における数学・理科の授業時数増加による高校内容の一部導入を含む学習配列の再編成。  

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 領域編成と未来科学 Lab の実施。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

数学Ⅰ～Ⅲ，数学 A，数学 B の領域について，学習内容の組み替えと数理融合教材の開発。 

Ⅱ 中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  

1.中学段階における「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱に，無人島サバイバル体験やイングリッシュキャ

ンプなど体験を通して，身近なところから研究課題を発見し，解決する手法を学ぶ。 

2.高校 1 年における「宇土未来探究講座Ⅳ」 

1)ロジックプログラムⅠ：進路選択の方法，論文検索の方法について，その手法を学ぶ。 

2)ロジックプログラムⅡ：最先端の研究に関する 16 講座について，自分の関心をもとに聴講する。 

3)ロジックプログラムⅢ：数学・物理・化学・生物・地学・情報について，本校職員が講義をする。 

4)ロジックプログラムⅣ：各々が設定した課題のレポート作成をし，ポスターにまとめ発表する。 

5)未来体験学習(県内先端企業訪問)：県内の科学技術関連 10 事業所を訪問し，研究現場で研修する。 

6)未来体験学習(関東研修)：筑波研究学園都市及び国際統合睡眠医科学研究機構で研修をする。 

7)プ レ 課 題 研 究：課題研究の事前学習として研究の手順を指導する。 

3.高校 2 年における「宇土未来探究講座Ⅴ」 

1)課 題 研 究：プレ課題研究を経て，再度テーマ設定を行う。担当教員の指導のもと，研究

機関と連携を図り，身近な事象を対象に高度な研究に取り組む。 

2)ロジックプログラムⅤ：SS コース以外が対象。人文，社会，自然科学などを対象に調査・探究し，成果発表を行う。  

4.高校 3 年における「宇土未来探究講座Ⅵ」 

1)課 題 研 究：課題研究成果を総括し，論文にまとめ，英語で発表する機会を設定する。 

2)SSH 課題研究成果発表会：英語による口頭発表を行う機会を設定する。 

5.SSH 研究成果発表会 

SSH事業の集大成としての成果発表と全校生徒が探究活動に取り組む目的と意義を再確認する機会とする 

6.高大連携・高大接続 

指導体制を「短期指導」，「継続指導」，「連携型指導」の 3 つに分類し，ねらいを明確にした

高大連携を図る。課題研究の取組と実績を活かした生徒の進路希望実現の方法として，推薦入試・

AO 入試を活用する。 

7. 科学部活動の活性化 

生徒が自ら研究テーマを設定し，主体的な活動を行う。科学の甲子園や科学系コンテストへの参加を積極的に行う。  

Ⅲ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， 6 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発 

1.グローバルリーダー育成プロジェクト 

中学 3 年生希望者，高校 1，2 年生希望者がアメリカ合衆国で海外研修をする。 

2.英語で科学 

英語での授業や実験を行う。英語での発表や発表要旨の作成など課題研究の機会も活用する。 

3.グローバル講座(Global Power Lunch) 

 土曜授業日の放課後，希望生徒対象に国際関係，政治，経済，文化に関する講座を開講する。 

4.UEC（Uto English Center）通称「U-CUBE」 

 英語のみを使用する教室を設置し，英文による教科書や科学雑誌，映像・講義などを視聴できる

空間とする。テレビ電話を活用して姉妹校や文化交流校の高校生との交流を図る。 

5.海外研修 

1) SSH 海外研修大韓民国盆唐中央高校：課題研究及び探究活動の成果を英語で発表する。 

2) SSH 台湾海外研修： The 12th International Student Conference on Advanced Science and Technology で研究発表をする。  

3) SLEEP SCIENCE CHALLENGE：国際統合睡眠医科学研究機構で英語による発表を行う。 
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 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 

科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発の成果とその評価として，テーマ

として掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す根拠となるデータは第３章研究開発実

施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示す。 

Ⅰ 中高一貫教育校として， 6 年間を通した数学・理科に関する教育課程の開発  

1 数学・理科における 6 年間を通した学習配列の再編成 

2 科学的探究活動の基礎を築く授業の実施 

未来科学 Lab による科学研究論文形式 IMRAD  

の理解と探究数学による数理融合教材開発 

3 科学系コンテスト・科学系企画の参加者増加 

4 探究活動を取り入れた授業実践教科・科目の増加（理科・保健体育・芸術・地歴） 

Ⅱ 中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  

1 6 年間を通した宇土未来探究講座のプログラ

ム構築と全生徒・全校体制による探究活動の取組 

2 探究活動の成果物として SSH 課題研究論文

集・SSH 研究成果要旨集発刊。年間 2 回，全校

生徒出席成果発表会実施 

3 海外等で英語口頭発表を経験した生徒，国内

学会で研究発表を経験した生徒増加 

4 科学コンテスト，研究発表会，学会の参加及

び表彰増加 

5 短期，継続，連携型に分類し，ねらいを明確

にした高大連携と，課題研究の取組と実績を活か

した高大接続の検討 

6 課題研究評価として LOGIC ルーブリックの作成  

7 研究開発部を中心にした全校体制の構築と課

題研究担当者ミーティングの設置 

Ⅲ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， 6 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発 

1 グローバルに科学技術をリードする人材育成 

 として海外研修経験者数の増加 

2 SSH 課題研究成果発表会実施と海外研修等で 

英語研究成果発表を行った生徒増加 

3 U-CUBE における海外交流活動の機会充実 

4 英語で科学及びグローバル講座の実施 

5 留学環境の整備，各種留学企画の参加者増加 

6 研究開発部における GLP 研究主任を中心と 

した組織体制の構築と教職員の資質向上 

○実施上の課題と今後の取組 

平成 29 年度の課題として，テーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す

根拠となるデータは第３章研究開発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示す。  

Ⅰ 中高一貫教育校として， 6 年間を通した数学・理科に関する教育課程の開発  

「課題研究」や「問題解決型授業」では，主体的・対話的でかつ深い学びを実現することができているが，

コンテンツベースの授業では受動的な学びとなり，何を学び，なぜ学ぶのか，学びの動機付けに課題がある。  

Ⅱ 中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  

探究活動を通して身に付けさせたい資質 LOGIC【L（論理性），O（客観性），G（グローバル），I（革新性）

，C（創造性）】を高めるうえで，各教科の視点が充分に組み込まれておらず，SS コース課題研

究指導担当者と SS コースを除く探究活動の指導担当者の指導方法や指導内容に差が生じている。 

Ⅲ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， 6 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発 

海外での研修経験者，研究発表者の増加，英語での研究発表機会充実の反面，グローバルに研究成

果を発信する意義の理解が不充分であり，社会や地域における課題に取り組む視点が不十分であ

る。ローカルな視点とグローバルな視点の双方を備えた社会と共創する探究活動を展開する必要がある。 

企画名 H25 H26 H27 H28 H29 

科学の甲子園 出場 出場 出場 準優勝 準優勝 

科学コンテスト 7 人 32 人 47 人 49 人 64 人 

サイエンスキャンプ 12 人 9 人 1 人 1 人 0 人 

【H25SSH 指定以降 SS コース人数推移】 

 1 期生 2 期生 3 期生 4 期生 5 期生 
英語口頭発表 全員 全員 全員 5 未実施 

国 際 発 表 4 13 21 8 未実施 
学会等発表 6 20 23 35 未実施 

中 進 S S 41 36 39 42 46 
高 進 S S 11 9 12 23 22 

【H25SSH 指定以降研究発表件数推移】 
規模  H25 H26 H27 H28 H29 

県 大 会 ・ 
九 州 大 会 

SS 0 10 14 18 30 
部 9 14 15 18 12 

全 国 大 会 SS 0 0 0 1 1 
部 3 4 3 4 3 

学 会 SS 0 1 3 9 7 
部 0 0 2 3 1 

国 際 発 表 SS 0 1 3 3 3 
部 0 1 2 2 1 

総 計 SS 0 12 20 31 41 
部 12 19 22 27 19 

企画名 国 H25 H26 H27 H28 H29 
G L P 中 学 英国 24 30 26 38 35 

G L P 高 校 米国 12 23 9 7 8 
C A S T I C 中国 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ 

ICAST(仏国・尼国・台湾) ＊ ‐ 2 2 ‐ 2 
アジアサイエンスキャンプ(泰国・印度)  ＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ 

盆唐中央高校研究発表会 韓国 ‐ ‐ 6 10 中止 
トビタテ留学 JAPAN(米国・比国)  ＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ 

青少年科学技術会議 泰国 ‐ ‐ ‐ 2 ‐ 
オーストラリア科学奨学生  豪州 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 

ライオンズクラブ国際協会 YCE派遣生  星国 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 
合 計 ＊ 36 57 46 61 47 
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別紙様式２－１ 

熊本県立宇土中学校・宇土高等学校 指定第１期目 25～29 

 

❷平成２９年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

①  研究開発の成果 （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料（平成２９年度教育課 

程表，データ，参考資料）」に添付すること） 

『科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発』の平成 29年度の成果として，

テーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す根拠となるデータは第 3 章研

究開発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示している。 

Ⅰ 中高一貫教育校として， 6 年間を通した数学・理科に関する教育課程の開発  

１ 数学・理科における 6 年間を通した学習配列の再編成 

 中学段階において，数学・理科の授業時数を増やし，学年を越えた内容の組み替えや高校内容の

導入，学習配列の再編成を行った。特に，理科では，中学 3 年・高校 1 年で単元における中学教

員と高校教員の相互乗り入れ授業，実験や体験の充実とタブレット端末などをはじめとする ICT

機器の活用を充実させた。 

２ 科学的探究活動の基礎を築く授業の実施・学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」 

学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」の設置によって，物理・化学・生物・地学の 4 領域

の関連性に考慮して幅広く学習することができた。探究型実験及びレポート作成に取り組む未来科

学 Lab の実践によって，探究テーマに即した実験計画力向上と科学研究論文形式 IMRAD の定着を

図ることができた。探究数学による統計処理を扱う数理融合教材の開発を通して，1 年プレ課題研

究及び 2 年課題研究における研究データについて，信憑性や再現性を重視する態度が見られた。 

３ 科学系コンテスト・科学系企画の参加者増加 

 平成 25 年 SSH 指定以降，着実に参加者が増加している。科学コンテストでは化学・物理・生

物・数学での参加があった。2 年連続アジアサイ

エンスキャンプ日本派遣団の一員として選出，科

学の甲子園県大会準優勝，グローバルサイエンス

キャンパス 2 人，オーストラリア科学奨学生（ISS）

1 名選出など顕著な成果を収めている。 

４ 「探究活動の視点を授業に入れた」授業実践教科・科目の増加（理科・保健体育・芸術・地歴） 

国際バカロレアの指導の手引きを参考に「Unit Planner」を活用した理科の授業や，学習の目標

・キーワード・発問を示した「探究学習課題シート」を活用し，発表資料作成過程で教えあいや意

見交換を引き出す協働学習を展開する保健の授業，「Art＆Engineering～架け橋プロジェクト～」

と称する芸術と工学を融合させたペーパーブリッジコンテストを実践した美術の授業，設定したテ

ーマ・課題について探究し，ポスターにまとめる地歴の授業など多くの実践例が展開された。探究

活動とアクティブラーニング型授業実践の取組から，「コンテンツベースからコンピテンシーベー

スへの転換」の授業改革をすべての教科・授業で進めることができるよう，生徒の主体的・対話的

でかつ深い学びを実現する探究の『問い』を創る授業の実践を展開する礎を築くことができた。 

５ 教職員の資質向上と成果普及の機会充実，研究開発部を中心にした組織体制の構築 

理科・数学の職員を中心に SSH 指定後，様々な教育実践に取り組み，H25 に 3 件，H26 に 4 件，

H27 に 3 件，H28 に 8 件，H29 に 5 件，研究授業及び実践報告を実施するなど，その成果普及を

果たすことができた。また，本校アンケートから約 9 割の生徒が，理数系教育が充実していると肯

定的な回答を示した。組織的推進体制として，「研究開発部会」を中心に，各部署で連携を密に取

ることができ，「課題研究担当者ミーティング」を通して，数学・理科の教員連携を図ることがで

きた。 

企画名 H25 H26 H27 H28 H29 

科学の甲子園 出場 出場 出場 準優勝 準優勝 

科学コンテスト 7 人 32 人 47 人 49 人 64 人 

サイエンスキャンプ 12 人 9 人 1 人 1 人 0 人 
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Ⅱ 中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  

１ 6 年間を通した宇土未来探究講座のプログラム構築と全生徒・全校体制による探究活動の取組 

中学校では，「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱に，豊かな体験活動をもとに論理的思

考力を高める取組を充実させ，高校では，「ロジックプログラム」，「プレ課題研究」，「課題研究」

と段階的に探究活動を進め，文系・理系問わず全ての生徒の探究活動への取組を充実させた。選択

的回答方式(4 段階)で行った本校アンケートから，1 年 SS，2 年 SS，3 年 SS において事前調査と

事後調査の平均回答を比較した結果，技術者・研究者への志望(1 年 SS+1.09，2 年 SS-0.02，3 年

SS+0.05)，人前での話が得意(1 年 SS+0.46，2 年 SS-0.02，3 年 SS+0.02)，学会・コンテストへ

の出場意欲(1 年 SS+0.34，2 年 SS+0.17，3 年 SS+0.17)が増加した。 

２ 探究活動の成果物として SSH 課題研究論文集・SSH 研究成果要旨集発刊。年間 2 回，全校生徒

出席成果発表会実施。 

SSH 課題研究論文集で 3 年 SS14 テーマ，SSH 研究成果要旨集で 2 年 SS18 テーマ，2 年 SS

以外 42 テーマ，1 年 SS18 テーマ，1 年 SS 以外 28 テーマ掲載した。集大成として，年間 2 回実

施した研究成果発表会には，全校生徒出席，全国から 60 人程度来場し，SSH 事業の成果普及を図

ることができた。 

３ 課題研究の成果として海外等で英語口頭発表を経験，国内学会で研究発表を経験した生徒増加 

課題研究の目標の明確化を図る取組として，海

外等で英語口頭発表を経験した生徒の実人数，3

年 SS(51 人)で 21 人，2 年 SS(65 人)で 8 人，国

内学会で研究発表を経験した生徒の実人数，3 年

(51 人)で 23 人，2 年 SS(65 人)で 35 人であった。

また，選択的回答方式(4 段階)で行った本校アン

ケートから，課題研究を行った 2 年 SS，3 年 SS

において，事前調査と事後調査の平均回答を比較した結果，研究への期待(2 年 SS+0.06，3 年

SS+0.09)，課題研究の有用感(2 年 SS+0.19，3 年 SS+0.05)であった。 

４ 科学コンテスト，研究発表会，学会の参加及び表彰増加 

2018. 2 月 九州生徒理科研究発表大会福岡大会 物理部門 最優秀賞        【科学部屈折班】 

2017.12 月 サイエンスキャッスル 2017 九州大会 熊本県次世代ベンチャー創出支援コンソ―シアム賞 【課題研究】 

2017.12 月 サイエンスキャッスル 2017 九州大会 優秀ポスター賞        【課題研究】 

2017.12 月 高校生科学技術チャレンジ JSEC2017 最終審査 花王賞        【科学部レンズ班】 

2017.11 月 日本学生科学賞中央審査出品 入選 2 等               【科学部屈折班】 

2017.11 月 日本学生科学賞中央審査出品 最優秀賞               【科学部屈折班】 

2017.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）熊本県知事賞        【科学部屈折班】 

2017.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）熊日ジュニア科学賞受賞   【課題研究】 

2017.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞            【科学部 MRI班】 

2017.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞            【課題研究】 

2017.11 月 第 77 回熊本県科学研究物展示会（科学展）優賞            【課題研究】 

2017.11 月 平成 29 年度「科学の甲子園」全国大会熊本県出場校選考会 準優勝 

2017.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 物理部門 最優秀賞             【科学部屈折班】 

2017.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 化学部門 部会長賞       【科学部 MRI班】 

2017.10 月 熊本県高等学校生徒理科研究発表会 生物部門 優秀賞        【科学部生物班】 

2017. 7 月 平成 29 年度全国高校総合文化祭宮城大会 物理部門最優秀賞      【科学部レンズ班】 

2017. 7 月 サイエンスインターハイ＠SOJO グランプリ            【科学部レンズ班】 

2017. 6 月 日本古生物学会 2017 年会 奨励賞                 【課題研究】 

2017. 3 月 日本物理学会第 13 回 Jr.セッション最優秀賞             【科学部レンズ班】 

 
SSH 

1 期生 

SSH 

2 期生 

SSH 

3 期生 

SSH 

4 期生 

SSH 

5 期生 

英語口頭発表 全員 全員 全員 5 未実施 

国 際 発 表 4 13 21 8 未実施 

学会等発表  6 20 23 35 未実施 

中進 S S 41 36 39 42 46 

高進 S S 11 9 12 23 22 
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H29 科学コンテスト，研究発表会，学会への参

加本数を示す。科学部活動と課題研究の取組によ

り，SSH 全体が充実した。科学部は科学コンテス

ト・研究発表会を，課題研究は学会を目標に研究

を進めることができている。 

５ 短期，継続，連携型に分類し，ねらいを明確 

にした高大連携と，課題研究の取組と実績を活 

かした高大接続の検討 

大学が指導に関わる期間の違いから，「短期指

導」，「継続指導」，「連携型指導」の 3 つに指導体

制を分類することによって，ねらいを明確にした

高大連携を図ることができた。3 年 SS コース 51

人の生徒のうち 20 人が AO 入試及び推薦入試に

出願をした。課題研究を通して築いたキャリアデ

ザイン，生徒の資質や能力，適性及び実績等が，

大学の掲げるアドミッションポリシーに合致す

るか検証して出願した。 

６ 課題研究評価として LOGIC ルーブリックの作成  

「LOGIC ルーブリック」，「プレゼンテーショ

ン・コンプリートリスト」，「パフォーマンス課題

による評価」を組み合わせ，1 年間の探究活動の

評価及び3年間の生徒の変容を測る評価方法の検

討を進めた。また，探究活動の段階と LOGIC ル

ーブリックの評価観点を関連付けたガイドブッ

クを作成し，生徒の探究活動の充実と指導する教員の目線合わせとなるように研究開発を進めた。 

７ 研究開発部を中心にした全校体制の構築と課題研究担当者ミーティング 

週時程に 1 時間会議を設定する研究開発部会と課題研究担当者ミーティングの設置により，担当

者間の情報共有・指導方法開発に取り組んだ。1 学年ロジックリサーチにおける全職員担当による

OJT(On the Job Training)で指導力向上を図ることができた。職員研修では「1 つのテーマに複数

の探究の視点があり，教員の関わりによって，生徒の探究活動が充実することを実感する」ワーク

ショップを行ったことで，教科の専門性，担当者の強みを活かした指導の在り方を検討できた。 

８ 探究活動の推進と高進 SS コース希望者の増加 

3 年 SS コース 14 テーマ，2 年 SS コース 18 テーマ，SS コース以外 42 テーマ，1 年 SS コー

ス 18 テーマ，SS コース以外 28 テーマ，中学卒業研究 79 テーマ，科学部活動 6 テーマと全校生

徒及び教員で探究活動を展開することができた。

また，研究成果発表会におけるパネルディスカッ

ション及び SSH 特別講演会における高進 SSコー

スによる関東研修報告などにより，高進 SS コー

スにおける生徒数が増加している。 

 

 

 

 

 

 

規模  H25 H26 H27 H28 H29 

県大会・ 

九州大会 

SS 0 10 14 18 30 

部 9 14 15 18 12 

全国大会 SS 0 0 0 1 1 

部 3 4 3 4 3 

学会 SS 0 1 3 9 7 

部 0 0 2 3 1 

国際発表 SS 0 1 3 3 3 

部 0 1 2 2 1 

総計 SS 0 12 20 31 41 

部 12 19 22 27 19 

【県・九州】生徒理科研究発表会・県科学展・

日本学生科学賞・熊本県スーパーハイスクール合同発表会 

サイエンスインターハイ＠SOJO(H26，H29 グランプリ)

九州生徒理科発表大会・サイエンスキャッスル

九州大会(H28 最優秀賞)・バイオ甲子園 

【全国大会】全国総文祭 (H29 物理部門最優秀賞 )・

日本学生科学賞・JSEC 高校生科学技術チャレンジ・ 

SSH 生徒研究発表会(H27 文部科学大臣表彰) 

【学  会】日本発生生物学会・日本植物生理学会・

日本物理学会 Jr.セッション・化学工学会・日本

植物学会・日本動物学会・日本古生物学会・

九州両生類爬虫類研究会・熊本大学医学部柴三郎研究発表会 

【国際発表】SLEEP SCIENCE CHALLENGE・

国際先端科学技術学生会議・中国青少年科学技

術イノベーションコンテスト(H26 銀メダル)・

青少年科学技術会議(H28 最高賞) 

 H25 H26 H27 H28 H29 

中進 SS 41 36 39 42 46 

高進 SS 11 9 12 23 22 

SS 総計 52 45 51 65 68 



- 8 - 

Ⅲ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， 6 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発 

１ グローバルに科学技術をリードする人材育成として海外研修経験者数の増加 

SSH 指定後，総計 247 人が海

外研修を経験し，その成果の普

及が学校全体を活性化させてい

る。熊本県モンタナ留学プログ

ラム第 1 期生として高校 3 年 1

人が H28，8 月から留学，アジ

アサイエンスキャンプに 2 年連

続日本代表派遣団に選出，オー

ストラリア科学奨学生 ISS（シ

ドニー大学内物理学財団）日本

代表派遣団への選出など各種企

画に応募する生徒が増加してい

る。 

２ SSH 課題研究成果発表会実施と海外研修等で英語研究成果発表を行った生徒増加 

SSH 課題研究成果発表会では 3 年 SS コース課題研究の成果を全員が英語で発表した。第 12 回

国際先端科学技術学生会議 ICAST( International Student Conference on Advanced Science and 

Technology)や世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)採択拠点筑波大学・国際統合睡眠医科学

研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGEなど英語で研究成果発表を行う研修プログラムの充実を

図ることができた。 

３ U-CUBE における海外交流活動の機会充実 

 U-CUBE を様々なグローバル関連事業を展開する空間として，年間を通して運用することによっ

て，生徒が英語を扱う機会，時間を増加させることができた。 

４ 英語で科学及びグローバル講座の実施 

英語で科学では，英語による理科講座の受講や，英語での研究要旨作成及び研究成果発表を通し

て，英語の運用場面を増やし，英語での研究要旨作成及び研究発表意欲を高めることができた。ま

た，英語での国際関係，政治，経済，文化に関する「グローバル講座」(Global Power Lunch)，研

究発表内容を同時通訳する「同時通訳講座」を文系・理系問わず希望生徒を対象に実施することに

よって，英語に親しみ，グローバルな視点を身につける実践を進めることができた。 

５ 留学環境の整備，各種留学企画の参加者増加 

世界最大規模の高等教育機関ネットワークの一つ Navitas と指定校連携を結ぶことにより，高校

卒業後，提携する海外の国公立・州立大学への進学を可能にした。 

６ 研究開発部における GLP 研究主任を中心とした組織体制の構築と教職員の資質向上 

GLP 研究主任が中心となり，英語で科学の体系的な指導体制を構築することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企 画 名 国 H25 H26 H27 H28 H29 

G L P 中 学 ( 英 国 研 修 ) 英国 24 30 26 38 35 

G L P 高 校 ( 米 国 研 修 ) 米国 10 23 9 7 8 

サ イ エ ン ス G L P 米国 2 ‐ ‐ ‐ ‐ 

C A S T I C 中国 ‐ 2 ‐ ‐ ‐ 

ICAST(仏国・尼国・台湾 ) ＊ ‐ 2 2 ‐ 2 

アジアサイエンスキャンプ(泰国・印度)  ＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ 

盆唐中央高校研究発表会 韓国 ‐ ‐ 6 10 中止 

トビタテ留学 JAPAN(米国・比国)  ＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ 

青 少 年 科 学 技 術 会 議 泰国 ‐ ‐ ‐ 2 ‐ 

オーストラリア科学奨学生 豪州 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 

ライオンズクラブ国際協会 YCE派遣生 星国 ‐ ‐ ‐ ‐ 1 

合 計 ＊ 36 57 46 61 47 
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②  研究開発の課題  （根拠となるデータ等を報告書「❹関係資料（平成２９年度教育 

課程表，データ，参考資料）」に添付すること） 

科学を主導する人材育成のための教育課程及び指導方法の開発の平成 29 年度の課題として，テ

ーマとして掲げる 3 項目ごとに以下にまとめる。その成果を示す根拠となるデータは第３章研究開

発実施報告書におけるテーマごとの「４ 実施の効果とその成果」に示している。 

Ⅰ 中高一貫教育校として， 6 年間を通した数学・理科に関する教育課程の開発  

SSH 第 1 期では，6 年間を通した数学・理科の学習内容再配列，学校設定科目「未来科学 A・B」，

「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の研究開発に取り組んだ。5 年間を通して，探究活動とアクティブラーニ

ング型授業実践の取組から，「コンテンツベースからコンピテンシーベースへの転換」の授業改革

の必要性が高まり，生徒の主体的・対話的でかつ深い学びを実現する「探究型授業」の展開を進め

ている段階である。以下に第 1 年次から第 5 年次までの主な実践と課題をまとめた経緯を示す。 

第

1

年

次 

実
践 

・中学 1 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「未来科学 A・未来科学 B」の設置 

・学校設定科目「探究数学Ⅰ」の設置 

課
題 

・理科が好き，得意である生徒の割合が学年を進行するにつれて減少 

・中学段階と高校段階で扱う内容の重複や関連の低さ 

・知識理解を重視した高校の授業展開 

第

2

年

次 

実
践 

・中学 2 年「数学」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅱ」の設置 

・「未来科学 A・未来科学 B」における探究型実験「未来科学 Lab」実践 

・中学段階での発展的内容の学習として高校学習内容の一部移行 

課
題 

・課題研究に取り組むための資質を育てるための授業実践 

・中学段階と高校段階の学習内容の接続方法，指導方法 

第

3

年

次 

実
践 

・中学 3 年「数学」35 授業時間増加，中学 3 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅲ」の設置 

・「探究数学Ⅱ」における統計処理に関する授業実践 

課
題 

・科学的探究活動の基礎を築く授業実践 

・中学発展内容と高校学習内容の重複部分における指導方法 

第

4

年

次 

実
践 

・未来科学 Lab における科学研究論文形式 IMRAD の理解を深めるワークショップ実践 

・探究数学による数理融合教材の開発 

・数学・理科における 6 年間を通した学習配列の再編成 

課
題 

・教科横断型の学習が展開されるよう授業改革を進める数理融合教材の開発 

・探究型授業実践「コンテンツベースからコンピテンシーベースへの転換」 

第

5

年

次 

実
践 

・国際バカロレアの指導の手引きを参考に「Unit Planner」を活用した授業 

・芸術と工学を融合させたペーパーブリッジコンテストを実践した美術の授業「Art＆

Engineering～架け橋プロジェクト～」 

課
題 

「探究型授業」及び「教科横断型授業」を通して，探究の『問い』がある授業では主体

的・対話的でかつ深い学びを実現することができているが，コンテンツベースの授業で

は知識習得に終始する受動的な学びとなり，なぜ学ぶのか，何を学ぶのか，学ぶ意義の

理解が低く，学びに向かう姿勢に課題がある 

１ 理科・数学の学習の有用性を高める教科横断型授業の開発 

選択的回答方式(4 段階)で行った本校アンケートから，1 年 SS，2 年 SS，3 年 SS において事前

調査と事後調査の平均回答を比較した結果，理科を勉強すると日常生活に役立つ(1 年 SS+0.12 [約

7 割が肯定的]，2 年 SS+0.06 [約 8 割が肯定的]，3 年 SS+0.06 [約 8 割が肯定的])，他教科を勉強す
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るために理科が必要(1年 SS+1.34 [約 9割が肯定的]，2年 SS+0.19 [約 8割が肯定的]，3年 SS+0.04 

[約 8 割が肯定的])と理科が日常生活や他教科の学習に役立つ意識で肯定的な回答を示す割合が高

いものの，数学を勉強すると日常生活に役立つ(1 年 SS+0.29 [約 6 割が肯定的]，2 年 SS-0.14 [約

5 割が肯定的]，3 年 SS-0.16 [約 4 割が肯定的])，他教科を勉強するために数学が必要(1 年 SS+0.94 

[約 9 割が肯定的]，2 年 SS+0.19 [約 6 割が肯定的]，3 年 SS+0.04 [約 5 割が肯定的])と数学が日常

生活や他教科の学習に役立つ意識で肯定的な回答を示す割合が，学年が進行するにつれ低くなって

いる。日常生活の事象・現象について，物理学の視点のみでなく，数学の視点も入れた授業・教材

開発を進め，教科横断型の学習が展開されるよう授業改革を進めていく。また，今後は，生徒が集

めたデータを授業の題材に用いるなど，生徒の活動を主体とした授業展開の工夫を検討している。  

２ 主体的に学ぶ態度を高める授業改革への挑戦 

中学段階での数学・理科の授業時数増加と探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及び未来科学 A・B の設置により，

学年を越えた内容の組み替えや高校内容の導入，学習配列の再編成を行うことによって，中学と高

校の学習内容の円滑な接続を図ることができた。選択的回答方式(4 段階)で行った本校アンケート

から，1 年 SS，2 年 SS，3 年 SS において事前調査と事後調査の平均回答を比較した結果，理科

が好きな生徒(1 年 SS-0.01 [約 8 割が肯定的]，2 年 SS-0.09 [約 8 割が肯定的]，3 年 SS+0.07 [約 8

割が肯定的])，数学が好きな生徒(1 年 SS+0.02 [約 6 割が肯定的]，2 年 SS+0.05 [約 8 割が肯定的]，

3 年 SS-0.02 [約 7 割が肯定的])，理科をもっと勉強したい生徒(1 年 SS+0.65 [約 8 割が肯定的]，2

年 SS+0.09 [約 8 割が肯定的]，3 年 SS+0.20 [約 8 割が肯定的])，数学をもっと勉強したい生徒(1

年 SS-0.57 [約 4 割が肯定的]，2 年 SS+0.20 [約 6 割が肯定的]，3 年 SS-0.23 [約 5 割が肯定的])で

あった。理科への学習意欲を向上させたことが示された反面，1 年 SS コースの数学への学習意欲

は低下していることが示された。 

３ 第１期 SSH 研究開発実施上の課題を踏まえた今後の研究開発の方向 

第 1 期 SSH 研究開発を通して，探究の『問い』がある授業では主体的・対話的でかつ深い学び

を実現することができているが，コンテンツベースの授業では知識習得に終始する受動的な学びと

なり，なぜ学ぶのか，何を学ぶのか，学ぶ意義の理解が低く，学びに向かう姿勢に課題が生じてい

る。第 1 期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫教育校として，6 年間を通した数学・理科に関する

教育課程の開発」から第 2 期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫教育校として，理数教育に関する

教育課程の開発及び教科の枠を越え，探究の『問い』を創る授業の実践」に発展拡充する計画で，

研究開発課題「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実践」を推進する方向性で

ある。数学・理科を中心に理数教育の教育課程を開発するうえで，特に，教科の枠を越える授業，

探究の『問い』を創る，質の向上を重視した授業改革の実践を図る。必要に応じて中学職員，高校

職員間の授業相互乗り入れ，異教科職員の TT（チームティーチング）を実施する。 

「探究の『問い』から展開される授業を創る」を掲げ，探究の『問い』から展開する授業を設計

し，探究型授業を全教科で実施し，生徒の主体的・対話的でかつ深い学びの充実を図る。全科目探

究の『問い』一覧表を作成し，探究型授業を展開する問いの検証を図るとともに，教科間の連携を

図る。探究の『問い』を通して，生徒の主体的・対話的でかつ深い学びが実現できたかワークシー

ト，プレゼンテーション，レポート，アンケートをもとに検証評価するとともに，未知な状況にも

対応できる UTO-LOGIC を育成することができたか，「ロジック・アセスメント」と称する総合問

題を実施し，L（論理性），O（客観性），G（グローバル），I（革新性），C（創造性）を評価する

方向性である。また，生徒が設定した 1 年ロジックリサーチ及びプレ課題研究，2 年 SS 課題研究

及び GS 課題研究のテーマを参照して，理科において，探究の『問い』を設定する授業設計をする。

他教科と TT による授業設計をして，「数理融合教材開発」，「探究型授業実践」のために教科横断

型授業の構築を図り，数理融合教材開発，教科横断型授業について，習得した知識や技能をもとに

未知な状況にも対応できる UTO-LOGIC を育成することができたか，ワークシート，プレゼンテー

ション，レポート，アンケート，定期考査等をもとに検証評価する。 
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Ⅱ 中高一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  

SSH 第 1 期では，6 年間を通した総合的な学習の時間「宇土未来探究講座」の研究開発に取り

組んだ。5 年間を通して，中学段階「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」における「野外活動」「地域学」

「キャリア教育」を柱にした豊かな体験活動を経験した中進生と高校段階「宇土未来探究講座Ⅳ～

Ⅵ」における科学的探究活動の中心となる SS コースの存在から，「高校から入学する生徒への波

及を大きくして，学校全体として探究活動を充実する」必要性が高まっている。以下に第 1 年次か

ら第 5 年次までの主な実践と課題，成果をまとめた経緯を示す。 

第

1

年

次 

実
践 

・高校 1 年全生徒を主対象として宇土未来探究講座Ⅳプログラム開発 

・SSH 研究成果発表会開催 

課
題 

・中学段階「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」と高校段階「宇土未来探究講座Ⅳ」の接続 

・高校における宇土未来探究講座Ⅳ～Ⅵが学年裁量の運用で系統性が不十分。 

・プレ課題研究を通して，プレゼンテーション力やレポート作成力の向上を実感した生徒

が増えた反面，科学技術関連情報に触れる機会が不十分 

第

2

年

次 

実
践 

・高校 2 年 SS コース対象に「課題研究」，主対象以外の生徒も探究活動を実施 

・プレ課題研究，課題研究におけるガイダンス充実，SSH 研究成果要旨集発刊 

課
題 

・プレ課題研究から課題研究への接続，テーマ設定 

・科学的探究活動の成果発表機会の充実 

第

3

年

次 

実
践 

・高校 3 年 SS コース対象に「課題研究」を実施 

・SSH 課題研究成果発表会（英語）開催，SSH 課題研究論文集発刊 

・課題研究テーマ設定を「個人」，「継続」，「グループ」， 

課題研究指導を「共同研究型」，「連携型」，「自治型」と体系化 

・国際発表，各種学会など発表機会の充実 

課
題 

・生徒の成長や変容を測る課題研究の評価方法が不十分 

・科学的探究活動のデータベース化と組織的な指導体制構築 

第

4

年

次 

実
践 

・課題研究評価として LOGIC ルーブリック作成 

・課題研究の取組と実績を活かした高大接続の検討 

・研究開発部を中心にした全校体制の構築と課題研究担当者ミーティングの設置 

課
題 

・教員の指導の差と持続可能な組織運営 

・課題研究を行う SS コースと探究活動を行う主対象外の取組，実績の差 

第

5

年

次 

実
践 

・探究活動の段階と評価観点を連動させた「探究活動・LOGIC ガイドブック」の作成 

・主対象外の生徒の探究活動発表機会の拡大 

課
題 

・探究活動を通して身につけさせたい資質 LOGIC【L（論理性），O（客観性），G（グ

ローバル），I（革新性），C（創造性）】を高める取組について，各教科の視点の組み

込みが不充分であり，SS コース課題研究の指導担当者と SS コースを除く探究活動の指

導担当者の指導方法や指導内容に差がある。 

１ 「LOGIC ルーブリック」「プレゼンテーション・コンプリートリスト」「パフォーマンス課題の

評価」を組み合わせた課題研究評価の確立 

選択的回答方式(4 段階)で行った本校アンケートから，課題研究を行った 2 年 SS，3 年 SS にお

いて，研究への期待(2 年 SS+0.06 [約 8 割が肯定的]，3 年 SS+0.09 [約 8 割が肯定的])，課題研究

の有用感(2 年 SS+0.19 [約 9 割が肯定的]，3 年 SS+0.05 [約 8 割が肯定的])での肯定的回答をした

割合が高かった。「ロジックリサーチ」，「プレ課題研究」，「課題研究」と段階的に探究活動に取り

組むなかで，「学会やコンテスト出場」や「海外での研究発表」といった具体的な到達目標だけで

なく，探究活動の意義として，その過程を重要とする生徒が増加している。生徒の成長や変容を測

る課題研究の評価方法として，「LOGIC ルーブリック」，「プレゼンテーション・コンプリート
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リスト」，「パフォーマンス課題による評価」を組み合わせた評価方法を確立させる。LOGIC ル

ーブリックを基準に，研究要旨・ポスターセッション資料・スライド資料・課題研究論文といった

成果物の評価だけでなく，パフォーマンス課題に対する取組を評価する方法も組み合わせ 1 年間の

探究活動の評価及び 3 年間の生徒の変容を測る評価方法を研究開発する。 

２ 探究活動の段階と評価観点を連動させた「探究活動・LOGIC ガイドブック」の年次更新 

 選択的回答方式(4 段階)で行った本校アンケートから，ロジックリサーチ・プレ課題研究に取り

組んだ 1 年 SS，課題研究を行った 2 年 SS，3 年 SS において，事前調査と事後調査の平均回答を

比較した結果，科学分野のウェブサイトの閲覧(1 年 SS+0.80 [約 5 割が肯定的]，2 年 SS-0.07 [約

3 割が肯定的]，3 年 SS+0.30 [約 9 割が肯定的])が増加した。課題研究を行う 2 年 SS，3 年 SS に

おいては，事前調査と事後調査の平均回答を比較した結果，科学論文を見る機会(2 年 SS+0.20 [約

6 割が肯定的]，3 年 SS+0.09 [約 8 割が肯定的])を示した。ロジックリサーチ，プレ課題研究，課

題研究と段階的に探究活動に取り組む過程で，要旨，ポスターセッション資料，スライド資料，課

題研究論文を作成し，日本語または英語で発表する。それぞれで必要となる情報を冊子にまとめた

「探究活動・LOGIC ガイドブック」を作成し，生徒の「学びの地図」として機能するよう LOGIC

ルーブリックの評価の観点と過程を関連付けたものにする。 

３ 第１期 SSH 研究開発実施上の課題を踏まえた今後の研究開発の方向 

第 1 期 SSH 研究開発を通して，探究活動を通して身につけさせたい資質 LOGIC【L（論理性），

O（客観性），G（グローバル），I（革新性），C（創造性）】を高める取組について，各教科の視点

の組み込みが不充分であり，SS コース課題研究の指導担当者と SS コースを除く探究活動の指導

担当者の指導方法や指導内容に差がある課題が生じた。第 1 期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫

教育校として，６年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発」から第 2 期 SSH

研究開発テーマⅡ「中高一貫教育校として，教科との関わりを重視した探究活動プログラムの実践」

に発展拡充する計画で，研究開発課題「未知なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実

践」を推進する方向性である。特に，中学段階，総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」，

高校段階，学校設定教科「ロジック」における学校設定科目「ロジックプログラム」，「SS（スー

パーサイエンス）課題研究」，「GS（グローバルサイエンス）課題研究」，「ロジック探究基礎」を

中心に探究活動を行うためのプログラムを実践する。特に，教科との関わりを重視したプログラム

の実践を図る計画をしている。学校設定科目「ロジック探究基礎」では，「ロジック・ガイドブッ

ク（本校作成・探究活動の手引き）」を教材に，課題研究担当教員及び国語・地歴公民・数学・理

科・英語・保健体育・家庭・情報・芸術の教員が「GS 課題研究」を進めるにあたって，未知なる

ものに挑むUTO-LOGICを育成するための授業を実施する。特に，未知なるものに挑む UTO-LOGIC

を育成する 5 つの講座の研究開発を重視する。 

L（論理性）：アカデミックライティング×要約力 

センテンスの接続に重点を置いた文章作成方法を身につけ，論理的に伝わる，要約できる文章を作

成するためにアカデミックライティングを指導する。 

O（客観性）：データサイエンス×統計学 

探究活動のデータを扱ううえで必要になるデータサイエンスの視点を身につけるため，統計学に関

するデータ種類，扱い方を指導する。 

G（グローバル）：グローバル×ローカル 

地域や社会の問題や課題，資源を発見する力，グローバルに展開するための視野，研究成果を英語

で発表したり，英語でまとめたりするための講座を実施する。 

I（革新性）：サイエンスマインド×リテラシー 

探究研究の価値を見出すために必要となるサイエンスマインドやリテラシーを身につけるための講座を実施する。  

C（創造性）：エンジニアリング×アート 

探究活動の成果を芸術や工学など他領域の視点から再構築し，研究の可能性を広げるための講座を実施する。  
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Ⅲ 中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， 6 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発 

SSH 第 1 期では，6 年間を通したグローカル教育として，「グローバルリーダー育成プロジェ

クト（GLP：Global Leaders Project）」，英語専用教室「U-CUBE」，「宇土未来探究講座」の研

究開発に取り組んだ。5 年間を通して，海外研修経験者数増加，U-CUBE での国際テレビ電話会議

実施，科学的探究活動の国際発表者数増加の反面，地域資源の活用が不充分であったことから「社

会と共創して探究し，地域からグローバルまで展開するプログラム実践」の必要性が高まっている。

以下に第 1 年次から第 5 年次までの主な実践と課題，成果をまとめた経緯を示す。 

第

1

年

次 

実
践 

・同窓会支援，高校 GLP（米国研修），中学 GLP（英国研修）実施 

・同窓会支援，サイエンス GLP 実施 

・英語専用教室 U-CUBE 設置 

課
題 

・英語に苦手意識をもつ生徒が多い 

・英語に対する生徒の興味・関心を高める環境づくりが必要 

第

2

年

次 

実
践 

・探究活動における Abstract を英語で 

作成，SSH 研究成果要旨集発刊 

・U-CUBE 常駐教員の配置，生徒部活動 GLP 部設置 

・海外研究発表(CASTIC)への参加 

・SSH 海外研修(ICAST)実施 

課
題 

・英語科全教員及び ALT による Abstract の英語での作成指導体制の構築 

・U-CUBE の運用・管理，生徒の活用 

・英語での研究発表機会の充実 

第

3

年

次 

実
践 

・SSH 課題研究成果発表会で英語研究発表 

・SSH 大韓民国海外研修実施 

課
題 

・3 年課題研究英語発表指導方法・体制 

・Abstract を英語で作成する教材，資料の必要 

・2 年課題研究英語発表機会の確保 

第

4

年

次 

実
践 

・研究開発部における GLP 研究主任設置 

・英語で科学及びグローバル講座の実施 

・国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 開発(終日英語) 

課
題 

・「英語で科学」における英語論文作成力及び英語研究発表力の向上 

・海外研修経験者と未経験者との意欲，態度の差 

第

5

年

次 

実
践 

・全校生徒のグローバルな態度を涵養する SSH，GLP 成果報告会の実施 

・台湾・静宜大学との連携協定締結 

課
題 

・海外研修経験者増加，海外研究発表者増加，英語での研究発表機会充実の反面，グロー

バルに研究成果を発信する意義の理解が不充分である生徒が多く，社会や地域における

課題に取り組み，グローバルな視点で探究を進めることに課題がある。社会と共創をし，

ローカルな視点とグローバルな視点の双方を備えた探究活動を展開する必要がある。 

１ 「英語で科学」における英語論文作成力及び英語研究発表力の向上と「探究活動・LOGIC 

ガイドブック」に併せて，本校生徒の実態に応じた資料「論文の書き方」の教材開発 

課題研究校内発表会及び SSH 課題研究成果発表会で英語による研究発表に加え，SSH 海外研修

及び世界トップレベル研究拠点プログラム(WPI)採択拠点筑波大学・国際統合睡眠医科学研究機構

(IIIS)での英語を公用語とする研修 SLEEP SCIENCE CHALLENGE など英語での研究発表の機会

を充実させることができている。第 1 期では，SSH 研究成果要旨集における Abstract 及び 3 年課

題研究における英語研究発表について，計画的な添削指導スケジュールの提示と分担により，各研

究テーマに応じた Abstractの指導及び英語での研究発表の指導を進める体制を構築できた。「論文
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の書き方」の教材開発を進め，本校生の目線に立った表現集や解説書を作成することによって，英

語論文作成力及び英語での研究発表力の向上を図る。 

２ SSH 事業の成果を授業全体に活かす方法の研究開発。 

グローバルに科学技術をリードする人材育成として，海外研修経験者は増加している反面，全体

への効果の波及に至っていない現状である。選択的回答方式(4 段階)で行った本校アンケートから，

1 年 SS 以外，1 年 SS，2 年 SS，3 年 SS において，英語が好きな生徒(1 年 SS 以外-0.18 [約 6 割

が肯定的]，1 年 SS+0.82 [約 9 割が肯定的]，2 年 SS+0.03 [約 5 割が肯定的]，3 年 SS+0.37 [約 6

割が肯定的])，外国の人と積極的に話しをしたい生徒(1 年 SS 以外-0.11 [約 5 割が肯定的]，1 年

SS+0.67 [約 8 割が肯定的]，2 年 SS+0.16 [約 7 割が肯定的]，3 年 SS+0.21 [約 7 割が肯定的])，機

会があれば外国へ留学したい生徒(1 年 SS 以外+0.13 [約 5 割が肯定的]，1 年 SS+0.96 [約 9 割が肯

定的]，2 年 SS+0.26 [約 6 割が肯定的]，3 年 SS+0.06 [約 5 割が肯定的])と二極化が生じているこ

とがうかがえる。英語が好きではない，不得手な生徒は，様々なグローバル教育に対して消極的な

課題が生じている。そのため，コミュニケーション英語の授業で探究活動の成果を英語で発表する

機会を設定するなどアクティブラーニング型授業の実践を進めている。今後，SSH 事業で向上し

たプレゼンテーション能力を授業で活かす授業改革を進めていく。 

３ 第１期 SSH 研究開発実施上の課題を踏まえた今後の研究開発の方向 

第 1 期 SSH 研究開発を通して，海外研修経験者増加，海外研究発表者増加，英語での研究発表

機会充実の反面，グローバルに研究成果を発信する意義の理解が不充分である生徒が多く，社会や

地域における課題に取り組み，グローバルな視点で探究を進めることに課題がある。社会と共創を

し，ローカルな視点とグローバルな視点の双方を備えた探究活動を展開する必要が生じた。 

 第 1 期 SSH 研究開発テーマⅢ「中高一貫教育校として，6 年間を通したグローバル教育の研究

開発」から第 2 期 SSH 研究開発テーマⅢ「中高一貫教育校として，社会と共創する探究を進め，

地域からグローバルに展開するプログラムの実践」に発展拡充する計画で，研究開発課題「未知な

るものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実践」を推進する方向性である。 

特に，本校独自「グローバルリーダー育成プロジェクト（GLP）」及び「U-CUBE（Uto English 

Center）」を中心に，中学段階，総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」，高校段階，学

校設定教科「ロジック」における学校設定科目「ロジックプログラム」，「SS（スーパーサイエ

ンス）課題研究」，「GS（グローバルサイエンス）課題研究」，「ロジック探究基礎」を通して，

社会と共創する探究を進め，地域からグローバルに展開するプログラムの実践を図ることを計画し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

第３章 

 

研究開発実施報告書 

 

Ⅰ 

中高一貫教育校として、 

６年間を通した数学・理科 

に関する 

教育課程の開発 
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Ⅰ  中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， ６ 年 間 を 通 し た 数 学 ・ 理 科 に 関 す る 教 育 課 程 の 開 発 
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

科学を主導する人材を育成するために，中高一

貫教育校として6年間を通した理数教育の開発を

行う。中高一貫教育校の特色を活かした宇土中学

校・宇土高校「ならでは」の理数教育を開発する

ことをねらいとし，SSH 第 1 期では，6 年間を通

した数学・理科の学習内容再配列，学校設定科目

「未来科学 A・B」，「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の研

究開発に取り組んだ。5 年間を通して，探究活動

とアクティブラーニング型授業実践の取組から，

「コンテンツベースからコンピテンシーベース

への転換」の授業改革の必要性が高まり，生徒の

主体的・対話的でかつ深い学びを実現する「探究

型授業」の展開を進めている段階である。 

(2)研究開発の目標 

生徒に科学的素養を身につけさせ，科学技術を

主導する人材を育成するために，6 年間を通した

教育課程と，問題解決のための科学的手法が身に

つく効果的な指導方法を研究開発することが目

標である。中学校では，実験や体験など実体験を

基に論理的思考力を高める授業を実践すること，

高校では，科学的探究活動を展開するうえで必要

となる総合的な自然事象に関する概念の獲得と

技術や表現力を向上させる授業を実践すること

に力を入れる。また，中学校と高校の接続を円滑

かつ効果的に行うための授業相互乗り入れによ

る共通理解を深める。 

(3)研究開発の仮説 

県立の併設型中高一貫教育校として，6 年間を

通した理数教育の教育課程を再構築し，効果的な

指導方法について研究開発することにより，数

学・理科に興味・関心を持つ生徒を増やし，次世

代の科学技術分野のリーダーを育成することが

できる。併せて他の併設型中高一貫教育校にその

成果を広げることができる。 

(4)研究開発の内容及び実践 

数学・理科を中心に 6 年間を通した理数教育の

教育課程を開発する。6 年間を通した数学・理科

の学習内容再配列，学校設定科目「未来科学 A・

B」，「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，生徒の主体的・対話

的でかつ深い学びを実現する探究型授業実践と

して，「教科融合教材開発」・「教科横断型授業と

してティームティーチング(TT)による指導」を実

践した。 

1.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発 

中学 1～3 年次において，表.1 及び表.2 に示す

ように，数学・理科の授業時数を増やし，併せて

学年を越えての教科内容の組み替え，高校の内容

の一部導入を行った。実験や体験の充実とタブレ

ット端末などをはじめとする ICT機器の活用に力

を入れる。 

【表.1 各学年における数学・授業時数と増加数】 

学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 

1 年 140 時間 140 時間 0 時間 0 時間 

2 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 

3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 

【表.2 各学年における理科・授業時数と増加数】 

学年 標準時数 宇土中学校 増加数 累計増加時間 

1 年 105 時間 140 時間 35 時間 35 時間 

2 年 140 時間 140 時間  0 時間 35 時間 

3 年 140 時間 175 時間 35 時間 70 時間 

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

中学 3 年次から高校 1 年次にかけて，「物理基

礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基礎」の 4 領

域を含む学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」

を設置し，4 領域について関連性に考慮して幅広

く学習する。また，未来科学 Lab と称した技術習

得実験と未知探究実験の中間に位置する探究型

実験を行う。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

高校 1 年に「探究数学Ⅰ」を，高校 2 年に「探

究数学Ⅱ」を，高校 3 年に「探究数学Ⅲ」を設置

し，数学Ⅰ，数学Ⅱ，数学Ⅲ，数学 A，数学 B の

領域について，それぞれ関連性に考慮しながら内

容を振り分け，幅広く学習する。 

4.「探究活動の視点を授業に入れる」 

アクティブラーニング型授業の実践を推進し，

生徒の主体的，対話的で深い学びと探究活動を軸

にした授業実践を進める。探究型授業実践をねら

いに，「数理融合教材開発」，「教科横断型授業」

の構築を図る。 

(5)研究開発の実践の結果概要 

1.中学段階における，数学・理科に関する教育課程の開発 

数学・理科の授業時数増加と学習配列の再編成

によって，単元における中学教員と高校教員の相

互乗り入れ授業を一層，充実させることができた。 

2.「未来科学 A」「未来科学 B」 

学校設定科目「未来科学 A」「未来科学 B」の設

置によって，物理・化学・生物・地学の 4 領域の

関連性に考慮して幅広く学習することができた。

探究型実験及びレポート作成に取り組む未来科

学 Lab の実践によって，探究テーマに即した実験

計画力向上と科学研究論文形式 IMRAD の定着を

図ることができた。 

3.「探究数学Ⅰ」「探究数学Ⅱ」「探究数学Ⅲ」 

6 年間を通した学習配列の再編成によって，単

元における関連性を考慮すること，発展性を重視

することができた。また，数理融合教材開発とし

て，数学と物理の領域を融合した授業実践を図る

こと，課題研究で必要とされる統計学について，

統計処理に関する授業実践を図ることができた。 
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4.「探究活動の視点を授業に入れる」 

探究活動の視点を授業に入れたことによって，

生徒の主体的・対話的で深い学びを実現する，探

究の『問い』を創る授業及び教科横断型授業を展

開する可能性を拡げることができた。探究の『問

い』から始まる授業実践として，生物や化学の授

業で国際バカロレアの指導の手引きを参考に

「Unit Planner」を活用した授業を展開した。教

科横断型授業実践として，芸術と工学(物理)を融

合させたペーパーブリッジコンテストに取り組

む美術の授業「Art＆Engineering～架け橋プロジ

ェクト～」を展開した。 

２ 研究開発の経緯 

H25 研究開発(第 1 年次)では「中高一貫教育校

として，6 年間を通した数学・理科に関する教育

課程の開発」を研究テーマとして掲げ，中学段階

での数学・理科の授業時数の増加と探究数学Ⅰ・

Ⅱ・Ⅲ及び未来科学 A・未来科学 B の設置による

学習内容の配列の工夫をした。 

H26 研究開発(第 2 年次)では中学段階での発展

的内容の学習として高校学習内容の一部移行と

実験の充実，未来科学 Lab における探究型実験に

力を入れた。 

H27 研究開発(第 3 年次)では，SSH に指定され

た H25 入学生が中学 3 年となり，数学・理科と

もに授業時間が 70 時間増加したことを受けて，

学習配列の再編成に重点を置いた研究開発を行

った。表.4(次頁)のように数学・理科に関する教

育課程と配列を整理して，体系的かつ系統的な教

科指導を行った。また，未来科学 Lab を通した科

学研究論文形式 IMRAD の定着や探究数学におけ

る統計学に関する授業の実施など課題研究を行

う基礎を身につけるための実践を展開した。 

H28 研究開発(第 4 年次)では，中学 3 年・高校

1 年，理科で単元における中学教員と高校教員の

相互乗り入れ授業を充実させた。未来科学 Lab で

科学研究論文形式 IMRAD に沿って作成したレポ

ートを活用した評価の視点に関するワークショ

ップを実践した。 

H29 研究開発(第 5 年次)では，探究活動の視点

を入れた授業実践に取り組んだ。生徒の主体的・

対話的で深い学びを実現することができるよう，

「物理」・「化学」・「生物」の一部の単元で，探究

の『問い』を創る授業及び教科横断型授業を実践

した。H30 以降研究開発では，探究活動とアクテ

ィブラーニング型授業実践の取組から，「コンテ

ンツベースからコンピテンシーベースへの転換」

の授業改革をすべての教科・授業で進めることが

できるよう，生徒の主体的・対話的でかつ深い学

びを実現する探究の『問い』を創る授業の実践を

計画している。 

 
 

【表.3 各年次における実践と重点課題の経緯】 

第
1

年

次 

実
践 

・中学 1 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「未来科学 A・未来科学

B」の設置 

・学校設定科目「探究数学Ⅰ」の設置 

課
題 

・理科が好き，得意である生徒の割合が

学年を進行するにつれて減少 

・中学段階と高校段階で扱う内容の重複

や関連の低さ 

・知識理解を重視した高校の授業展開 

第
2

年

次 

実
践 

・中学 2 年「数学」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅱ」の設置 

・「未来科学 A・未来科学 B」における 

探究型実験「未来科学 Lab」実践 

・中学段階での発展的内容の学習として

高校学習内容の一部移行 

課
題 

・課題研究に取り組むための資質を育て

るための授業実践 

・中学段階と高校段階の学習内容の接続

方法，指導方法 

第
3

年

次 

実
践 

・中学 3 年「数学」35 授業時間増加 

・中学 3 年「理科」35 授業時間増加 

・学校設定科目「探究数学Ⅲ」の設置 

・「探究数学Ⅱ」における統計処理に関

する授業実践 

課
題 

・科学的探究活動の基礎を築く授業実践 

・中学発展内容と高校学習内容の重複部

分における指導方法 

第
4

年

次 

実
践 

・未来科学 Lab における科学研究論文

形式 IMRAD の理解を深めるワークシ

ョップ実践 

・探究数学による数理融合教材の開発 

・数学・理科における 6 年間を通した学

習配列の再編成 

課
題 

・教科横断型の学習が展開されるよう授

業改革を進める数理融合教材の開発 

・探究型授業実践「コンテンツベースか

らコンピテンシーベースへの転換」 

第
5

年

次 

実
践 

・国際バカロレアの指導の手引きを参考

に「Unit Planner」を活用した授業 

・芸術と工学を融合させたペーパーブリ

ッジコンテストを実践した美術の授業

「Art＆Engineering～架け橋プロジェ

クト～」 

課
題 

「探究型授業」及び「教科横断型授業」

を通して，探究の『問い』がある授業

では主体的・対話的でかつ深い学びを

実現することができているが，コンテ

ンツベースの授業では知識習得に終始

する受動的な学びとなり，なぜ学ぶの

か，何を学ぶのか，学ぶ意義の理解が

低く，学びに向かう姿勢に課題がある 
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【表.4 数学・理科に関する教育課程と配列】 

 数学 物理 化学 生物 地学 

中
学
１
年 

体系数学１代数編 

・正の数と負の数 

・式の計算  

・方程式，不等式 

・１次関数，資料活用 

身近な物理現象 

・光と音 

・力と圧力 

物質のすがた 

・物質のすがた 

・水溶液 

・状態変化 

植物の生活と種類 

・生物の観察 

・植物の体のつくりと働き  

・植物の仲間 

大地の変化 

・火山と地震 

・地層の重なりと 

大地の変動 

中
学
２
年 

体系数学１幾何編 

・平面，空間図形 

・図形と合同 

・三角形と四角形 

体系数学２代数編 

・式の計算，平方根 

・２次方程式，関数 

電流とその利用 

・電流 

・電流と磁界 

化学変化と原子・分子 

・物質の成り立ち 

・化学変化 

・化学変化と物質の質量 

・化学変化と熱の出入り 

動物の生活と生物の進化 

・生物と細胞 

・動物の体のつくりと働き  

・動物の仲間 

・生物の変遷と進化 

気象のしくみと天気の変化 

・気象観測 

・天気の変化 

・日本の気象 

中
学
３
年 

体系数学２代数編 

・確率と標本調査 

体系数学２幾何編 

・図形と相似 

・線分の比と計量 

・円 

・三平方の定理 

体系数学３数式･関数編 

・数と式 

・複素数と方程式 

・２次関数とグラフ 

未来科学 A 未来科学 B 

高校物理教員 

(週 1 時間) 

中学理科教員 

(週 3 時間) 

高校化学教員 

(週 1 時間) 

高校生物教員 

(週 1 時間) 

中学理科教員 

(週 3 時間) 

高校地学教員 

(週 1 時間) 

物体の運動とエネルギー 

・物理で使う数学  

・運動の表し方 

・速度，加速度 

運動とエネルギー 

・運動の規則性 

・力学的エネルギー 

化学変化とイオン 

・水溶液とイオン  

・酸，アルカリとイオン 

 

 

 

物質の構成 

・物質の構成粒子 

・物質と化学結合 

生物と遺伝子 

・生物の特徴 

・遺伝子とその働き 

生命の連続性 

・生物の成長と増え方 

・遺伝の規則性と遺伝子 

地球と宇宙 

・天体の動きと

地球の自転，公転 

・太陽系と銀河系  

 

 

 

宇宙における地球 

・宇宙の構成 

・惑星としての地球 

高
校
１
年 

探究数学Ⅰ 未来科学 A 未来科学 B 

体系数学３数式･関数編 

・図形と式 

・三角比，三角関数 

体系数学３論理・確率編 

・集合と論理 

・確率 

・データの分析 

・式と証明 

・整数の性質 

体系数学４ 

・指数関数・対数関数 

物体の運動とエネルギー 

・様々な力とその働き 

・力学的エネルギー 

様々な物理現象と 

エネルギーの利用 

・熱 

・波 

・電気と磁気 

・エネルギーとその利用 

 

物質の変化 

・物質量と化学反応式 

・化学反応 

・酸，塩基 

・酸化，還元 

生物の体内環境の維持 

・体液と恒常性 

・生体防御 

・自律神経とホルモン 

生物の多様性と生態系 

・植生の多様性と分布 

・生態系とその保全 

変動する地球 

・活動する地球 

・移り変わる地球 

・大気と海洋 

・地球の環境 

 

高
校
２
年 

探究数学Ⅱ 物理 化学 生物 地学 

体系数学４ 

・微分法・積分法 

・数列 

・ベクトル 

体系数学５ 

・複素数平面 

・式と曲線 

・関数 

・極限 

・微分法とその応用 

様々な運動 

・平面内の運動と剛体のつり合い  

・運動量 

・円運動と単振動 

・万有引力 

・気体分子の運動 

波 

・波の伝わり方 

・音  

・光 

物質の状態と平衡 

・物質の状態とその変化 

・溶液と平衡 

物質の変化と平衡 

・化学反応とエネルギー 

・化学反応と化学平衡 

無機物質の性質と利用 

・無機物質 

・無機物質と人間生活 

生態と環境 

・個体群と生物群集 

・生態系 

生命現象と物質 

・細胞と分子 

・代謝 

・遺伝情報の発現 

生殖と発生 

・有性生殖 

・動物の発生 

・植物の発生 

地球の外観 

・地球の形状 

・地球の内部 

地球の活動と歴史 

・地球の活動 

・地球の歴史 

 

高
校
３
年 

探究数学Ⅱ 電気と磁気 

・電気と電流 

・電流と磁界 

原子 

・電子と光 

・原子と原子核 

有機化合物の性質と利用 

・有機化合物 

・有機化合物と人間生活 

高分子化合物の性質と利用 

・高分子化合物 

生物の環境応答 

・動物の反応と行動 

・植物の環境応答 

生物の進化と系統 

・生物の進化の仕組み 

・生物の系統 

地球の大気と海洋 

・大気の構造と運動 

・海洋と海水の運動 

宇宙の構造 

・太陽系 

・恒星と銀河系と宇宙 

体系数学５ 

・積分法とその応用 

・確率分布と統計 
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３ 研究開発の内容 

(1)「数学」に関する教育課程の開発 

「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」における数学的活動に

焦点を当てた授業開発 

H29 研究開発(第 5 年次)では，数学はもとよ

り科学的考察においても重要である数学的活

動(身近な事象を数学的に考察・処理し，日常生

活に活用・意味付けすること)をテーマとした授

業を開発し，実践した。 

1.仮  説 

 各単元において適切な題材を用いた数学的

活動を積み重ねることによって，数学的な見方

や考え方を養い，探究活動に対して数学的に考

察しようとする態度を育むことができる。 

2.研究内容（検証方法） 

学校設定科目「探究数学」において，様々な

単元で身近な事象を取り上げ，ワークシートを

活用したグループ学習を通じて数学的に考察

させる授業を実践する。アンケートを実施し，

数学的活動の有用性や探究活動に対しての実

用性を実感できたかなどを調査する。 

3.方  法（検証内容） 

学校設定科目「探究数学」において，調査対

象とした単元と取り上げた内容を表.1 に示す。 

【表.1 調査対象とした単元と内容】 

 単元 内容 

1 確率 宝くじは得か，損か？ 

～期待値の導入～ 

2 数列 奨学金を完済するまで何年か

かる？ 

3 空間の 

ベクトル 

ベクトル方程式を座標空間に

活かそう！ 

4 極限 の無限和と の無限和は何が

違う？ 

単元「数列」における「奨学金を完済するま

で何年かかる？」では，図.1 に示すワークシー

トを用いて，返済すべき金額を働き出してから

の年収の割合で算出し，等差数列の和の概念を

用いて数学的に考察させる。単元「空間のベク

トル」における「ベクトル方程式を座標空間に

活かそう！」では，図.2，図.3 に示すワークシ

ートを用いて，平面のベクトルで学ぶベクトル

方程式の導入・活用方法を空間のベクトルにも

応用し，座標空間における平面の方程式や直線

の方程式を導出し，ベクトル方程式の有用性を

実感させることをねらいとする。 

 

 
【図.1 奨学金を完済するまで何年かかる？】 

 
【図.2 ベクトル方程式を座標空間に活かそう！】 
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【図.3 ベクトル方程式を座標空間に活かそう！】 

4.検  証 

 授業実施後，選択的回答方式(4 段階：4:そう

思う，3:ややそう思う，2:あまりそう思わない，

1:そう思わない)で仮説検証に関するアンケー

トの回答結果について，各質問の平均を求めた

結果を表.2 に示す。 

【表.2 授業実施後のアンケート結果(N=41)】 

 質問内容 平均値 

1 授業を通じて数学的な見方や 

考え方が身についたか？ 
3.0 

2 グループ学習は数学的活動に 

役立ったか？ 
3.4 

3 数学的活動の有用性を感じた

か？ 
3.1 

4 数学的活動は探究活動に活かせ

ると思うか？ 
3.2 

概して，数学的活動の有用性や活用性を実感

させることができた。大学入学共通テストの試

行問題では，数学的活動を含んだ探究活動が扱

われている。今後は，各単元 1 テーマで数学的

活動を含む探究活動のワークシートを作成し

て SSH 主対象生徒が受講する探究数学のみで

なく，SSH 主対象生徒以外にも拡がるように全

クラスで取り組むことを目指し，数学の授業で

探究の『問い』に触れるシステムを構築する必

要がある。 

 

 

 

「探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」数理融合教材開発 

H28 研究開発(第 4 年次)までに，「場合の数と

確率」，「確率分布と統計的な推測」を学習内容

に加え，データを整理する資質を向上すること，

数学・理科の TT(チームティーチング)による数

理融合教材を開発することに取り組んだ。H29

研究開発(第 5 年次)では，課題研究におけるデ

ータ処理の状況に着目して，必要な手法を身に

つけることをねらいとする。 

1.仮  説 

特定の事物・現象について，物理学と数学の

それぞれの科目特性を活かした概念形成を図

ることによって，探究活動で扱う事物・現象に

関するデータを整理する視点を養い，統計処理

の手法を身につけることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

学校設定科目「探究数学」・「未来科学」にお

いて，特定の事物・現象に焦点を当てた数理融

合教材を開発し，数学担当教員と物理担当教員

が TT で授業実践する。プレ課題研究及び課題

研究の研究結果に統計処理がなされ，データの

正確性を高められているかを検証する。 

3.方  法（検証内容） 

学校設定科目「探究数学」・「未来科学」にお

いて，数理融合教材を開発し，数学担当教員と

物理担当教員が TT で授業実践した内容を表.3

に示す。物理担当教員が焦点を当てた事物・現

象に数学担当教員が数学的論拠に基づいて思

考・判断する態度を育てる教材開発を進める。 

【表.3 H29 数理融合教材のタイトル】 

№ タイトル 

1 三 角 関 数「1m ものさしと影の長さ」 

2 仮説の意義「断熱容器での水温上昇」 

3 誤差を知る「10 秒の感覚」 

4 信頼区間とは「スーパーボールの跳ね返り」 

 図.4 に示すように「目をつぶってストップウ

オッチで 10.00 秒に挑戦」の課題(教材タイトル

№3)に取り組み，ばらつきのあるデータを箱ひ

げ図を用いて数学的に思考・判断する能力の向

上を図った。また，図.5 に示すように「スーパ

ーボールを静かに落としたときの，はねかえる
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高さの規則性を調べる」の課題(教材タイトル

№4)に取り組み，信頼区間(その区間に平均があ

る確率)と標準誤差(平均値の標準偏差)に関し

て，数学的に概念や原理・法則の理解を図った。 

 
【図.4 箱ひげ図(n=10)作成 Excel ファイル資料】 

 
【図.5 標準誤差エラーバー(n=10)作成 Excel ファイル資料】 

4.検  証 

2 年課題研究における研究データに統計処理

がなされたか検証した結果を表.4 に示す。ばら

つきのあるデータの扱い方に変容が見られ，誤

差や信用区間を意識する研究が見受けられる

ようになった。 

【表.4 統計処理が見られた課題研究テーマ】 

テーマ 担当者 

振動スピーカーを用いたうなりの可視化の研究  標準誤差 

「振り子式反発係数測定法」の研究 回帰分析 

有明海のサメの年齢測定法の開発 散 布 図 

ニホンイシガメの現状と対策 カイ二乗検定  

ウトウトタイムと運動能力との関係性 標準誤差 

細胞培養の技術を活用した細胞増殖の条件検証  T 検 定 

安全領域の公式化 三角関数 

具体的に実験データの扱い方で見受けられ

た変容として，課題研究の実験方法と得られた

結果を統計処理したデータを以下に示す。誤差

や信用区間を意識することによって，信憑性や

再現性を課題研究で重視する態度が見受けら

れるようになった。 

「振り子式反発係数測定法」の研究 

鉄球を天井にぶら下げ，振り子の中心に

BeeSpi(簡易速度測定器)を配置する。鉄球が上

を通るときの速度を連続して測定する。また，

同条件で壁にぶつける実験も行う。この実験に

よって空気抵抗による速度の減少値を得る。 

 

細胞培養の技術を活用した細胞増殖の条件検証  

滅菌シャーレ(35mm)中の OLHNI-2 の細胞を

均等に 1.0×105個にする。5mL の基本培地に，

グルコースを添加しない対照群とグルコース

0.01g を添加する実験群を用意し，それぞれを

7 日間最適温度 33℃で培養させ，セルカウンタ

ーを用いて計測した細胞数を得る。 

 

ウトウトタイムと運動能力との関係性 

午睡ありと午睡なしで区分して実験協力者

（ジャグリング未経験者・1～2 回）を募り，3

回テスト①（昼）・②（放課後）・③（翌朝）を

実施し，ジャグリング回数を記録した値を得る。 
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(2)「理科」に関する教育課程の開発 

  「未来科学 A・未来科学 B」未来科学 Lab 

H27 研究開発(第 3 年次)では，探究型実験「未

来科学 Lab」を通して，科学論文形式 IMRAD

を身につけるために，「未来科学 Lab ルーブリ

ック」による生徒自己評価と教員評価の観点の

違いを題材とした「レポート作成講座」の効果

を検証した。H28 研究開発(第 4 年次)では，未

来科学Labルーブリックを活用した評価の観点

を意識するワークショップを実践した。H29 研

究開発(第 5 年次)では，探究型実験への教員の

関わりを重視した取組に重点を置く。 

1.仮  説 

生徒の「気づき」に対する段階的・階層的な

探究の『問い』によって，探究活動における成

功体験を積み重ねることができ，主体的・対話

的でかつ深い学びを実現する探究型実験を展

開することができる。 

2.研究内容（検証方法） 

段階化・階層化した探究の『問い』によって，

生徒の探究活動がどのように深化したか，教員

－生徒の会話を“インプロ(即興)解析”で検証

する。 

 

3.方  法（検証内容） 

1)未来科学 Lab 実施 

「未来科学 Lab」を表.1 に示す指導方法と

表.2に示す探究テーマで未来科学Labを実施す

る。ガイダンス資料を配付したうえで，テーマ

に基づいた実験材料及び計画は生徒がそれぞ

れ準備を進める。実験後はレポートにまとめ

表.3に示す未来科学Labルーブリックで自己評

価して提出する。レポートは未来科学 Lab ルー

ブリックを用いて教師評価をする。 

【表.1 未来科学 Lab の指導内容】 

時 期 指導内容 

実施前 【授業】ガイダンス 

2週前 
【教員】探究テーマ提示 
【生徒】実験テーマに即した実験計画 

1週前 
【生徒】必要な薬品・器具の依頼 
【教員】薬品・器具の調整 

当 日 【授業】未来科学 Lab(2 時間連続) 

1週後 【生徒】レポート提出 

2週後 【授業】レポート作成講座 

【表.2 未来科学 Lab の探究テーマ】 

1.身近な生物から DNA を抽出しよう 

2.物理実験と標準誤差 

3.GPS で地球半径を測定 

4.分子模型演習 

5.アミノ酸混合物の謎にせまる 

6.反発係数の測定 

7.太陽放射エネルギーの測定 

8.岩塩からイオン半径を探究する 

【表.3 未来科学 Lab ルーブリック】 
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2) 段階的・階層的な探究の『問い』 

 表.4 に示す学習指導案で，図.1 のワークシー

トを活用して，未来科学 Lab「岩塩からイオン

半径を探究する」を実施する。 

【表.4 「岩塩からイオン半径を探究する」内容】 
 学習活動 

導入 
(5) 

復習（結晶構造について） 
5～15 mm 程度の直方体の試料作製 

展開 1 
(5) 
 

説明 
・岩塩のへき開の手法 
・密度とイオン半径の算出 
・密度測定の基本 

展開 2 
(20） 

実験「岩塩のへき開」 

展開 3 
(10) 

議論「密度測定の手法について」 

展開 4 
(10) 

実験「密度測定」 
直方体測定法・アルキメデス法など 

展開 5 
(30） 

議論「イオン半径算出結果と文献値」 
誤差や有効数字に留意 

発表・
まとめ 
(20) 

発表「イオン半径算出結果」 
まとめ 

 
【図.1 ワークシート】 

4.検  証 

段階化・階層化した探究の『問い』によって，

生徒の探究活動がどう深化したか，教員－生徒

の会話を“インプロ(即興)解析”で検証した。

生徒の発問は視覚的，感覚的な切り口が多く，

その『問い』に対して，教師が科学的な視点を

意識させる『問い』を行うことによって，より

深い思考が展開されることがうかがえた。 

実験「岩塩のへき開」 

大きさや形に留意した岩塩を生成する場面 

生徒 大きさはどれくらいが良いですか？ 

教師 良いとはどういう意味か？ 

生徒 誤差が小さくなる方法です。 

教師 大きい結晶での実験を想像してみて？ 

  
実験「密度測定」 

生成した岩塩の密度を求める場面 

教師 紙やすりで面を整える目的は？ 

生徒 正確な体積を得るため 

教師 なぜ結晶を細かく砕いているか？ 

生徒 粉々にすればメスシリンダーに入る。 

生徒 岩塩が溶けたら体積は変化する？ 

教師 岩塩を入れる溶媒次第 

生徒 ヘキサンは？飽和食塩水は？ 

教師 溶解平衡が重要です。 

   
議論「イオン半径算出結果と文献値」 

岩塩の密度を求めた結果を発表する場面 

教師 岩塩を粉々にしてメスシリンダーして 

うまくいかなかった理由は？  

生徒 隙間があるため。直方体の岩塩と密度が 

大きく違ったため。 

教師 見えない隙間を確かめる方法は？ 

生徒 圧力で体積を小さくする。アルキメデス 

法で隙間に液体を入れてみる。 

 
【図.2 実験後の生徒感想文】 
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(3)「宇土未来探究講座」の効果・成果を活かした授業改革 

 H27(第 3 年次)SSH 中間評価で指摘を受けた

「探究活動の成果を授業に活かす取組の推進」

について，H28 研究開発(第 4 年次)では，探究

の『問い』を軸に，国際バカロレア(IB)の手引

きにもとづく単元設計書「Unit Planner」を作

成した授業実践に取り組んだ。H29 研究開発(第

5 年次)では，探究の『問い』を軸にした教科融

合領域の学習指導開発に取り組む。 

1.仮  説 

「探究活動の成果を授業に活かす」ために探

究の『問い』や探究の視点を組み込んだ授業実

践を進めることで，教科の枠を越えた授業設計

を行う視点を高め，主体的，対話的でかつ深い

学びを実現する授業改革を全校体制で推進す

ることができる。 

2.研究内容(検証方法) 

 探究の『問い』や探究の視点を組み込んだ授

業について，公開授業や研究授業，実践報告の

内容を整理する。また，職員研修等を通して，

その成果普及と授業改革の意識の向上を図る。 

3.方法(検証内容) 

探究の『問い』を創る授業「脳の構造と働きに

ついて」生物・保健・情報の教科横断型授業 

 生物「（１）生物の環境応答 ア 動物の反応

と行動」における単元「脳の構造と働きについ

て」で，本校が実践する「ウトウトタイム（午

睡）」に関連した睡眠を題材に，表.1 に示す学

習活動を展開する。シャープマーケティングジ

ャパン株式会社ビジネスソリューション社と

連携，「STUDYNOTE 10」を活用する。図.1 に

示すタブレット画面のデジタルワークシート 

に記入する際，生徒の思考途中で「探究する視

点」で記入するよう改めて指示することで生じ

るコメント消去，再記入の履歴をストロークモ

ードで再生し，思考の過程を可視化する。 

生徒が提示した疑問点・修正点に関連した研

究資料(図.2)をテキスト配信機能で個別に送信

し，それぞれ「大脳」「中脳」「小脳」「延髄」

に関連した研究資料をにもとづいた探究テー

マを設定させ，まとめとして電子黒板を用いて，

各テーマをエクスチェンジボード機能で全体

共有する時間を設定する。 

【表.1 学習指導案】 

過程 
学習活動，主な発問(Ｔ) 
予想される児童の反応(Ｃ) 

導入 
5分 

１ 脳の構造と働きについて 
(T)大脳・中脳・小脳・間脳・延髄 
   構造と働きを説明 

5分 ２ ウトウトタイム(午睡)について 
(T)ウトウトタイムの紹介 
   概要・日程・背景 

展開 
15分 

３ 睡眠に関する調査 

Inquiry questions１探究の『問い』 
「睡眠研究の資料について，疑問点・修正
点を一つ，発見することができるか」 

(C)探究の『問い』に取り組む 
  疑問点・修正点に○をつけ，コメント記入 
○睡眠研究の資料の見方を段階的に指示 
1)研究資料を「受け入れた感想」を記入 
2)研究資料を「探究する視点」を記入 
(T)探究の『問い』への思考過程提示 
STUDYNETを活用 
1)抽出したグループの思考過程を提示 
2)疑問点・修正点の共有 

展開 
15分 

４ 睡眠に関する探究活動 

Inquiry questions２探究の『問い』 
「疑問点・修正点に関する研究資料を参考
にどのような探究テーマが設定できるか」 

(C)探究の『問い』に取り組む 
  疑問点・修正点に関連した研究資料を見て

，探究テーマを設定する 
(T)探究の『問い』への思考過程提示 

まとめ 
10分 

５ 研究資料にもとづく探究テーマ発表 
○STUDYNETを活用してテーマの共有 

 
【図.1 探究の『問い』1 デジタルワークシート】 

 
【図.2 探究の『問い』2 デジタルワークシート】 
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ART＆ENGINEERING－架け橋プロジェクト－

ペーパーブリッジコンテスト・中学美術・物理 

地震を経験した生徒が，インフラである“橋”

について考え，グループで協力し，悪戦苦闘す

るなかで高校生や専門家に助言をもらいなが

らペーパーブリッジを完成させる。立体的な表

現の楽しさや面白さだけでなく，想像力や構想

力を高めることをねらいとする。 

本校の美術教員と物理教員，熊本大学や大学

院生，実際に世界各国で橋を架けている土木技

術者が連携して，シラバス作成，講義，ペーパ

ーブリッジ制作の助言等を行う。また，高校 2

年 SS コース物理選択者は，物理的観点から橋

の強度に関する構造を教えたり，人を惹きつけ

るためのプレゼンテーションの助言を行った

りと，中学生をサポートする。 

「学校付近にある 30m の橋の掛け替え」とい

う設定のもと制作にあたる。どのような形とデ

ザインにするかを考え，1/100 スケールの橋の

モデルをケント紙で完成させる。紙の重さに合

わせて仮想通貨も設定し，デザイン・強度はも

ちろんのこと，軽さ（経費）など橋づくりに必

要な知識や素養も求める。 

コンテストは公開授業とし，完成作品の展示，

完成までのプロセスが分かる模造紙や記録誌

の展示を行う。完成作品のポイントをプレゼン

テーションした後，耐荷実験を行う。最後はプ

レゼンテーション，予算，強度，デザインを総

合的に評価した最優秀賞や部門賞を選出する。 

  

  
【図.3 ペーパーブリッジコンテスト】 

 

 

主体的・対話的で深い学びを取り入れた「保健」 

一斉授業から探究学習・レポート学習へとす

すめ，協働学習を通して，「健康」など日常生

活に還元できる基礎的な知識と主体的に学ぶ

力と課題解決能力を身に付けさせるために表.2

に示す学習計画を展開する。問題発見・解決を

念頭に置いた探究の『問い』を設定することで，

教科書の枠を越えた深い学びに到達している

かを生徒が作成した発表スライドから検証し

た結果，表.3 に示すように，ものの見方や考え

方を共有し，現状の課題を分析して考察するプ

ロセスを経験したことで思考の言語化が促さ

れ，深い学びにつながった。また，探究的な協

働学習による自己評価・相互評価を行った結果，

客観的に自分を見つめることができるだけで

なく，意欲の向上に効果があることが示された。 

【表.2 「生涯を通じる健康・社会生活と健康」学習計画】 

7 月 12 日 班分け，役割，発表内容の決定 

7 月 19 日 探究活動 

7 月 26 日 探究活動 

8 月 30 日 探究活動 

9 月 6 日 仕上げ・班別データ提出 

9 月 13 日 発表「加齢と健康」 

9 月 27 日 発表「高齢者のための社会的取組」 

10 月 11 日 発表「保健制度とその活用」 

10 月 18 日 発表「医療制度とその活用」 

10 月 25 日 発表「医薬品と健康」 

11 月 1 日 発表「さまざまな保健活動や対策」 

11 月 8 日 発表「大気汚染と健康」 

【表.3 生徒作成スライド検証結果】 

発表「高齢者のための社会的取組」 

自分達の身の回りにある「バリアフリー」につ
いて，写真スライドによるクイズ形式で質問。 
高齢者に特化したトレーニング方法として，「筋
力トレーニング」や「脳トレーニング」等発表。 
発表「保健制度とその活用」 

保健制度について学習したうえで，自分たちが
居住する宇土市・宇城市にどのような「助成事
業」があって，どれだけの補助があるか発表 
発表「医薬品と健康」 

一つの新薬が私たちの手元に届くまでの長い年
月の過程と，莫大な費用について発表。 
発表「さまざまな保健活動や対策」 

「熊本地震」における「日本赤十字社」による
支援活動や「ボランティア活動」について発表。
自分達が体験した「熊本地震」で，復興のため
多くの人からの援助受けていることを知ること
で，「さまざまな保健活動」の意義を深く学ぶ。 

 

 



- 25 - 

探究の『問い』を創る授業「未来科学 B」 

中学 3 年授業（生物） 

 表.4 及び表.5 に示す探究の『問い』1 問につ

き 25 分で，表.6 に示す授業展開で行う。 

【表.4 探究の『問い』生物の特徴】 

第 1 章生物の特徴 1.生物の多様性と共通性 

細胞の共通性と多様性について，そのつくり

とはたらきを以下のキーワードを意識して解説

すること。その際，配付したワークシートの指

定された箇所の解説もすること 

1 原核細胞と真核細胞はどのような違いがあるか 

原核細胞 真核細胞 細胞小器官 シアノバクテリア  

2 真核細胞の核はどのようなつくりで，どのよ

うなはたらきをしているか 

核膜 染色体 ＤＮＡ 

3 細胞の外部と内部はどのように仕切られているか  

細胞膜 細胞壁 液胞膜 細胞質基質 

4 細胞のエネルギー代謝に関係する細胞小器官は 

どのようなつくりで，どのようなはたらきをしているか 

葉緑体 ミトコンドリア 

5 真核細胞の働きを支える細胞小器官はどのような  

つくりで，どのようなはたらきをしているか  

リボソーム 小胞体 ゴルジ体 中心体 

留意事項  

＊各細胞小器官がどのようなつくりをしているか説明すること  

＊各細胞小器官がどのようなはたらきをしているか  

日常生活と関連して，イメージできるように説明すること  

【表.5 探究の『問い』遺伝現象と遺伝子】 

第 2 章遺伝子とその働き 1.遺伝現象と遺伝子 

遺伝現象と遺伝子について，そのつくりとは

たらきを以下のキーワードを意識して解説する

こと。その際，配付したワークシートの指定さ

れた箇所の解説もすること 

1 減数分裂と体細胞分裂はどのような違いがあるか  

減数分裂 体細胞分裂 相同染色体 二価染色体  

2 DNA はどのようなつくりをしているか 

DNA ヌクレオチド 塩基の相補性 二重らせん構造 

3 グリフィス・エイブリーはどのような実験を行い，どのような結果を得たか 

肺炎双球菌 S 菌 R 型菌 形質転換 

4 ハーシー・チェイスはどのような実験を行い，どのような結果を得たか 

T2ファージ 遺伝子の本体 

5 DNA 複製はどのようにして行われているか 

細胞周期（G1期・S 期・G2期・M 期） 半保存的複製  

留意事項  

＊DNA・染色体・遺伝子の関係性を意識して説明すること  

＊遺伝現象と遺伝子について日常生活と関連 

して，イメージできるように説明すること 

【表.6 授業展開「探究の『問い』1 ユニット」】 

5 分 キーワードを意識した探究の『問い』解説 A 班 

5 分 キーワードを意識した探究の『問い』解説 B 班 

5 分 授業プリント解答・解説 A 班及び B 班 

5 分 授業プリント解説・教員 

5 分 補足説明・概念説明・教員 

 探究の『問い』を創る授業は，教師による探

究の『問い』の提示と概要説明から始まり，生

徒は家庭学習でワークシートに取り組んだう

えで，授業中に設定された時間を活用して説明

に用いるプレゼンテーション資料(図.4)を生徒

が作成する。1 つの探究の『問い』について，2

班が説明及びワークシート解説を行う。教員は

ICT 機器を活用し概念理解をねらった補足説明

を行う。 

 
【図.4 生徒作成プレゼンテーション資料】 

4.検  証 

「探究活動の成果を授業に活かす」ために，

探究の『問い』や探究の視点を組み込んだ公開

授業や研究授業の実施，実践報告の職員研修等

の機会を充実させることによって，授業改革の

意識の向上を図ることができた。特に，探究の

『問い』や探究の視点を組み込んだ授業実践を

進めることで，教科の枠を超えた授業設計を行

う視点を高め，主体的，対話的でかつ深い学び

を実現する授業改革を全校体制で推進するこ

とができた。 

 ART＆ENGINEERING－架け橋プロジェク

ト－ペーパーブリッジコンテストでは，30 人を

超える授業参観者が集まり，産・学・官連携し，

教科の枠を越えた授業設計，主体的，対話的で

かつ深い学びのモデルを示すことができた。ま

た，主体的・対話的で深い学びを取り入れた保

健の授業の実践報告によって，理科をはじめ

様々な教科が教科横断型授業の展開をイメー

ジするきっかけとなった。 
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，6 年間を通した数

学・理科に関する教育課程の開発』の効果とそ

の評価を検証するアンケートを実施した。 

実施日 事前：H29 年 5 月 事後：H30 年 2 月 

対 象 SSH主対象(有効回答1年SS以外 168人，

1 年 SS68 人，2 年 65 人，3 年 51 人) 

方 法 選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・  

1 が否定的)で仮説検証に関する質問の

回答結果を各段階の割合と各質問の平

均を求め，事前事後の差を得る。 

結 果 SSH 主対象の各学年の結果を示す。 

仮説①「数学・理科に興味・関心を持つ生徒を増やす」 

理科が好き 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 17 7 28 24 36 36 30 31 

3 36 30 38 51 51 41 44 44 

2 41 49 33 19 11 21 21 21 

1 6 14 1 6 2 2 5 4 

Ave 2.64 2.30 2.93 2.92 3.20 3.11 2.98 3.05 

差 -0.34 -0.01 -0.09 +0.07 

数学が好き 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 17 6 28 19 36 44 28 23 

3 36 35 38 44 50 33 39 45 

2 41 40 33 32 12 16 26 29 

1 6 19 1 5 2 7 7 5 

Ave 2.37 2.28 2.76 2.78 3.10 3.15 2.88 2.86 

差 -0.09 +0.02 +0.05 -0.02 

理科をもっと勉強したい 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 20 6 17 36 38 49 28 30 

3 43 37 23 45 44 35 39 45 

2 30 46 49 15 16 13 35 23 

1 7 11 11 4 2 3 0 2 

Ave 2.75 2.38 2.47 3.12 3.19 3.28 3.03 3.23 

差 -0.37 +0.65 +0.09 +0.20 

数学をもっと勉強したい 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 24 5 22 16 21 22 19 16 

3 40 30 58 22 32 42 45 40 

2 31 51 16 52 28 26 32 28 

1 5 14 4 10 19 10 4 16 

Ave 2.84 2.27 2.99 2.42 2.55 2.75 2.80 2.57 

差 -0.57 -0.57 +0.20 -0.23 

理科で習うことはすぐに理解できる 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 4 2 9 27 9 13 10 12 

3 35 16 49 48 43 51 38 42 

2 56 66 38 20 31 20 44 40 

1 5 17 4 5 17 16 8 6 

Ave 2.39 2.02 2.63 2.97 2.47 2.61 2.50 2.60 

差 -0.37 +0.35 +0.14 +0.10 

数学で習うことはすぐに理解できる 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 2 2 4 9 8 12 4 3 

3 32 22 37 36 34 23 37 29 

2 55 58 52 47 29 34 49 56 

1 11 20 7 6 29 31 10 12 

Ave 2.26 2.06 2.39 2.48 2.22 2.15 2.36 2.24 

差 -0.20 +0.09 -0.07 -0.12 

SSH 主対象生徒に実施したアンケートについ

て，仮説①「数学・理科への興味・関心」を検

証する質問に対する回答から，1 年では入学時で

数学・理科に肯定的な回答を示す生徒が SS コ

ースを選択していること，SS コースを選択した

生徒が一層，理科への学習意欲を向上させてい

ることが示された。その反面，1 年 SS コースの

数学への学習意欲は低下していることが示され

ている。2 年・3 年 SS コースともに数学・理科

が好きである生徒の割合が高いものの，数学・

理科の理解に関する肯定的な回答を示す割合が

低いこと，約半数の割合の生徒が理解に否定的

な回答であったことが示された。 
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仮説②「次世代の科学技術分野のリーダーを育成できる」 

理科を勉強すると日常生活に役立つ  

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 15 8 22 18 33 38 30 32 

3 43 40 34 48 47 45 44 43 

2 39 42 36 33 15 10 21 22 

1 3 10 8 1 5 7 5 3 

Ave 2.69 2.46 2.70 2.82 3.09 3.15 3.02 3.08 

差 -0.23 +0.12 +0.06 +0.06 

数学を勉強すると日常生活に役立つ 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 10 2 12 14 13 9 9 8 

3 30 30 28 47 51 42 37 32 

2 51 49 51 36 20 32 44 42 

1 9 19 9 3 16 17 10 18 

Ave 2.42 2.15 2.43 2.72 2.61 2.47 2.46 2.30 

差 -0.27 +0.29 -0.14 -0.16 

他教科を勉強するために理科が必要   

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 5 4 7 72 28 45 29 31 

3 25 11 30 23 45 30 46 48 

2 58 63 51 5 25 22 20 15 

1 12 22 12 0 2 3 5 6 

Ave 2.22 1.95 2.33 3.67 2.98 3.17 3.00 3.04 

差 -0.27 +1.34 +0.19 +0.04 

他教科を勉強するために数学が必要 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 8 4 16 70 22 33 7 13 

3 42 31 43 22 33 32 48 40 

2 44 51 33 6 38 25 35 36 

1 6 14 7 2 7 10 10 11 

Ave 2.51 2.26 2.67 3.61 2.69 2.88 2.51 2.55 

差 -0.25 +0.94 +0.19 +0.04 

SSH 主対象生徒に実施したアンケートに

ついて，仮説②「次世代の科学技術分野のリ

ーダーの育成」に関する数学・理科への学習

意識を検証する質問に対する回答，1 年 SS

コース及び SS コース以外において，入学時

の段階では理科及び数学が日常生活や他教科

の学習に役立つ意識に差が見られないが，1

年 SS コースで特に，理科及び数学が日常生

活や他教科の学習に役立つ意識で肯定的な回

答の割合が高くなっていることが示された。 

2 年 SS コース・3 年 SS コースともに理科

が日常生活や他教科の学習に役立つ意識で肯

定的な回答を示す割合が高く，約 8 割を示す

ものの，数学が日常生活や他教科の学習に役

立つ意識で肯定的な回答を示す割合は低く，

約 5 割が否定的な回答を示している。 

また，次世代の科学技術分野のリーダーを

育成するために科学系コンテスト及びサイエ

ンス系企画への参加について，H25SSH 指定

以降，以下の表にまとめたように着実に増加

している。H27，H28 と 2 年連続アジアサイ

エンスキャンプ日本派遣団の一員として選出，

科学の甲子園県大会準優勝という成績を収め

た。また，グローバルサイエンスキャンパス

2 人，オーストラリア科学奨学生（ISS）1 名

など各種サイエンス系コンテストへの参加者

も増加している。 

(2)学校経営への効果 

 理科・数学の職員を中心にH25SSH指定後，

様々な教育実践に取り組み，以下に示す内容を

実施するなど，その成果の普及を果たすことが

できている。特に，数学・理科への興味・関心

を高める授業を実践するための指導方法や教

材教具の開発など研修に努めている。探究活動

を通して高まる「課題を見つけ解決する力」を

活かした，授業展開の再構築が校内に拡がるよ

うアクティブラーニング型授業の実践を推進

している。また，生徒評価アンケートでも以下

のように約 9 割の生徒が，理数教育が充実して

いると肯定的な回答を示している。 

企画名 H25 H26 H27 H28 H29 

科学の甲子園 出場 出場 出場 準優勝 準優勝 

科学コンテスト  7 人 32 人 47 人 49 人 64 人 

サイエンスキャンプ 12 人 9 人 1 人 1 人 0 人 
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年 内容 教員 

H25 

サイエンスリーダーズキャンプ山口大学 後藤裕市 

熊本県教育課程研究協議会・発表 山﨑惟善 

県教育委員会学校訪問・研究授業 後藤裕市 

H26 

県立中学校教科研究協議会・研究授業 河野年美 

熊本県中学校理科授業研究大会・研究授業 河野年美 

早野仁朗 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 梶尾滝宏 

「教育の情報化」推進フォーラム・実践発表  髙木久幸 

H27 

高等学校教育課程熊本県研究協議会理科部会 後藤裕市 

SSH 冬の情報交換会第 2 分科会・司会 後藤裕市 

アクティブラーニング研修 

上越教育大学：西川純 教授 協力 

河野年美 

廣田哲史 

H28 

サイエンスリーダーズキャンプ東京理科大学 早野仁朗 

熊本県教育課程研究協議会・実践発表 後藤裕市 

大分県高等学校教育研究会理科部会夏季研修会・実践発表 後藤裕市 

アクティブラーニング研修 

熊本県立苓明高等学校・溝上広樹 教諭協力 
全 職 員 

「未来の学校」創造プロジェクト・研究授業 後藤裕市 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 早野仁朗 

サイエンスリーダーズキャンプフォローアップ企画山口大学  後藤裕市 

ベネッセ教育総合研究所・研究授業 後藤裕市 

H29 

熊本県「教育の情報化」推進フォーラム・模擬授業  後藤裕市 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 早野仁朗 

熊本県教育研究会理化部会・実践報告 梶尾滝宏 

SSH 情報交換会第 1 分科会・ファシリテーター 後藤裕市 

熊本県理数教育指導者成講座 実践発表 後藤裕市 

宇土高校は理数系教育が充実していると思います  

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 63 37 61 41 61 52 40 50 

3 35 51 36 43 37 38 52 40 

2 2 11 3 15 2 8 8 10 

1 0 1 0 1 0 2 0 0 

Ave 3.78 3.24 3.58 3.23 3.59 3.46 3.38 3.40 

差 -0.54 -0.35 -0.13 +0.02 

 

 

 

 

５ SSH中間評価において指摘を受けた事項の

これまでの改善・対応状況について 

『優れた取組状況であり，研究開発のねらい

の達成が見込まれ，更なる発展が期待される』

と高い中間評価をいただいた一方，『今後，高

校から入学する生徒への波及を大きくして，学

校全体として SSH 事業を充実していくこと

が期待される』と今後の学校運営の柱となる貴

重な助言をいただいた。また，『SSH 事業の成

果を授業に活かす』授業改革の視点について，

中間ヒアリングでコメントをいただいた。 

未来科学における未来科学 Lab 実践や探究

数学における数理融合教材開発，統計学導入な

ど探究活動の充実につながる実践に加え，H28

第 4 年次以降，探究活動を取り入れた授業実践

を各教科が研究開発を進めている。特に，H29

第 5 年次は「探究の『問い』を創る授業」，「教

科融合型授業」の研究開発を進めることができ，

様々な実践が展開された。 

国際バカロレアの指導の手引きを参考に

「Unit Planner」を活用した理科の授業や，学

習の目標・キーワード・発問を示した「探究学

習課題シート」を活用し，発表資料作成過程で

教えあいや意見交換を引き出す協働学習を展

開する保健の授業(熊本県立学校における ICT

を活用した授業実践事例集[熊本県教育委員会]

にて紹介)，「Art＆Engineering～架け橋プロジ

ェクト～」と称する芸術と工学を融合させた，

美的センスと工学的センスを引き出すペーパ

ーブリッジコンテストを実践した美術の授業，

設定したテーマ・課題について探究し，ポスタ

ーにまとめる地歴の授業など多くの実践例が

展開された。 

生徒の探究活動のテーマに関する指導では，

教科の枠を越えた視点，教科横断型の視点が求

められることから，探究の視点を入れた授業デ

ザインの構築に挑戦する教員が増加している。 
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６ 校内における SSHの組織的推進体制 

6 年間を通した数学・理科に関する教育課程

の開発を進めるために以下の組織体制を構築

した。H26 に設置した研究開発部が中心となり，

各教科・各学年と連携をとって理科・数学に関

する教育課程の研究開発を行った。週時程に研

究開発部会，各学年会，各教科会をそれぞれ 1

時間設定し，毎週会議を実施し，各部署で連携

を密に取ることができた。 

熊本県 

教育委員会 
 
ＳＳＨ運営

指導委員会 
 

大学 

研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 

       

   校長    

        

 
運営委員会 

[管理職・校務分掌部長・学年主任] 
 

        

 
数学 

教科会 

 研究開発部 

SSH推進室 

 理科 

教科会 
 

  

        

 
高校 

学年会 
 

英語 

教科会 
 

中学 

学年会 
 

       

７ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第 1 期 SSH 研究開発を通して，「探究型授

業」及び「教科横断型授業」を通して，探究

の『問い』がある授業では主体的・対話的で

かつ深い学びを実現することができているが，

コンテンツベースの授業では知識習得に終始

する受動的な学びとなり，なぜ学ぶのか，何

を学ぶのか，学ぶ意義の理解が低く，学びに

向かう姿勢に課題が生じている。 

 第 1 期 SSH 研究開発テーマⅠ「中高一貫

教育校として，6 年間を通した数学・理科に

関する教育課程の開発」から第 2 期 SSH 研

究開発テーマⅠ「中高一貫教育校として，理

数教育に関する教育課程の開発及び教科の枠

を越え，探究の『問い』を創る授業の実践」

に発展拡充する計画で，研究開発課題「未知

なるものに挑む UTO-LOGIC で切り拓く探究

活動の実践」を推進する方向性である。 

数学・理科を中心に理数教育の教育課程を

開発するうえで，特に，教科の枠を越える授

業，探究の『問い』を創る，質の向上を重視

した授業改革の実践を図る。必要に応じて中

学職員，高校職員間の授業相互乗り入れ，異

教科職員の TT（チームティーチング）を実施

する。 

「探究の『問い』から展開される授業を創る」

を掲げ，探究の『問い』から展開する授業を設

計し，探究型授業を全教科で実施し，生徒の主

体的・対話的でかつ深い学びの充実を図る。全

科目探究の『問い』一覧表を作成し，探究型授

業を展開する問いの検証を図るとともに，教科

間の連携を図る。探究の『問い』を通して，生

徒の主体的・対話的でかつ深い学びが実現でき

たかワークシート，プレゼンテーション，レポ

ート，アンケートをもとに検証評価するととも

に，未知な状況にも対応できる UTO-LOGIC を

育成することができたか，「ロジック・アセス

メント」と称する総合問題を実施し，L（論理

性），O（客観性），G（グローバル），I（革新

性），C（創造性）を評価する方向性である。 

また，生徒が設定した 1 年ロジックリサーチ

及びプレ課題研究，2 年 SS 課題研究及び GS

課題研究のテーマを参照して，理科において，

探究の『問い』を設定する授業設計をする。他

教科と TT による授業設計をして，「数理融合

教材開発」，「探究型授業実践」のために教科横

断型授業の構築を図り，数理融合教材開発，教

科横断型授業について，習得した知識や技能を

も と に 未 知 な 状 況 に も 対 応 で き る

UTO-LOGIC を育成することができたか，ワー

クシート，プレゼンテーション，レポート，ア

ンケート，定期考査等をもとに検証評価する。 



 

 

 

第３章 

 

研究開発実施報告書 

 

Ⅱ 

中高一貫教育校として、 

６年間を通した科学的探究活動 

を行うための 

プログラムの開発 
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Ⅱ 中高一貫教育校として，６年間を通した科学的探究活動を行うためのプログラムの開発  
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

科学を主導する人材を育成するために，中高

一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究

活動を行うためのプログラム開発を行う。中高

一貫教育校の特色を活かした宇土中学校・宇土

高等学校「夢・未来の種まきプロジェクト」を

開発することをねらいとし，SSH 第 1 期では，

6 年間を通した総合的な学習の時間「宇土未来

探究講座」の研究開発に取り組んだ。5 年間を

通して，中学段階「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」

における「野外活動」「地域学」「キャリア教育」

を柱にした豊かな体験活動を経験した中進生

と高校段階「宇土未来探究講座Ⅳ～Ⅵ」におけ

る科学的探究活動の中心となる SS コースの存

在から，SSH 中間評価において指摘を受けた事

項「高校から入学する生徒への波及を大きくし

て，学校全体として探究活動を充実する」必要

性が高まっている。 

 

(2)研究開発の目標 

“LOGIC”『Think Logically,Objectively and 

Globally.Be Innovative and Creative.～論理的

に，客観的に，グローバルに思考せよ。その思

考は革新的であれ，創造的であれ。』をキー・

コンピテンシーとし，科学技術を主導する人材

を育成するために，6 年間を通した科学的探究

活動を行うためのプログラムを研究開発する

ことが目標である。中学校では，「野外活動」「地

域学」「キャリア教育」を柱に，豊かな体験活

動をもとに論理的思考力を高める取組を充実

させる。高校では，「ロジックプログラム」，「プ

レ課題研究」，「課題研究」と段階的に探究活動

を進め，文系・理系問わず全ての生徒の探究活

動への取組を充実させる。 

 

(3)研究開発の仮説 

県立の併設型中高一貫教育校として，6 年間

を通した科学的探究活動を行うためのプログ

ラムを研究開発し，地元の資源を有効活用し，

身近なところから研究課題を発見し，解決して

いく力をつけるとともに，大学や研究機関等の

協力支援を受けながら，より高度な科学的手法

を用いて問題を解決する方法を学ばせること

により，科学を主導する人材として求められる

力を育成できる。 

 

(4)研究開発の内容及び実践 

総合的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～

Ⅵ」を中心に 6 年間を通した科学的探究活動を

行うためのプログラムを開発する。中学校段階

及び高校段階で以下の 1～7 に取り組む。 

1.中学段階における「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」 

「野外活動」「地域学」「キャリア教育」を柱

に，身近な環境，地元の資源に目を向け，興

味・関心をもち，実験・観察等を通して考え

をまとめ，発表する力を身につける。身近な

ところから研究課題を発見し，解決する手法

を学ばせることを目的とする。 

2.高校 1 年における「宇土未来探究講座Ⅳ」 

1)ロジックプログラムⅠ(UTO LOGICⅠ) 

ワークシートを活用して，論理的思考の基礎，

論文検索の方法を身につける。SSH 主対象生

徒による前年度成果発表会を実施し，SSH 事

業の効果の波及と生徒の意識向上を図る。 

2)ロジックプログラムⅡ(UTO LOGICⅡ) 

最先端の研究に関する 17 講座を開講する。

自分の関心をもとに選択した講義受講を通

して将来の展望を拓く。また，探究活動のテ

ーマ設定との関連付けを意識させる。 

3)ロジックプログラムⅢ(UTO LOGIC Ⅲ) 

数学・物理・化学・生物・地学・情報の各領

域について，本校職員が教材教具を開発し，

探究活動のテーマ設定の動機づけを行う。 

4)ロジックプログラムⅣ(UTO LOGIC Ⅳ) 

ロジックリサーチ・ポスターセッションと称

し，生徒一人一人が設定した課題について，

レポート・ポスター作成をし，ポスターセッ

ションする。代表者発表会も実施する。 

5)未来体験学習(県内先端企業訪問) 

 県内の科学技術関連 10 事業所を訪問し，研

究現場の実際を体験する。プレ課題研究のテ

ーマ設定の動機づけを行う。 

6)未来体験学習(関東研修) 

 筑波研究学園都市を中心に訪問し，基礎研究

の重要性を学び，研究の意欲向上を図るとと

もに，技術立国の重要性を再認識する。プレ

課題研究の取組に関する意欲向上を図る。 

7)プレ課題研究 

課題研究の事前学習として，仮説設定から実

験手法，発表資料作成までの研究の手順を指

導する。SS コースの生徒は「個人新規」，「グ

ループ新規」，「研究室体験」から選択してテ

ーマ設定する。SS コース以外の生徒は「グ

ループ研究」としてロジックリサーチからの

接続を意識したテーマ設定をする。 

3.高校 2 年における「宇土未来探究講座Ⅴ」 

1)課題研究 

SS コースの生徒がプレ課題研究を経て，「個

人研究」，「グループ研究(プレ課題研究継続)

「継続研究」から選択して，再度テーマ設定

を行う。担当教員の指導のもと，仮説設定，

実験計画，実験，データ整理，考察のサイク
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ルを行う。大学や研究機関と連携を図り，身

近な事象を対象に高度な研究に取り組む。 

2)ロジックプログラムⅤ(UTO LOGIC Ⅴ) 

SS コース以外の生徒がプレ課題研究を経て，

「グループ研究」として再度テーマ設定を行

う。担当教員の指導のもと，人文科学，社会

科学，自然科学などを対象に調査・研究に取

り組み，成果発表を行う。 

4.高校 3 年における「宇土未来探究講座Ⅵ」 

1)課題研究 

課題研究の成果を論文にまとめる過程を通

して，科学的探究活動を総括する。課題研究

論文集を作成する。また，課題研究の成果を

英語で発表する校内発表会を実施する。 

2)SSH 課題研究成果発表会 

英語による口頭発表を行う機会を設定する

ことで課題研究の成果をグローバルな舞台

で発表する技能と態度を育成する。 

5.SSH 研究成果発表会 

SSH 事業の集大成として，中学 3 年卒業研究，

1 年プレ課題研究，2 年課題研究及びロジッ

クプログラム，科学部活動，海外研修，関東

研修等の成果を発表する機会を設定するこ

とで，全校生徒が探究活動に取り組む目的と

意義を再確認する。 

6.高大連携・高大接続 

 大学との連携指導体制を「短期指導」，「継続

指導」，「連携型指導」の 3 つに分類し，ねら

いを明確にした高大連携を図る。また，課題

研究の取組と活動実績を活かした生徒の進

路希望実現の方法として，推薦入試・AO 入

試を活用し，高大接続の在り方を検討する。 

7. 科学部活動の活性化 

「物理班」「化学(MRI)班」「生物班」に分か

れ，生徒自らが設定した研究テーマについて

主体的な活動を行う。生徒理科研究発表会，

科学研究物展示会をはじめとする科学系コ

ンテストへの参加を積極的に行う。 

 

(5)研究開発の実践の結果概要 

科学を主導する人材を育成するために，中高

一貫教育校として，6 年間を通した科学的探究

活動を行うためのプログラムを構築すること

ができた。豊かな体験活動を通して得られた興

味・関心をもとに中学 3 年全員が個人で取り組

む「卒業研究」，高校 1 年全員を SSH 主対象と

し，「ロジックプログラム」を経て，段階的に

進められる探究活動である「ロジックリサー

チ」及び「プレ課題研究」，高校 2 年以降，SSH

主対象である SS コースは「課題研究」，SSH

主対象でない文系・理系コースは「宇土未来探

究講座Ⅴ(ロジックプログラムⅤ)」に取り組む。

学校全体が“LOGIC”をキー・コンピテンシー

とした探究活動に取り組むことができた。 

 また，平成 29 年度全国高校総合文化祭宮城

大会物理部門 最優秀賞受賞した科学部，第 15

回高校生科学技術チャレンジ（JSEC2017）花

王賞受賞し，世界大会(ISEF)出場を予定する生

徒をはじめとする探究活動を牽引する生徒が

増えた。特に，表.1・表.2 で示すように，海外

などで英語での口頭発表を経験した生徒，国内

学会での研究発表を経験した生徒など校外で

の研究発表者が増加し，学校全体の探究活動の

取組を活性化させる原動力となった。高進 SS

コースにおける生徒数増加，SS コース以外の

生徒 4 人による大韓民国・盆唐中央高校で探究

活動成果発表(H28)など，高校から入学する生

徒への波及と，学校全体として SSH 事業を充

実する基礎を築くことができた。 

【表.1 H25SSH 指定以降 SS コース人数推移】 

 
SSH 

1 期生 

SSH 

2 期生 

SSH 

3 期生 

SSH 

4 期生 

SSH 

5 期生 

英語口頭発表 全員 全員 全員 5 未実施 

国 際 発 表 4 13 21 8 未実施 

学会等発表 6 20 23 35 未実施 

中 進 S S 41 36 39 42 46 

高 進 S S 11 9 12 23 22 

【表.2 H25SSH 指定以降研究発表件数推移】 

規模  H25 H26 H27 H28 H29 

県大会・ 

九州大会 

SS 0 10 14 18 30 

部 9 14 15 18 12 

全国大会 SS 0 0 0 1 1 

部 3 4 3 4 3 

学会 SS 0 1 3 9 7 

部 0 0 2 3 1 

国際発表 SS 0 1 3 3 3 

部 0 1 2 2 1 

総計 SS 0 12 20 31 41 

部 12 19 22 27 19 

【県・九州】生徒理科研究発表会・県科学展・

日本学生科学賞・熊本県スーパーハイスクール合同発表会 

サイエンスインターハイ＠SOJO(H26，H29 グランプリ)

九州生徒理科発表大会・サイエンスキャッスル

九州大会(H28 最優秀賞)・バイオ甲子園 

【全国大会】全国総文祭(H29 物理部門最優秀賞) ・

日本学生科学賞・JSEC 高校生科学技術チャレンジ・ 

SSH 生徒研究発表会(H27 文部科学大臣表彰) 

【学  会】日本発生生物学会・日本植物生理学会・

日本物理学会 Jr.セッション・化学工学会・日本

植物学会・日本動物学会・日本古生物学会・

九州両生類爬虫類研究会・熊本大学医学部柴三郎研究発表会  

【国際発表】SLEEP SCIENCE CHALLENGE・

国際先端科学技術学生会議・中国青少年科学技

術イノベーションコンテスト(H26 銀メダル)・

青少年科学技術会議(H28 最高賞) 
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【表.3 グローバルに科学技術をリードする人材を育成する科学的探究活動のプロセス】 

 

２ 研究開発の経緯 

H25SSH 指定に伴い「中高一貫教育校として，

6 年間を通した科学的探究活動を行うためのプ

ログラムの開発」を研究テーマとして掲げ，重点

課題に基づく実践を展開してきた(表.4)。平成 21

年度併設型中学校開校以降，研究開発を進めてき

た「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」では，「野外活動」

「地域学」「キャリア教育」を柱にした豊かな体

験活動を通して様々な興味・関心を高める取組を

展開している。「宇土未来探究講座Ⅳ～Ⅵ」では，

論理的思考力“LOGIC”の育成を柱に段階的に取

り組んでいく科学的探究活動のプログラム開発

と体系化の研究開発を進めている。【次頁：科学

的探究活動のフローチャート】。 

【表.4 各年次における実践と重点課題の経緯】 

第

1

年

次 

実
践 

・高校 1 年全生徒を主対象として宇土未

来探究講座Ⅳプログラム開発 

・SSH 研究成果発表会開催 

課
題 

・中学段階「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」

と高校段階「宇土未来探究講座Ⅳ」の接続 

・高校における宇土未来探究講座Ⅳ～Ⅵ

が学年裁量の運用で系統性が不十分。 

・プレ課題研究を通して，プレゼンテー

ション力やレポート作成力の向上を実

感した生徒が増えた反面，科学技術関

連情報に触れる機会が不十分 

第

2

年

実
践 

・高校 2 年 SS コース対象に「課題研究」，

主対象以外の生徒も探究活動を実施 

・プレ課題研究，課題研究におけるガイ

ダンス充実，SSH 研究成果要旨集発刊 

次 課
題 

・プレ課題研究から課題研究への接続，テーマ設定 

・科学的探究活動の成果発表機会の充実 

第

3

年

次 

実
践 

・高校 3 年 SS コース対象に「課題研究」を実施 

・SSH 課題研究成果発表会（英語）開催，

SSH 課題研究論文集発刊 

・課題研究テーマ設定を「個人」，「継続」，

「グループ」，課題研究指導を「共同研

究型」，「連携型」，「自治型」と体系化 

・国際発表，各種学会など発表機会の充実 

課
題 

・生徒の成長や変容を測る課題研究の評価方法が不十分 

・科学的探究活動のデータベース化と組

織的な指導体制構築 

第

4

年

次 

実
践 

・課題研究評価として LOGIC ルーブリック作成 

・課題研究の取組と実績を活かした高大接続の検討 

・研究開発部を中心にした全校体制の構築と 

課題研究担当者ミーティングの設置 

課
題 

・教員の指導の差と持続可能な組織運営 

・課題研究を行う SS コースと探究活動

を行う主対象外の取組，実績の差 

第

5

年

次 

実
践 

・探究活動の段階と評価観点を連動させ

た「探究活動・LOGIC ガイドブック」の作成  

・主対象外の生徒の探究活動発表機会の拡大 

課
題 

・探究活動を通して身につけさせたい資

質 LOGIC【L（論理性），O（客観性），

G（グローバル），I（革新性），C（創造

性）】を高める取組について，各教科の

視点の組み込みが不充分であり，SS コ

ース課題研究の指導担当者と SS コース

を除く探究活動の指導担当者の指導方

法や指導内容に差がある。 

教 育 課 程 内  教 育 課 程 外 
     

宇土未来 

探究講座 

Ⅰ～Ⅲ 

 

野 外 活 動 地 域 学 キ ャ リ ア 教 育  科 学 部 活 動 

中 高 

合 同 

農村体験・島体験 

無人島サバイバル 

E n g l i s h  C a m p 

卒業研究【個人】 

職 業 講 話 

インターンシップ 
     

宇土未来 

探究講座 

Ⅳ 

 ロ ジ ッ ク リ サ ー チ 【 個 人 研 究 】  科 学 部 

活 動  ↙ ↓ ↘  ↓  

 S S H 主 対 象  SSH 主対象以外  物

理

班 

化

学

班 

生

物

班 

     

 研究室体験 個人研 究 グループ研究  グ ル ー プ 研 究  

 プ レ 課 題 研 究  プ レ 課 題 研 究  

  ↓ ↓ ↓  ↓↓  

課 題 研 究 テ ー マ 検 討 ・ 決 定  地

学

班 

情

報

班 

中

高

合

同 

  ↙ ↓ ↘  ↓  

宇土未来 

探究講座 

Ⅴ・Ⅵ 

 継続研 究 個人研 究 グループ研究  グ ル ー プ 研 究  

 課 題 研 究  探 究 活 動 
 

  ↓ ↓ ↓     

SSH 研究成果発表会・SSH 課題研究成果発表会・研究論文作成 

各種コンテスト出場・学会研究発表・海外国際研究発表 
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科学を主導する人材を育成する科学的探究活動のフローチャート 

宇土中・高の科学的探究活動のキー・コンピテンシー“ＬＯＧＩＣ” 

『Think Logically,Objectively and Globally.Be Innovative and Creative.』 

～論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ，創造的であれ～ 

“根拠をもとに一貫した筋道で物事を考える” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
タブレット端末活用 
デジタル教科書使用 

先取り学習 
中学教員，高校教員
授業相互乗り入れ 

 
 
 

未来科学Ａ・Ｂ 
物理・化学・生物・
地学の全領域学習 

探究数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 
中進生先取り学習 
学習配列の工夫 

未来科学Ｌａｂ 
探究型実験・実習 

科学系コンテスト 
科学の甲子園 
サイエンスキャンプ 
化学グランプリ 
物理チャレンジ 
生物学オリンピック 
日本数学オリンピック 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

English Camp 
３日間英語でコミュ
ニケーション活動 

英国海外研修 
ロンドンホームステイ 
 
 
 

米国海外研修 
カリフォルニア大学
バークレイ校等派遣 

Ｕ－ＣＵＢＥ 
英語のみの空間・国
際テレビ電話・資料 

姉妹校提携 
チェコ共和国 

ARCIBISKUPSK GYMNAZIUM 

大韓民国 

盆唐中央高校 

英語で科学 
英語の科学論文読解 
英語で口頭発表 
英語で授業・実験 

 
 
 
 

地域の自然探訪 
白山登山 

 
 

地域の探訪 
観光ガイド作成 

 
 

熊本から世界を 
English Camp 

 
 
 
 
御所浦わくわく島体験 

菊池のんびり農村生活体験 
 
 

２泊３日 
阿蘇自己再発見キャンプ 

 
 

２泊３日 
無人島サバイバル生活体験 

 

地 域 学  
 
 
 

職業講話 
 
 
 

職業講話 
インターンシップ 

 
 
進路研究・職業講話 

パネルディスカッション 

宇 土 未 来 探 究 講 座 Ⅱ 【 中 学 ２ 学 年 】  

宇 土 未 来 探 究 講 座 Ⅲ 【 中 学 ３ 学 年 】  

熊本県立宇土中学校 
８０人 

理 数 教 育 グローバル教育 

 
 

ロ ジ ッ ク プ ロ グ ラ ム  
大学，職業，学問探究・中学時成果発表会 
探究方法の手法・科学史講座・出前講義 

未 来 体 験 学 習  
先端企業訪問・関東研修 

ロジックリサーチ・ポスターセッション 
個人研究内容をレポート作成・ポスターセッション 

プ レ 課 題 研 究  
新規研究【グループ】・研究室体験【グループ】 

個人研究【個人】から選択して取り組む 
 
 

課題研究【ＳＳコース】 宇 土 未 来 探 究 講 座  
「個人研究」「継続研究」「グループ研究」 
「グループ研究」から選択  学問・分野別探究研究 
実験ノート・先行研究指導 出前講義 
ポスターセッション・校内発表会 校内発表会 

 
 

課題研究【ＳＳコース】 宇 土 未 来 探 究 講 座  
  課題研究論文作成      小論文作成・表現活動 
  研究成果発表会      論理的思考力講座 

科学的探究活動 

宇土未来探究講座Ⅳ【１学年共通】  

宇土未来探究講座Ⅴ【２学年選択】  

宇土未来探究講座Ⅵ【３学年選択】  

 
 
 
特別講演会【全 体】 
特 別 授 業【希望者】 
学 会 参 加【希望者】 
学びの部屋【小学校】 

連 携 

熊 本 県 立 宇 土 高 等 学 校  
中進生８０人【選抜なし】・高進生１６０人【選抜あり】 

 
 
 
日本学生科学賞 
生徒理科研究発表会 
科学研究物展示会 
サイエンスインターハイ@SOJO  

 

科 学 部 

市町村立中学校 
高進生１６０人 

野 外 活 動 キ ャ リ ア 教 育 

宇 土 未 来 探 究 講 座 Ⅰ 【 中 学 １ 学 年 】  
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３ 研究開発の内容 

(1)宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ【中学校段階】 

 豊富な体験・経験のなかで育つ興味・関心・

疑問・課題意識を理科・数学と関連付けること

によって，科学的思考力を備えた探究活動を展

開できるよう取組を充実させている。 

1.仮  説 

宇土未来探究講座Ⅰ（中学 1 年） 

身近な環境に目を向けさせ，興味関心を喚起

し，様々な体験活動を重ねることにより，身近

なところから研究課題を発見，解決していく手

法を学ばせることができる。特に，理科・数学

に興味関心を持つ生徒を増やすことができる。 

宇土未来探究講座Ⅱ（中学 2 年） 

野外活動体験や職場体験，パンフレット作り

で，調べたことや考えたことをまとめることに

より，科学的な手法の意義の理解ができる。特

に，理科・数学への興味関心により，将来の展

望を持つ生徒を増やすことができる。 

宇土未来探究講座Ⅲ（中学 3 年） 

無人島生活体験やイングリッシュキャンプ，

論文作成で，研究成果をまとめ，発信すること

により，問題解決力・表現力を育成することが

できる。探究活動を通して科学技術分野のリー

ダーとなるための基礎を築くことができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.2 に示す宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにお

いて科学と関連する様々な項目を「野外活動」，

「地域学」，「キャリア教育」，「囲碁教育」を通

して学習した中進生と高校から入学した高進

生を対象に高校 1 年 4 月アンケートを実施し，

中進生と高進生の傾向を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 宇土未来探究講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを「野外活動」，

「地域学」，「キャリア教育」，「囲碁教育」の領

域に分け，表.3，表 4，表.5 に示すように体系

的な教育プログラムを実践する。中学 3 年では

表.6 に示すように卒業研究に取り組む。豊かな

体験活動を重ねる宇土未来探究講座を経験し

た中進生と高校から入学した高進生の各質問

に対する回答の割合を求め，理科・数学の興

味・関心，研究への意識や実習への積極性を検

証する。各質問は選択的回答方式(4 段階：4 が

肯定的・1 が否定的)で実施し，平均を求める。 

4.検  証 

中進生 78 人，高進生 168 人が回答した質問

の結果を平均化して表.1 に示す。卒業研究等を

通して先行研究調査を行う中進生において，理

科関連の読書や科学分野のウェブサイト閲覧，

科学系論文閲覧で高い数値が得られた。様々な

発表機会を経験する中進生が，学会や発表会へ

の意識，科学系企画への意識，情報端末の活用，

PC での文書作成や計算処理で高進生よりも高

い数値を示すことが特徴的な傾向である。 

一方，高校入試を経て入学する高進生におい

て，理科・数学・英語が好き，最先端科学や研

究に関心，実験・実習に積極的な参加など，高

い意欲をもっている生徒が多い傾向が見受け

られ，SSH 指定後の入学生の変容として印象付

ける結果として捉えることができた。 

【表.1 入学直後 SSH 意識調査結果】 

 
理科関連読書 

科学分野 

ウェブ閲覧 

科学系企画 

への意識 

科学系論文 

閲覧 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 2 1 3 4 5 0 1 0 
3 30 18 13 5 14 10 5 2 

2 25 29 18 22 26 25 22 15 
1 43 52 66 69 55 65 72 83 

Ave 1.89 1.68 1.53 1.43 1.67 1.45 1.37 1.19 
 

 

学会や発表会
への意識 

理科が好き 数学が好き 英語が好き 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 1 0 13 23 9 14 20 25 
3 12 5 30 39 32 37 41 36 

2 25 23 46 36 48 36 26 31 
1 62 72 11 2 11 13 13 6 

Ave 1.53 1.32 2.46 2.84 2.39 2.51 2.67 2.82  

 

外国への 

留学希望 

最先端技術や
研究に関心 

技術者・研究
者になりたい 

実験実習に 

積極的に参加 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 28 23 12 15 6 2 13 17 
3 21 23 28 28 14 8 41 51 

2 30 24 42 40 22 36 35 27 
1 21 30 18 17 58 54 11 5 

Ave 2.55 2.41 2.33 2.41 1.67 1.58 2.57 2.80 
 

 

人前で話をす
ることが得意 

外国人と積極
的に話したい 

情報端末 

使用・活用 

PC での文書
作成・計算 

中進 高進 中進 高進 中進 高進 中進 高進 

4 8 7 8 20 41 39 17 7 
3 26 16 26 28 46 43 41 22 

2 36 51 36 34 10 16 37 46 
1 30 26 30 18 3 2 5 25 

Ave 2.12 2.04 2.66 2.49 3.25 3.19 2.70 2.10 
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【表.2 宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲの学習領域及び内容と科学との関連】 

【表.3 宇土未来探究講座Ⅰ・年間実施内容】 

実施日 領域 講座内容 主な活動 

4 月 14 日 地 域 学 ガイダンス Q講座とは（年間計画・探究するとは） 

探究活動の例 自然を科学する（探究）するとは 

4 月 20 日 地 域 学 白山登山①② 学習内容・探究方法・プレーとコンパスの使い方と実習 

4 月 27 日 地 域 学 白山登山③④ 自然を探究する方法について 

（樹木オリエンテーリング校地内） 

5 月 18 日 地 域 学 白山登山⑤⑥ 白山登山事前指導 

6 月 6 日 地 域 学 白山登山 白山登山・自然観察 

6 月 7 日 囲 碁 教 育 石倉九段囲碁教室 囲碁教育の導入について 囲碁についての基本知識 

6 月 8 日 囲 碁 教 育 石倉九段囲碁教室 囲碁のルール・マナー 囲碁の実践（簡易版） 

6 月 22 日 野 外 活 動 御所浦わくわく島体験①② 班・係別会議及び準備 

6 月 29 日 野 外 活 動 御所浦わくわく島体験③④ 班・係別会議及びシミュレーション 

7 月 6 日 野 外 活 動 御所浦わくわく島体験  

7 月 13 日 野 外 活 動 御所浦わくわく島体験⑤⑥ お礼状作成  

7 月 26 日 囲 碁 教 育 囲碁教室⑤⑥ 外部講師 

8 月 31 日 囲 碁 教 育 囲碁教室⑦⑧ 外部講師 

9 月 7 日 野 外 活 動 菊池のんびり①② 概要説明・班・係編成 

9 月 14 日 地 域 学 火おこし名人になろう 火おこしについての講話・火おこし体験 

9 月 21 日 地 域 学 飯盒炊飯 火おこし実践・かまどづくり・炊飯 

9 月 28 日 野 外 活 動 菊池のんびり③④ 班・係別会議（計画立案） 

10 月 5 日 囲 碁 教 育 囲碁教室⑨⑩   

10月12日 野 外 活 動 菊池のんびり⑤⑥ 班・係別会議（事前指導） 

10月16日 野 外 活 動 菊池のんびり農村生活体験 2泊 3日 

10月26日 野 外 活 動 菊池の事後指導 お礼状・まとめ・反省 

11 月 9 日 キャリア教育 職業講話①② アナウンサーの仕事（RKK福島恵美氏） 

11月16日 囲 碁 教 育 囲碁教室⑪⑫   

  野外活動 地域学 キャリア教育 囲碁教育 

1
年 
7
0 

時

間 

内  容 菊池のんびり農村生活体験 

御所浦わくわく島体験 

宇土の自然を通して熊本， 

日本の自然や文化を知ろう 

職業講話 囲碁教室 

囲碁大会 

 
 

科学との 

関連項目 

・火熾し・飯盒炊爨 

・天体観測 ・化石採集 

・田んぼの生き物  

・籾を用いた探究活動 

・白山登山(動植物の観察) 

・木に親しむ 

・高校生研究作品を用いたゼミ 

・既習テーマを用いた探究活動 

・アナウンサー 

・気象台予報官 

・学芸員，理学博士 

・菓子職人 
2
年 
7
0 
時 

間 

内  容 阿蘇自己再発見キャンプ 観光ガイド作成 職場体験 

「宇土中インターンシップ」 

科学との 

関連項目 

・火熾し ・ロープワーク 

・自然体験 ・植物の観察 

・観光ガイド作成に関わる 

ICT機器の利活用 

・農業・花卉・養鶏・園芸 

・製茶・畜産・建築・建設 

・製造・教育・福祉・環境関連 

3
年 
7
0 
時 
間 
 

内  容 無人島サバイバル生活体験 自由テーマでの探究活動 

イングリッシュキャンプ 

パネルディスカッション 

「夢を描く」 

科学との 

関連項目 

・磯の生き物観察・測量 

・調理などの野外生活  

・島探検（植物の観察） 

・天体観察 

・卒業論文の取組 

「テーマ探し・情報収集」 

・まとめ・研究発表 

・英語表現活動 

・講師や地域へインタビュー  

・意見交換，まとめ 

・プレゼンテーション 

自
国
の
伝
統
文
化
を
大
切
に
す
る
心
の
醸
成 

「
論
理
的
思
考
力
」・
「
集
中
力
」・「
大
局
観
」 
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12 月 7 日 地 域 学 高校生の論文読み解き 概要説明 

12月14日 キャリア教育 職業講話③④ 宇土の歴史について/考古学・学芸員の仕事 

12月16日 囲 碁 教 育 石倉杯争奪校内囲碁大会   

1 月 25 日 キャリア教育 職業講話⑤⑥ 企業家の講和（アンサーインターナショナル代表取締役） 

2 月 1 日 地 域 学 高校生の論文読み解き①② 論文読み解き・調べ学習・発表準備 

2 月 8 日 地 域 学 高校生の論文読み解き③④ 論文読み解き・調べ学習・発表準備 

2 月 22 日 地 域 学 高校生の論文読み解き⑤⑥ 論文読み解き・調べ学習・発表準備 

3 月 1 日 囲 碁 教 育 囲碁教室⑰⑱   

3 月 15 日 キャリア教育 和菓子作り 梅園・片岡さん 

3 月 22 日 地 域 学 高校生の論文読み解き⑦⑧ 発表 

【表.4 宇土未来探究講座Ⅱ・年間実施内容】 

実施日 領域 講座内容 主な活動 

4 月 18 日 ガ イ ダ ン ス   年間オリエンテーション 

4 月 25 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ① 阿蘇自己再発見キャンプ オリエンテーション 

5 月 2 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ② 班・係決め 

5 月 9 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ③ 班別会議・係別会議① 

5 月 16 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ④ 班別会議・係別会議② 

5 月 23 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ⑤ 班別会議・係別会議③（時系列シミュレーション） 

5 月 30 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ⑥ 事前指導・備品確認 

5 月 31 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ  2泊 3日 

6 月 6 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ① 振り返り 礼状作成 

6 月 13 日 野 外 活 動 阿蘇自己再発見キャンプ② 振り返り 礼状作成 

6 月 20 日 キャリア教育 職場体験準備① 職場体験 オリエンテーション 

6 月 27 日 キャリア教育 職場体験準備② 希望調査 調整 決定 

7 月 4 日 囲 碁 教 育 囲碁教室①   

7 月 11 日 キャリア教育 職場体験準備③ 事前打ち合わせの心構え 質問項目作成 

7 月 18 日 キャリア教育 職場体験準備④ アポイント取り  

8 月 29 日 キャリア教育 職場体験準備⑤ 事前指導・最終確認 

8 月 31 日 キャリア教育 職場体験 1日目 2日間 

9 月 1 日 キャリア教育 職場体験 ２日目  

9 月 5 日 キャリア教育 職場体験事後指導① 職場体験壁新聞作成 お礼状作成 

9 月 12 日 キャリア教育 職場体験事後指導② 職場体験壁新聞作成 お礼状作成 

9 月 19 日 地 域 学 修学旅行準備① 修学旅行 オリエンテーション 

10月10日 地 域 学 修学旅行準備② 修学旅行の概要 携行品などの確認 班編制案作成 

10月17日 地 域 学 修学旅行準備③ 係別会議で役割分担 班別行動計画作成 

10月24日 地 域 学 修学旅行準備④ 班別行動計画作成 

10月31日 地 域 学 修学旅行準備⑤ 事前指導・最終確認 

11 月 7 日 地 域 学 修学旅行 3泊 4日 

11月14日 地 域 学 修学旅行事後指導 修学旅行の振り返り 

11月21日 囲 碁 教 育 囲碁教室②   

11月28日 地 域 学 修学旅行訪問地まとめ① 修学旅行で訪れた地域の特色等をまとめ紹介文を作る 
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12 月 5 日 地 域 学 修学旅行訪問地まとめ② 修学旅行で訪れた地域の特色等をまとめ紹介文を作る 

12月12日 地 域 学 修学旅行訪問地まとめ③ 修学旅行で訪れた地域の特色等をまとめ紹介文を作る 

12月16日 囲 碁 教 育 石倉杯争奪校内囲碁大会   

12月19日 地 域 学 地域紹介パンフレット① 地域紹介パンフレット オリエンテーション 

1 月 16 日 地 域 学 地域紹介パンフレット② 情報や資料の収集・分類・編集 

1 月 23 日 地 域 学 地域紹介パンフレット③ 情報や資料の収集・分類・編集 

1 月 30 日 地 域 学 地域紹介パンフレット④ 資料整理・記事の作成 

2 月 6 日 地 域 学 地域紹介パンフレット⑤ レイアウト考察・編集 

2 月 20 日 地 域 学 地域紹介パンフレット⑥ クラス発表（学級代表選抜） 

2 月 23 日 地 域 学 パンフレット発表 学年発表（授業参観・学年保護者会） 

2 月 27 日 
 

1年間の振り返り①   

3 月 20 日 
 

1年間の振り返り②   

【表.5 宇土未来探究講座Ⅲ・年間実施内容】 

実施日 領域 講座内容 主な活動 

4 月 14 日 ガ イ ダ ン ス  年間活動内容説明・研究論文テーマについて 

4 月 21 日 野 外 活 動 無人島サバイバル①② 班決定・班別会議(班長・係決め・仕事分担） 

4 月 28 日 地 域 学 研究論文①② 研究論文テーマ（仮）提出及び研究計画立案 

5 月 19 日 野 外 活 動 無人島サバイバル③④ 日程案の詳細説明・及び班別行動計画立案 

5 月 26 日 地 域 学 研究論文③④ 研究テーマ及び研究計画立案再検討 

5 月 30 日 野 外 活 動 無人島サバイバル⑤ 無人島で夢を語るについて 

6 月 2 日 地 域 学 研究論文⑤⑥ 研究論文テーマ再提出・研究論文書き方研究 

6 月 9 日 野 外 活 動 無人島サバイバル⑥⑦ 日程確認及び班別シミュレーション・装備品などの確認 

6 月 16 日 地 域 学 研究論文⑦⑧ クラス別中間発表①［テーマ及び研究方法と手順］ 

6 月 23 日 地 域 学 研究論文⑨⑩ クラス別中間発表②［テーマ及び研究方法と手順］ 

6 月 30 日 野 外 活 動 無人島サバイバル⑧⑨ 計画日程［決定版］確認・装備品携行品の確認及び準備 

7 月 7 日 野 外 活 動 無人島サバイバル⑩⑪ 班別・係別計画，日程確認 

7 月 14 日 野 外 活 動 無人島サバイバル⑫⑬ 班別装備品最終確認・準備 

10月13日 地 域 学 イングリッシュキャンプ①②   

10月20日 地 域 学 イングリッシュキャンプ③④   

11月10日 地 域 学 研究論文⑪⑫   

11月17日 地 域 学 研究論文⑬⑭   

12 月 1 日 囲 碁 教 育 囲碁教室   

12 月 8 日 地 域 学 研究論文⑮⑯   

12月15日 地 域 学 研究論文⑰⑱   

12月16日 囲 碁 教 育 石倉杯争奪校内囲碁大会   

1 月 27 日 地 域 学 研究論文⑲⑳ 優秀論文発表会 

2 月 3 日 キャリア教育 「夢を描く」①② パネルディスカッション「夢を描く」 

2 月 10 日 キャリア教育 「夢を描く」③④ パネルディスカッション「夢を描く」 

2 月 17 日 キャリア教育 「夢を描く」⑤⑥ パネルディスカッション「夢を描く」 

2 月 24 日 キャリア教育 「夢を描く」 パネルディスカッション「夢を描く」 

3 月 3 日   宇土未来探求講座Ⅲまとめ   
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【表.6 宇土未来探究講座Ⅲ「卒業研究」テーマ一覧】 

3101 MMD ショートバグを直すには 3201 自衛隊は他国が攻めてきたときまもりきれるのか～各国の軍事力を比べる～ 

3102 シャチ狩り 3202 中学生からの AI 

3103 地球温暖化による影響 3203 人と早く仲良くなる方法～初対面→友達へ～ 

3104 素数の規則 3204 疲れない姿勢について 

3105 ドラえもんの秘密道具の実現 3205 小西行長と宇土の町 

3106 月へのエレベーター計画 3206 体を柔らかくする最も効率のいいストレッチは 

3107 サッカーボールを破裂させる条件 3207 記憶しやすい勉強法 

3108 第二次世界大戦は本当に負け戦だったのか 3208 水と温度と空気～過冷却水を使って～ 

3109 ヒョウモントカゲモドキの尻尾を振った時に出る音の解明  3209 三国志・蜀漢王朝～衰退，滅亡を先延ばしにするには？～ 

3110 相手の心を読む方法 3210 環境による記憶力の違いを探そう 

3111 人の皮膚は何回まで再生できるか。早く再生する方法  3211 ブーメランの研究～楽しくブーメランで遊ぼう～ 

3112 良い第一印象を相手に残すにはどうしたらよいか 3212 記憶の種類と効率的な記憶 

3113 光学透明化 The invisible world 3213 鼻呼吸と口呼吸の研究 ～口呼吸を改善しよう～ 

3114 人は物体を通り抜けることができるのか 3214 コナンのスケボーを作ってみた～ロケット花火やペットボトルロケット～ 

3115 古代魚からの進化の過程 3215 質の良い睡眠をしよう～眠くなるためには～ 

3116 空中でのボディバランスの必要性 3216 人類は何の為に戦争をするのか～世界を平和にする方法～ 

3118 大災害から身を守るためには 3217 三か月の工夫したストレッチでの効果とその結果～ケガしない体にしよう～  

3119 今生きている世界は現実か 3218 弱音器による音の変化～弱音器の意味とは～ 

3120 日本のプロ野球とメジャーリーグの違い 3219 ペットボトルロケットの研究～よく飛ぶペットボトルロケットとは～  

3121 海の塩について どうして海はしょっぱいのか 3220 忍び足 

3122 スペースコロニーの構造と生活 3221 血液型診断には科学的根拠はあるのか～あなたの性格を正確に知る～ 

3123 ドライブシュートを蹴る方法 3222 筋肉増強計画～痩せ型の男がレスラー体型になるには～  

3124 誕生日と性格の関連性 3223 勉強中に眠気に襲われた時の対処方法～眠気に打ち勝てエイエイオー！～ 

3125 どんな顔が人気（塩顔・砂糖顔・醤油顔・ソース顔・魚顔）  3224 熊本県の地下水が枯れたときにどうなるのか 

3126 人間の声について 3225 古事記の研究～初めての古事記～ 

3127 私はあっちむいてほいでどのくらい勝てるか 3226 人間の瞬時記憶力！～成績とやる気～ 

3128 夢はなぜ見て，見ることはどうやって決まるのか 3227 性格とストレスの関係～ストレスをためやすい・ためにくい性格とは～ 

3129 スーパーのウズラの卵をふ化させることはできるのか  3228 勉強と色の関係～集中力と色の関係とは！？～ 

3130 表情と感情 3229 事実婚で少子化が止まる～フランスやアメリカの事例から～  

3131 天気に関することわざは本当に成立するのか 3230 笑顔のレベル～1 番の笑顔とは～ 

3132 声について 3231 宇土中生の好きな色と性格の関係 

3133 LDH VS ジャニーズ どっちが人気 3232 熊本地震から学ぶこと～地震の影響，そしてそれから学ぶこと～ 

3134 人間が嫌いな音 3233 どうやったら授業中に眠くならないか 

3135 関東ジャニーズ VS 関西ジャニーズ 3234 ゲシュタルト崩壊～日常に潜む謎～ 

3136 人はなぜ夢を見るのか 3235 文字の与える影響～視覚からの情報による印象の違い～  

3137 ヒットドラマの法則 3236 宇土半島にいる外来種の現状～宇土半島にアライグマはいるのか～  

3138 犯罪心理と予防 3237 人が嫌いな食べ物を克服するには 

3139 今から共感覚になる可能性は 1%でもあるのか 3238 妖怪伝説  ～地域による伝説の違いやその種類～ 

3140 CO2 の現状について 3239 言葉の力 ～植物の生長と言葉の関係性～ 

  3240 バレーボールの軌道の変化～ボールのどこを打つとどう変化するのか～ 
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1)ロジックプログラムⅠ(UTO LOGICⅠ) 

H27 第 3 年次までに，ワークシートを活用し

た論理的思考の基礎，論文検索の方法を身につ

けるプログラム開発を進めた。H28 第 4 年次以

降は，SSH 事業の効果の波及と生徒の意識向上

を図る機会，探究活動の意義とガイダンスの機

能を充実させる機会として研究開発を進める。 

1.仮  説 

 SSH 事業のガイダンスの機能を充実させる

ことによって，SSH 事業及び探究活動の効果の

波及と生徒の意識向上を図ることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

H25 第 1 年次から H29 第 5 年次までの SSH

主対象生徒数の推移をまとめる。特に，H29 入

学生については，入学後 4 月に調査した SS コ

ース希望者数からの変容を整理する。 

3.方  法（検証内容） 

UTO LOGICⅠを表.1 の計画で実施する。ガ

イダンスでは，生徒自主制作 SSH 紹介 DVD 上

映，SSH 研究主任による事業紹介を行い，図.1

に示すワークシートを用いた探究活動におけ

る思考方法を説明する。前年度成果発表会では，

表.2 のように，中学次の海外研修や探究活動の

成果を発表する機会を設定する。SSH 特別講演

会では，表.3 に示すように生徒が SSH 事業・

GLP 事業等，様々な研修を通して，一歩踏み出

して挑戦する意義を語る機会を設ける。 

 
【図.1 探究活動の入口・アヤトゥスカルタ】 

 
【表.1.ロジックプログラムⅠ実施計画】 

1 ガイダンス 4 月 14 日 

2 前年度成果発表会 6 月 24 日 

3 SSH 特別講演会 10 月 11 日 
 

【表.2 前年度成果発表会・発表内容】 

海
外
研
修 

1 
中
進 

GLP ロンドン研修報告 

2 
高
進 

Make a good use of the chance 

～チャンスを生かせ～ 

探
究
活
動 

3 
高
進 うるう年と宇宙の関係性 

4 
高
進 

氷に塩をかけると何故温度が 

下がるのか？ 

5 
中
進 

腐植の安定供給～気温は生物遺体の

分解のはやさに関与するか～ 

6 
中
進 火星の移住～partⅡ～ 

【表.3 SSH 特別講演会・発表内容】 

1 
中
進 

オーストラリア科学奨学生 ISS 

（シドニー大学内物理学財団）報告 

2 
中
進 

ライオンズクラブ国際協会 2016～

2017 年度夏期 YCE 派遣事業 

3 
中
進 

第 12 回国際ボランティアワーク 

キャンプ in ASO 

4 
中
進 

日本の次世代リーダー養成塾 

5 
高
進 

関東研修報告 

国際統合睡眠医科学研究機構研修 

6 
中
進 

GLP 米国研修報告 

4.検  証 

 SSH 主対象生徒数の推移を表.4 に示す。11

月にコース選択する 1 年 6 クラス(約 240 人)に

おいて，中進 2 クラス(約 80 人)は，「文系」と

「SS」に，高進 4 クラス(約 160 人)は，「文系」・

「理系」・「SS」にコース選択をする。入学後 4

月に実施した調査で，高進 SS コース希望をし

ていた生徒が H28 と比較して 3 倍となる 27 人

であったことに加え，第一期 5 年間で最多とな

る 68人が 2年以降の主対象生徒となった。UTO 

LOGICⅠでのガイダンス機能の充実が SSH 事

業の効果の波及と生徒の意識向上を図るうえ

で有効であることが示された。 

【表.4 SSH 主対象生徒数の推移】 

 H25 H26 H27 H28 H29 

中進 SS 41 36 39 42 46 

高進 SS 11 9 12 23 22 

SS 総計 52 45 51 65 68 

H28 4 月中進 SS 希望 46 人，高進 SS 希望 9 人 
H29 4 月中進 SS 希望 42 人，高進 SS 希望 27 人 

  
【図.2 ロジックプログラムⅠの様子】 
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2)ロジックプログラムⅡ(UTO LOGICⅡ) 

H27第 3年次から 2年課題研究及び 2 年ロジ

ックプログラムⅤにおける設定テーマとの接

続を主なねらいとした講座実施を行っている。

H29 第 5 年次も 1 年・2 年における探究活動と

の関連を意識した講座開講を進める。 

1.仮  説 

(1)自分の興味・関心に基づく最先端の研究や技

術に関する講義を受講することによって，将

来に向けた展望を拓くことができる。 

(2)1・2 学年で共通の関心を持つ生徒が集う機

会を通して，課題研究の深まりやプレ課題研

究のテーマ設定につなげることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)表.1 に示す分野別講座一覧から講座を選択

した生徒を対象に，受講後，下記の質問項目

について，選択的回答方式(4 段階)でアンケ

ートを実施し，回答総数と割合(%)を得る。 

問(1)将来の進路や職業を考えるうえで参考になりましたか。  

問(2)大学での研究に興味を持てましたか。 

問(3)大学進学に興味を持てましたか。 

問(4)本日の講演に満足できましたか。 

(2)2 年課題研究，2 年ロジックプログラムⅤの

テーマと本講座の関連性があったか，1 年プ

レ課題研究のテーマ設定のきっかけや参考

になったかを探究活動の内容から検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 高校 1 年・2 年対象に講座希望調査を行い,，

受講講座を決定する。講座別事前学習として，

講座受講理由や疑問・質問を整理するワークシ

ートを活用する。講座受講後は，感想文のまと

め，受講メモ整理を事後学習とする。 

4.検  証 

(1)生徒の進路希望や興味・関心に応じた講座受

講により，将来に向けた展望を拓くプログラ

ムとして肯定的な結果を得た(表.2)。 

(2)表.3 に示すように探究活動のテーマとの関

連も見られることから探究活動の参考及び

テーマ設定に役立つ取組となった。 

【表.1 分野別講座一覧】 
1 九州大学大学院理学研究院 

准教授 石橋 純一郎 
「海底温泉の化学反応で形成される金属資源」 

2 熊本大学発生医学研究所 
生殖発生分野 教授 中村 輝 
「ショウジョウバエを用いた発生遺伝学研究」 
腎臓発生分野 助教 谷川 俊祐 
「iPS細胞から試験管内で腎臓を作り出す研究」 

3 福岡歯科大学先端科学研究センター 
教授 續 輝久 
「遺伝子操作マウスを作って疾患（がん）の研究に取組む」 

4 北九州市立大学国際環境工学部情報メディア工学科 
教授 永原 正章 
「人工知能（AI）最前線」 

5 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科 
教授 桑木 共之 
「ストレス防衛反応の脳内メカニズム  
—闘争・逃走反応を支える心と身体ー」 

6 鹿児島大学農学部焼酎・発酵学教育研究センター 
教授 玉置 尚徳 
「微生物のおかげです。焼酎造りからノーベル賞まで！」 

7 大分大学理工学部 
准教授 上見 憲弘 
「音声の不思議・声の仕組みとその福祉への応用」 

8 九州工業大学情報工学研究院機械情報工学研究系 
教授 高橋 公也 
「管楽器はなぜなるのか？」 

9 熊本大学工学部情報電子電気工学科  
教授 飯田 全広 
「新しい「情報」の科学と工学」 

10 山口大学経済学部 観光経済分析講座 
准教授 朝水 宗彦 
「英語で学ぶ日本観光」（英語による講義） 

11 大分大学福祉健康科学部 
講師 廣野 俊輔 
「これからの社会福祉の課題」 

12 宮崎大学地域資源創成学部  
教授 入谷 貴夫 
「地域の財布はどうなっているの」 

13 福岡県立大学人間社会学部 
准教授 中村 晋介 
「ニセ科学の見分け方」 

14 熊本大学文学部総合人間学科・社会人間学コース 
教授 中川 輝彦 
「社会調査入門」 

15 鹿児島大学法文学部人文学科 
教授 竹岡 健一 
「西洋における本と読書の歴史」 

16 熊本大学教育学部 
准教授 谷川 智幸 
「算数・数学の良さと有用性の理解」 

17 九州大学芸術工学部 
教授 笹渕 祥一 
「統計データから真実を推測する仮説検定法の易しいお話」 

【表.2 アンケート集計結果(N=476)】 
 問 1 問 2 問 3 問 4 

1.大いに参考になった 

 大いに興味(満足)を持てた 
75% 74% 79% 93% 

2.まあまあ参考になった 

 まあま興味(満足)を持てた 
23% 25% 19% 6% 

3.あまり参考にならなかった 
 あまり興味(満足)を持てなかった 

2% 1% 2% 1% 

4.まったく参考にならなかった 
 まったく興味(満足)を持てなかった 

0% 0% 0% 0% 

【表.3 本講座とテーマの関連数】 

 
1 年 

プレ課題研究 

2 年 

ロジックⅤ 

2 年 

課題研究 

関連テーマ数 5 8 4 

総テーマ数 44 42 18 
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3)ロジックプログラムⅢ(UTO LOGICⅢ) 

H28 第 3 年次では，生徒の興味・関心を高め

る内容を題材に，科学への興味を高める手立て

にするプログラムとなった。H29 第 5 年次は，

ロジックリサーチのテーマ設定につなげるこ

とをねらいとして研究開発をする。 

1.仮  説 

科学史講座を通して，自然科学の原理・理論

の研究に関する歴史と日常生活とのつながり

を学ぶことによって，探究する態度や研究への

興味・関心を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.1 に示す実施計画で科学史講座を受講し

た生徒を対象に，受講後，下記の質問項目につ

いて，選択的回答方式(4 段階)でアンケートを

実施し，回答総数と割合(%)を得る。探究する

態度や研究への興味・関心の高まりとして，ロ

ジックリサーチの設定テーマと科学史講座と

内容の関連性を検証する。 

問(1)将来の進路や職業を考えるうえで参考になりましたか。 

問(2)研究に興味を持てましたか。 

問(3)大学進学に興味を持てましたか。 

問(4)科学史講座（計 6 回）に満足できましたか。 

3.方  法（検証内容） 

表.1 に示す実施計画で，25 分 1 講座，3 回の

授業で 6 講座すべて受講する。表.2 に示す講座

について，担当者が準備したワークシート・ス

ライド資料及び材料を用いて講義を行う。講座

受講後は，感想文のまとめを行う。 

4.検  証 

ロジックプログラムⅢの受講生徒に実施し

たアンケート結果を表.3 に示す。物理・化学・

生物・地学・数学・情報の 6 領域から生徒の興

味・関心を高める内容を題材にした「科学史講

座」を行うことによって，研究への興味・関心

を高める効果的なプログラムになったことが

示された。生徒の満足度も高い。表.4 に示すよ

うに，科学史講座で扱った自然科学の原理・理

論がロジックリサーチのテーマ設定につなが

っていることから，教員が生徒の実態に応じて

探究活動のヒントとなる事象を扱う有効性が

あることが示された。しかし，ロジックリサー

チ，プレ課題研究において数学に関係する研究

テーマ設定が見受けられなかったことから数

学から探究活動を展開する視点を育成する取

組の必要性が示された。課題研究担当教員が探

究活動を見通し，本校生徒の実態に応じた興

味・関心の高い事象を提示する意義がある。 

【表.1 ロジックプログラム実施計画】 
 1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 6 組 

5月26日 
物理 化学 生物 地学 数学 情報 

化学 物理 地学 生物 情報 数学 

6 月 9 日 
数学 情報 物理 化学 生物 地学 

情報 数学 化学 物理 地学 生物 

6月16日 
生物 地学 数学 情報 物理 化学 

地学 生物 情報 数学 化学 物理 

【表.2 科学史講座名及び担当者】 

物理 力の Newton，光の Newton 平木亨弥 

化学 金属の歴史と人類の生活 早野仁朗 

生物 霊長類の研究の歴史 長尾圭祐 

地学 災害史 山﨑惟善 

数学 有理数＋有理数＝有理数？ 山口輝尚 

金子隆博 

情報 数の並びの規則性をみつけよう！  梅野史織 

【表.3 アンケート集計結果(N=238)】 
 問 1 問 2 問 3 問 4 

1.大いに参考になった 
 大いに興味(満足)を持てた 

38% 58% 35% 68% 

2.まあまあ参考になった 
 まあま興味(満足)を持てた 

48% 39% 49% 27% 

3.あまり参考にならなかった 
 あまり興味(満足)を持てなかった 

8% 2% 12% 5% 

4.まったく参考にならなかった 

 まったく興味(満足)を持てなかった 
6% 1% 4% 0% 

【表.4 本講座とロジックリサーチテーマの関連数】 
物理 化学 生物 地学 数学 情報 

4 2 5 5 0 0 

＊ロジックリサーチテーマ数：238 テーマ 

  

  

【図.1 ロジックプログラムⅢの様子】 
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4)ロジックプログラムⅣ(UTO LOGICⅣ) 

 ロジックリサーチ・ポスターセッション 

H28 第 4 年次は，いわゆる調べ学習から脱却

させるため，「先行研究調査の手法」に重点を

置いた取組を進めた。H29 第 5 年次は，プレ課

題研究への発展につなげられるよう「探究方法

に関する面談」に重点を置いた取組を進めるた

め，職員研修の充実を図った。 

1.仮  説 

(1)自らの興味・関心の高い事象について，探究

活動への取組を通して，未知を探究する態度

や研究への興味・関心を高めることができる。 

(2)先行研究調査を充実させることで一層，科学

論文形式 IMRAD を意識したレポート及びポ

スター作成，プレゼンテーションのねらいを

明確にすることができるようになる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)選択的回答方式(4 段階)でアンケートを実施

し，未知を探究する態度や研究への興味・関

心の高まりを検証する。 

(2)科学論文形式 IMRAD にもとづいたレポート

及びポスターの作成ができているか，先行研

究調査の結果として参考文献が示されてい

るか個別指導を通して担当教員が検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 ロジックプログラムⅣについて，レポートを

作成する「ロジックリサーチ」とポスターを作

成し発表する「ポスターセッション」の 2 段階

に分け，表.1・表.2 のようにプログラムを計画

し，1 学年生徒全員が設定したテーマについて，

担当する教員が表 3 のように個別指導を行う。 

 ロジックリサーチでは，図 1 で示すガイダン

ス資料を活用して，生徒には学年集会で提示，

職員には職員研修を実施することで，科学論文

形式 IMRAD を意識した探究活動を行う体制を

構築する。図.2 に示すワークシートを用いて，

興味・関心から探究活動につなげるアヤトゥス

カルタの活用，先行研究調査方法の提示を行っ

た。各生徒が所有する記録媒体を活用して，文

書作成ソフトでレポート作成を進める。 

ポスターセッションでは，図 3 で示すガイダ

ンス資料を活用して，生徒には学年集会で提示，

職員には職員研修を実施する。各生徒が所有す

る記録媒体を活用して，文書作成ソフトでポス

ターを作成した後，PDF 形式に変換した資料を

タブレット端末からスクリーン投影し，一人 3

分以内でクラス発表を行う。ポスターセッショ

ン実施後，生徒間の相互評価によりクラス代表

2 名を選出し，学年集会で全体発表を行う。 

【表.1 ロジックリサーチ日程】 

4月 21日 
生徒対象ガイダンス・テーマ検討 
ロジックプログラムⅠ(探究活動の入口)  
思考ツール活用・先行研究調査 

5月 19日 テータ提出・全職員で担当割振り 

6月 14日 職員研修 

6月 23日 探究方法に関する面談実施 

7月 14日 レポート提出（一次提出） 

夏季休業 レポート添削・訂正 

8月 24日 レポート提出（完成） 

【表.2 ポスターセッション日程】 

9 月 8 日 クラスポスターセッション 1 

9月 15日 クラスポスターセッション 2 

9月 22日 クラスポスターセッション 3 

10月20日 代表者ポスターセッション 
 

 
【図.1 ロジックリサーチガイダンス資料】 

 
【図.2 ポスターセッションガイダンス資料】 
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【表.3 研究テーマ及び担当教員(代表には網掛け)】 
ID 研究テーマ 担当教員 

1101 人間が成し遂げられること 北島 潤一 

1102 よく飛ぶ紙飛行機 平木 享弥 

1103 人の集中力と音楽についての考察 中村 裕佑 

1104 島の形とマグマの関係 長尾 圭祐 

1105 風は何処から来てるのか 平木 享弥 

1106 生物の視覚の違い 長尾 圭祐 

1107 人の気持ち 迫  雄二 

1108 ブラックホールの中に人間が入ると 吉村 麻希 

1109 牛乳を飲むと身長は本当に伸びるのか？ 父母謙一朗 

1110 眠くなる原因とその対処法 後藤 裕市 

1111 人の脳は，なぜ１０％しか使えないのか 原  明倫 

1112 超回復について 藤末 貴裕 

1113 ピザについて 石本 浩司 

1114 睡眠の健康への影響 原  明倫 

1115 占いを信じる理由 石本 浩司 

1116 漢の痛み～股間への衝撃～ 髙木 勝則 

1117 ヘリウムガスを吸うと，なぜ声が変わるのか。 平木 享弥 

1118 組み合わせると危険な食べ物 父母謙一朗 

1119 食べ過ぎると危険な食べ物 國武 弘明 

1120 炭酸と骨の関係 米原 浩治 

1121 運動後の筋肉疲労のとりかた 境  亜希 

1122 医薬品の服用 北島 潤一 

1123 運動後の筋肉のケア 藤末 貴裕 

1124 四つ葉のクローバーについて 中山富美子 

1125 宇宙と地球の誕生 吉村 麻希 

1126 瞳の色の違い 牧野 貴子 

1127 お腹の音について 吉永 晃紀 

1128 野菜の栄養の変化と私たちの健康 國武 弘明 

1129 宇宙の大きさとその先にあるもの 石本 浩司 

1130 なぜ空は青いのか 夕日は赤いのか 平木 享弥 

1131 黄金比と白銀比～日本とヨーロッパ～ 梅野 史織 

1132 世界の睡眠時間と短いことで体に与える影響 後藤 裕市 

1133 猫の尻尾で感情を読み取ろう！ 髙木 勝則 

1134 雨と偏頭痛について 髙木 勝則 

1135 なぜあくびはうつるのか 髙木 勝則 

1136 糖尿病の予防 石本 浩司 

1137 生き物はなぜ意思を持っているのか 石本 浩司 

1138 九州の方言の違いについて 中山富美子 

1139 眠気について 髙木 勝則 

1140 ハングルの特徴 髙木 勝則 

1141 日焼け止めの成分 米原 浩治 

1142 紫外線による人体への影響 米原 浩治 

1201 人が飛ぶ方法 平木 享弥 

1202 腕相撲で勝つ方法 境  亜希 

1203 アシダカグモについて 吉永 晃紀 

1204 天然パーマの直し方 山口 輝尚 

1205 自律神経と体の関係 山口 輝尚 

1206 宇宙空間を光の速さで動くことは可能か 井芹 洋征 

1207 画期的な自転車 石本 浩司 

1208 効率的に走るには 石本 浩司 

1209 臓器の位置が逆になる理由 山口 輝尚 

1210 人間はどんな環境で，今後進化していくのか 奥田 和秀 

1211 データカードの仕組み 山口 輝尚 

1212 QR コードの限界 梅野 史織 

1213 読書が人に与える影響 中村 裕佑 

1214 VR について 森内 和久 

1215 生物の比較 長尾 圭祐 

1216 宇宙 井芹 洋征 

1217 生物を同じサイズにしたらどの生物が最強か 山口 輝尚 

1218 ゾーンに入るために 中村 裕佑 

1219 国々による体格の違い 父母謙一朗 

1220 アリの新しい行進 長尾 圭祐 

1221 足が速くなる方法 石本 浩司 

1222 詐欺撃退法 松岡  訓 

1223 髪質について 山口 輝尚 

1224 ダイエット時に最適な食事内容 鬼塚加奈子 

1225 瞳の色の違い 山口 輝尚 

1226 ドラえもんの四次元ポケット 白石  哲 

1227 千と千尋の神隠しの異世界 松永 美志 

1228 クレヨンしんちゃんの秘密 松岡  訓 

1229 なぜ甘いものを食べると集中力が上がるのか 國武 弘明 

1230 ハグの効果 鶴田 修一 

1231 ゴールデンタイムについて 梅野 史織 

1232 脳と体の関係 山口 輝尚 

1233 チョコレートの種類と効果 皆越千賀子 

1234 笑顔の効果 松岡  訓 

1235 日焼け止めと肌 山口 輝尚 

1236 日本の医療と難病について 山口 輝尚 

1237 人はなぜ行列に並ぼうとするのか 中村 裕佑 

1238 どうして目が回るのか 藤末 貴裕 

1239 なぜモスキート音は若者にしか聞こえないのか  荒木  真 

1240 人は火星に住めるのか 石本 浩司 

1241 われないシャボン玉を作ろう！ 平木 享弥 

1242 日本人の今と昔の顔 松岡  訓 

1301 木の落葉部位の違い 長尾 圭祐 

1302 月の満ち欠けと地震 鶴田 修一 

1303 外国人はどのようにして性格を判断するのか 中村 裕佑 

1304 恒星の爆発～太陽の爆発から人類は逃れられるのか～  髙木 和彦 

1305 ドライフルーツを元の食感に戻す 梅野 史織 

1306 蘚類の生態の解明～好適な生育環境を探る～ 長尾 圭祐 

1307 電力を用いた発弾システム 長尾 圭祐 

1308 大気汚染とその対策 米原 浩治 

1309 日本はなぜ水が豊富なのか 橋本 慎二 

1310 光合成と光の色 迫  雄二 

1311 ＡＢ型はなぜ少ないのか 橋本 慎二 

1312 ヒトは，なぜ横になって寝るのか 長尾 圭祐 

1313 かき氷のシロップはすべて同じ味なのか 國武 弘明 

1314 筋肉と身長の関係性 米原 浩治 

1315 黒のペンからいろんな色を作る 早野 仁朗 

1316 ゲームの歴史から日本の歴史を考察する 橋本 慎二 

1317 がん治療の現代と未来 鶴田 修一 

1318 AR の活用についての考察 梶尾 滝宏 

1319 効率的で安全な除草 早野 仁朗 

1320 色が人にあたえる印象 梅野 史織 

1321 韓国と日本における幼児教育の違い 橋本 慎二 

1322 授業中眠くならないようにするには 中山富美子 

1323 落雷の際に髪の毛が逆立つ理由 植田 直子 

1324 日本人はどのような顔を美人と思うのか 橋本 慎二 

1325 色と熱の吸収 梶尾 滝宏 

1326 人間の肌と紫外線 平野 佳子 

1327 １０円玉をきれいにしよう 早野 仁朗 

1328 きのこについて 植田 直子 

1329 [築地市場]と[豊洲市場]安全なのはどっち？ 鶴田 修一 

1330 竹粉を混ぜた土壌の利用 梶尾 滝宏 

1331 旭日旗について 吉村 麻希 

1332 薬の形状について 早野 仁朗 

1333 アボカドはバターの代わりとして使えるのか 皆越千賀子 

1334 ペットブームと絶滅危惧種 髙木 勝則 

1335 世界の美女の特徴 中山富美子 

1336 紅茶とジャンピング 皆越千賀子 

1337 蚊に「かまれる」「くわれる」「さされる」の境目 松永 美志 

1338 シルバーアクセサリー汚れは炭酸飲料で落ちるのか  牧野 貴子 

1339 お札をピン札にするには 髙木 勝則 
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1401 ミネラルウォーターの違い 佐藤 良一 

1402 効率のいいダイエット方法とは 米原 浩治 

1403 「やばい」の使われ方について 中村 裕佑 

1404 お茶の違い 佐藤 良一 

1405 音の高さを調べる 梶尾 滝宏 

1406 ろうそくで密閉 梶尾 滝宏 

1407 就寝前と起床後の身体の違い 後藤 裕市 

1408 人類の未来を救う「人工光合成」 長尾 圭祐 

1409 日本史の if 奥田 和秀 

1410 赤色がもたらす効果 森内 和久 

1411 コケの成長 長尾 圭祐 

1412 健康寿命を伸ばすには part2 鬼塚加奈子 

1413 スポーツ別で使用する重要な筋肉 境  亜希 

1414 浮き上る球を投げるためには 米原 浩治 

1415 人気のあるアニメとすぐ切られるアニメ，日本と海外の人気の差について 吉永 晃紀 

1416 液状化 牧野 貴子 

1417 円卓の騎士について 白石  哲 

1419 放射線について 松岡  訓 

1420 古代ローマのすごさ 橋本 慎二 

1421 音痴をなおす方法 荒木  真 

1422 色彩：色のもたらす影響 佐藤 良一 

1423 効率よく痩せるには 北島 潤一 

1424 韓国のアイドルグループ 日本のアイドルグループ  吉永 晃紀 

1425 暗記パンを作ろう 早野 仁朗 

1426 顔のパーツが人に与える印象 梅野 史織 

1427 夢の新薬は女性罹患率トップのがんに有効なのか  早野 仁朗 

1428 酵母と発酵 後藤 裕市 

1429 美しい顔の共通点とは 中山富美子 

1430 これからの仕事 松永 美志 

1431 １００年に一度の金融革命 髙木 和彦 

1432 暗記パンをつくりたい 荒木  真 

1433 タイムマシーンを作りたい 井芹 洋征 

1434 「共食」の効果と利点 鬼塚加奈子 

1435 スマホが人におよぼす影響 梅野 史織 

1436 溶けにくい氷を作ろう 平木 享弥 

1437 児童虐待をする親の心 鬼塚加奈子 

1438 熊本に再び起こる地震の可能性 原  明倫 

1439 「紫」の歴史 中山富美子 

1501 身長について 境  亜希 

1502 鼻づまりの原因とその対処法 荒木  真 

1503 二つのチョークの違い 梅野 史織 

1504 汚れをきれいに早く落とすには 境  亜希 

1505 エコーロケーション～音の反響をもちいた探知～  父母謙一朗 

1506 筋肉と電気の関係について 北島 潤一 

1507 シャツのしわの伸ばし方（アイロン以外） 佐藤 良一 

1508 多元宇宙と宇宙時間 原  明倫 

1509 日本の建築様式の特徴 奥田 和秀 

1510 Country house の人々 中村 裕佑 

1511 記憶力を上げる方法 迫  雄二 

1512 髪の毛がある理由 吉村 麻希 

1513 炭酸が体に及ぼす影響 國武 弘明 

1514 戦国で成功する頭脳 白石  哲 

1515 乳酸菌について 髙木 和彦 

1516 方言について 中村 裕佑 

1517 蜘蛛の糸について 松永 美志 

1518 身長が伸びる仕組みと遺伝 境  亜希 

1519 米・英の方言の違い 中村 裕佑 

1520 ゲームが完成するまで 森内 和久 

1521 高級レストランの料理 松岡  訓 

1522 勉強の仕方 迫  雄二 

1523 朝課外の必要性 後藤 裕市 

1524 アリの好物 早野 仁朗 

1525 日焼けを防ぐには 平野 佳子 

1526 なぜ日本語と韓国語には似た言葉があるのか 橋本 慎二 

1527 人はなぜ泣くのか（涙の効果） 松岡  訓 

1528 方言 境  亜希 

1529 涙の種類と泣く効果 境  亜希 

1530 宇土高生の苗字について 松永 美志 

1531 日焼け止めの効果～SPF・PF の指数と時間の関係性～ 皆越千賀子 

1532 抗ヒスタミン薬に関する研究 牧野 貴子 

1533 アジアの食文化の違い 境  亜希 

1534 朝スッキリ起きることのできる人・できない人 米原 浩治 

1535 閏年と宇宙の関係 吉村 麻希 

1536 テーピングの効果 藤末 貴裕 

1537 ギリシア神話と日本神話の類似点 白石  哲 

1538 睡眠について 梅野 史織 

1539 多重人格について 松岡  訓 

1540 日焼けの種類と日焼け止め 藤末 貴裕 

1541 音の高さと年齢の関係 梶尾 滝宏 

1542 なぜ人はくすぐったいという感覚があるのか 原  明倫 

1601 川上巨人はなぜ V９を達成できたのか 境  亜希 

1602 四色定理の凄さと不思議 井芹 洋征 

1603 「滑舌の悪い」原因と改善 橋本 慎二 

1604 人はなぜ夢をみるのか 中山富美子 

1605 人それぞれで違う筋肉の付き方 金子 隆博 

1606 雲と自然災害の関係 奥田 和秀 

1607 人体自然発火の原因 金子 隆博 

1608 ゲリラ豪雨について 金子 隆博 

1609 物質と反物質について 金子 隆博 

1610 星の名前と歴史 平野 佳子 

1611 恋する人の脳科学 松岡  訓 

1612 運動による疲労の回復と食事の関係～回復と教科～ 金子 隆博 

1613 太陽の成り立ちと寿命 金子 隆博 

1614 効率の良い暗記方法 迫  雄二 

1615 色の識別と色が脳に与える影響 梅野 史織 

1616 それぞれの血液型の割合が国によって違う理由 橋本 慎二 

1617 もし人類が滅亡したら 金子 隆博 

1619 なぜ人間が二足歩行に進化したのか 白石  哲 

1620 地球温暖化と地球寒冷化 金子 隆博 

1621 日焼けはなぜ起こるのか 抑える方法 平野 佳子 

1622 カタツムリとナメクジの違い 金子 隆博 

1623 なぜ人によって平熱は違うのか 米原 浩治 

1624 視力低下の原因と回復方法 鬼塚加奈子 

1625 日本人が間違えやすい日本語について 中村 裕佑 

1626 色と熱吸収の関係 森内 和久 

1627 目の見え方について 米原 浩治 

1628 ブラックホールについて 皆越千賀子 

1629 集合体恐怖症の人の心理 松岡  訓 

1630 ブルーライトによる人間への影響 髙木 和彦 

1631 なぜ学生は制服を着るのか 中山富美子 

1632 人間はどこまで進化するのか 奥田 和秀 

1633 涙の仕組み 松岡  訓 

1634 人から人気を集めるキャラクターの特徴 松岡  訓 

1635 方言のでき方について 中山富美子 

1636 外来種による生態系への影響 牧野 貴子 

1637 なぜ日本人は会話中に目をそらしてしまうのか 橋本 慎二 

1638 なぜ紫外線は肌に悪いのか 平野 佳子 

1639 絶滅危惧種について 石本 浩司 

1640 保育園と保育士の今 中山富美子 

1641 柔軟剤について 早野 仁朗 

1642 犬の五感について 原  明倫 

 
 
 
 



- 45 - 

 職員研修はロジックリサーチの指導を実施

する前に全職員対象に行う。図.4 に示す座席表

に配置し，表.4 に示すアジェンダでワークショ

ップを行う。H28 生徒ロジックリサーチ「人間

だけが言語を使う理由」をアンカー作品に設定

し，「1 つのテーマに複数の探究の視点があり，

教員の関わりによって，生徒の探究活動が充実

することを実感する」ことをねらいとする。 
 

管理職  スクリーン  
     

高校国語 6  地歴公民 6  高校数学 6 
     

高校数学 3 

中学数学 2 

養護 2 

 中学理科 2 

高校英語 2 

高校家庭 1 

 中高芸術 3 

高校理科 4 

     

高校体育 5 

中学体育 1 

 

 中学国語 2 

中学英語 2 

中学社会 1 

 高校英語 6 

 

 

【図.4 職員研修ワークショップ座席表】 
 

【表.4 職員研修ワークショップ・アジェンダ】 
時間 内容 
5 分 オープニング 

10 分 ロジックリサーチ・ガイダンス 
25 分 

 
 
 

(5 分) 
 

(1 分) 
 

(6 分) 
 
 

(1 分) 
(7 分) 

 
(5 分) 

ワークショップ 

ねらい 1 つのテーマに複数の探究の視点
があり，教員の関わりによって，生徒の探
究活動が充実することを実感する 

アンカー作品の修正点を付箋紙「赤」に記入 
 ＊一枚の付箋紙に 1 コメントのみ記入 
付箋紙「赤」を A0 ポスターに添付 
 ＊関連ある部分の近くに添付する 
アンカー作品のテーマについて， 
 「自分ならどう探究するか」を付箋紙「黄緑」に記入 
 ＊題材や方向性，探究方法を記入 
付箋紙「黄緑」を A0 ポスターに添付 
A0 ポスターに「赤」で修正点・改善点など記入 
 ＊班でディスカッションして，代表的なものを記入 
ワールドカフェ方式で共有 
 １人がポスターにて説明・残りは他班で説
明を受ける。他班で説明を受けた内容を説明
で残った 1 人に伝える 

5 分 クロージング 

4.検  証 

ロジックリサーチ後，選択的回答方式(4 段階)

でアンケートを実施し，探究する態度や研究へ

の興味・関心の高まりを検証した(表.5)。生徒

の満足度も高く，探究活動を進めるきっかけと

して有効なプログラムであることが示された。 

問(1)将来の進路や職業を考えるうえで参考になりましたか。 

問(2)研究に興味を持てましたか。 

問(3)大学進学に興味を持てましたか。 

問(4)ロジックリサーチに満足できましたか。 

 

【表.5 アンケート集計結果(N=242)】 
 問 1 問 2 問 3 問 4 

1.大いに参考になった 

 大いに興味(満足)を持てた 
46% 57% 42% 58% 

2.まあまあ参考になった 

 まあま興味(満足)を持てた 
45% 47% 44% 46% 

3.あまり参考にならなかった 
 あまり興味(満足)を持てなかった  

7% 4% 11% 4% 

4.まったく参考にならなかった  
 まったく興味(満足)を持てなかった  

2% 2% 3% 2% 

クラス発表会(図.5)で全員がポスターセッシ

ョンする機会を通して，プレゼンテーションや

ポスターについて相互評価を進めることがで

きた。学年発表会(図.6)で代表生徒が発表する

機会は，探究活動の到達目標を高めるうえで効

果的であり，プレ課題研究のテーマ設定を検討

させるうえでも重要な役割を果たした。 

また，ロジックリサーチの進め方に関する職

員研修・生徒対象のガイダンスを実施したうえ

で取り組んだことで，すべてのレポート及びポ

スターで科学論文形式 IMRAD を意識した探究

活動をすることができていた。特に，職員研修

で「1 つのテーマに複数の探究の視点があり，

教員の関わりによって，生徒の探究活動が充実

することを実感する」ワークショップを行った

ことで，教科の専門性，担当者の強みを活かし

た指導の在り方を検討することにつなげるこ

とができ，ロジックリサーチの個別指導の充実

を図ることができた。 

 
【図.5 ポスターセッションの様子】      

  
【図.6 学年発表会の様子】 

  
【図.7 職員研修の様子】 
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(2)宇土未来探究講座Ⅳ【高校１年】 

5)未来体験学習(県内先端企業訪問) 

H28第 4年次はH28.4月熊本地震被災 3ヶ月

後，復興への歩みを進める姿勢と地域の人材育

成に貢献する姿勢を学ぶ重要な機会となった。

H29第 5年次はロジックリサーチ及びプレ課題

研究のテーマ設定につながるよう探究活動の

視点を重視することをねらいとする。 

1.仮  説 

科学技術を活用・応用して事業を展開する熊

本県内の研究機関及び事業所を見学，研修する

機会を通して，科学技術の発展の様子と日常生

活との関連を理解し，進路選択について考えを

深めることができる。また，ロジックリサーチ

やプレ課題研究など探究活動を進めるうえで

必要な知識や素養を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.1 に示す研究機関及び事業所で研修した

生徒を対象に，以下に示す内容を選択的回答方

式(4 段階)でアンケート及びレポート作成を行

い，研究への興味・関心の高まり，進路選択に

関する考えの深まりを検証する。 

問(1)将来の進路や職業を考えるうえで参考になりましたか。 

問(2)事業所での研究に興味を持てましたか。 

問(3)大学進学に興味を持てましたか。 

問(4)本日の研修に満足できましたか。 

3.方  法（検証内容） 

1 学年全員対象に未来体験学習(県内先端企

業訪問)を表.2 のように計画する。ガイダンス・

事業所紹介では，事業所作成の受入カードやパ

ンフレットをもとに事業所を紹介し，進路希望

に応じた事業所を選択させる。事前指導，研修，

事後指導に分けて実施をする。事前指導では

“しおり”を活用して， 

『事業所を選んだ理由またはイメージ整理』

『事業所の HP・資料から特徴をまとめる』 

『事業所の特徴を表すキーワードを挙げる』 

『事業所に聞きたいこと，質問したいこと』 

の 4 項目の記入を課題とする。研修内容は表.3

に示すように「事業概要説明」，「施設見学」，「機

器・装置等を活用した実習」，「講義」を中心に

各事業所で研修プログラムを構築し，ロジック

リサーチ及びプレ課題研究のテーマにつなが

るよう探究活動の視点を重視して実施する。 

 

【表.1 事業所一覧及び引率者】 

 事業所名 引率者 

1 平田機工株式会社 松岡  訓 

2 エーザイ生科研 米原 浩治 

3 カネリョウ海藻株式会社 中山富美子 

4 保健環境科学研究所 境  亜希 

5 メルシャン八代工場 髙木 勝則 

6 JNC(株)水俣製造所(チッソ) 中村 裕佑 

7 熊本県水産研究センター 長尾 圭祐 

8 不二ライトメタル株式会社 梅野 史織 

9 化血研 橋本 慎二 

10 日本合成化学工業(株)熊本工業 山口 輝尚 
【表.2 未来体験学習日程】 

6 月 23 日 ガイダンス・事業所紹介 

6 月 30 日 事業所別参加者名簿決定 

7 月 20 日 第 1 回事前指導「事業概要理解」 

7 月 24 日 第 2 回事前指導「研修中の注意」 

7 月 25 日 未来体験学習(県内先端企業訪問) 

7 月 28 日 事後指導「レポート作成」 

【表.3 研究機関・事業所別研修内容】 

平田機工株式会社 

会社説明（DVD 視聴，概要説明） 
工場見学（自動車関連生産設備） 

エーザイ生科研 

分析センターの見学 
農作物生産における土壌診断に基づく土づくり  
健康な作物づくりの方法・社会貢献について 

カネリョウ海藻株式会社 

会社概要説明（海藻関連商品・品質管理） 
加熱殺菌システム（THC）説明・見学 

保健環境科学研究所 

所長挨拶及び研究所の概要説明 
微生物科学部，生活化学部，大気科学部， 
水質科学部の施設見学研修， 
試験検査実習 

メルシャン八代工場 

工場概要説明（商品開発・品質管理） 
水質確認の実験・アルコール発酵 
工場見学（発酵・醸造過程等） 

JNC(株)水俣製造所(チッソ) 

オリエンテーション（歴史・製品説明） 
展示室説明（液晶有機 EL 材料，ファインケ
ミカル製品，シリコンケミカル製品等） 
農業システム説明（水力発電・化学肥料） 

熊本県水産研究センター 

講義（業務説明・熊本県水産研究紹介） 
実習（赤潮プランクトン観察） 
実験（アサリソーティング作業・魚介類測定） 

不二ライトメタル株式会社 

挨拶・会社案内・マグネシウムの基礎講座 
工場見学（マグネシウム加工工場，表面処理工場） 
加工装置の実演・表面処理実演 

（FSW，プレス機，マシニングセンター） 
マグネシウムと他金属の重さの体験， 
マグネシウム製車椅子の展示 
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一般財団法人化学及血清療法研究所 

事業概要説明（医薬品産業・化血研紹介） 
製造技術等説明（インフルエンザワクチンができるまで） 
インフルエンザワクチン製造工程見学 
生体組織接着剤 使用方法実演・実習 
先輩との懇談会 

日本合成化学工業(株)熊本工業 

概要説明（事業概要・商品開発） 
工場見学（バイオマスボイラー等） 
実験（ポリビニルアルコール水溶性確認） 

  
【図.1 未来体験学習の様子】 

4.検  証 

将来の進路や職業を考え，事業所での研究へ

視野を拡げるうえで本研修が有効であること

が表.4 に示すアンケート結果から示された。プ

レ課題研究で「ドチザメの年齢計測法」，「酵母

に関する科学的考察」のテーマ設定のきっかけ

になるなど探究活動への関連も見られた。 

【表.4 アンケート集計結果(N=238)・感想】 
 問 1 問 2 問 3 問 4 

1.大いに参考になった 
 大いに興味(満足)を持てた 

42% 60% 53% 75% 

2.まあまあ参考になった 
 まあま興味(満足)を持てた 

50% 35% 33% 24% 

3.あまり参考にならなかった 
 あまり興味(満足)を持てなかった  

7% 4% 11% 1% 

4.まったく参考にならなかった  
 まったく興味(満足)を持てなかった  

1% 1% 3% 0% 

平田機工株式会社 

エーザイ生科研 

 
カネリョウ海藻株式会社 

 

保健環境科学研究所 

 
メルシャン八代工場 

 
JNC(株)水俣製造所(チッソ)  

 
熊本県水産研究センター 

 
不二ライトメタル株式会社 

 
化血研 

日本合成化学工業(株)熊本工業 
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(2)宇土未来探究講座Ⅳ【高校１年・SSコース】 

6)未来体験学習(関東研修) 

H28 第 4 年次では，SSH 研究成果発表会での

本研修報告，報告書やプレゼンテーション資料

の次代への継承，課題研究のテーマ設定を意識

した研究開発を進めた。H29 第 5 年次は，研修

効果の波及と持続可能な研修プログラム構築

をねらいに事前学習における異学年によるガ

イダンス機能を意識した取組を進める。 

1.仮  説 

(1)先端技術を活用した研究や最新の知見に関

する研究を行う大学及び研究機関での研修

を通して，探究活動に必要な知識や素養を高

め，探究する心を育むことができる。 

(2)先端分野を研究する研究者とコミュニケー

ションを図る機会や大学及び研究機関の実

際を知る機会によって，進路選択について考

えを深めることができる。 

(3)異学年によるガイダンスの機会を設定する

ことで，研修効果の波及と探究活動の重要性

についての理解を深めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)研修内容を報告する機会を設定し，プレゼン

テーションの構成・表現について，プレゼン

テーション資料及び発表内容を検証する。 

(2)選択的回答方式(4 段階)でアンケート及びレ

ポート作成を実施し，研究への関心，進路選

択の考えの深まりを検証する。 

(3)事前研修で異学年による研修ガイダンスの

機能の効果をレポート記載内容で検証する

とともに，SSH 研究成果発表会・SSH 特別

講演会を報告の機会として設定し，全校生徒

への波及効果を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

1 年 SS コース 68 人を対象に，未来体験学習

（関東研修）を表.1 の日程で実施する。事前に

表.2 に示す発表役割(1 日目 1 班～10 班・2 日

目 11 班～20 班)に基づく班編制をし，研修報告

資料作成と関東研修の意義に重点を置いたガ

イダンスを充実させる。 

研修は 1 日目午後を A 班・B 班，2 日目は

Excellent コース・Standard コースに分け，さ

らに Standard コースは午後を A 班，B 班と常

に 2 班に分かれるように班編制して，表.3 の研

修内容で実施する。研修報告の時間を設定し，

表.4 で示す形式で事前学習・研修で学んだこと，

経験したことをプレゼンテーションする。特に，

研究機関での研修内容，得たこと感じたことを

中心に，全員が 2 日間続けて発表を行う。各班

は貸与したタブレット PC1 台を活用して準備

する。この発表内容は SSH 研究成果発表会や 1

学年集会などの報告の機会，次年度への継承資

料としても活用する。研修後は，A4 一枚自由

記述での研修報告書の作成を通して，研修を通

じて学んだことが課題研究への取組に関連付

くよう意識をさせる。 

【表.1 未来体験学習（関東研修）日程】 

10 月 11日 SSH 特別講演会「関東研修報告」 

11月 17日 第 1 回事前指導「ガイダンス」 

11月 20日 第 2 回事前指導「班編制」 

11月 22日 第 3 回事前指導「発表方法説明」 

H28 関東研修参加生による説明 

「事前研修の意義と関東研修」 

11月 28日 第 4 回事前指導「発表資料収集」 

H27 関東研修参加生による説明 

「AO 入試と関東研修の関係」 

12 月 1 日 第 5 回事前指導「発表資料作成」 

H28 関東研修参加生による説明 

「課題研究と関東研修の関係」 

12 月 5 日 第 6 回事前指導「諸注意」 

12 月 7 日 関東研修 1 日目 

12 月 8 日 関東研修 2 日目 

12 月 9 日 関東研修 3 日目 

12 月 11日 第 1 回事後指導「発表資料提出」 

12月 13日 第 2 回事後指導「レポート提出」 

1 月 25 日 SSH研究成果発表会 IIIS研修報告 

【表.2 研修報告及び発表テーマの分担内容】 
1 日目発表内容 
1 班 2 班 3 班 4 班 5 班 

JAXA 報告 NIMS 報告 NIMS 報告 JIRCAS 報告 RIKEN 報告 

6 班 7 班 8 班 9 班 10 班 

JIRCAS 報告 JAXA 報告 高めたい資質 RIKEN 報告 SS への期待 

2 日目発表内容 
11 班 12 班 13 班 14 班 15 班 

筑波プラズマ報告 KEK 報告 関東研修・プレ課題意義  筑波 TARA 報告  NIED 報告 

16 班 17 班 18 班 19 班 20 班 

TBG 報告 得られたこと BRI 報告 IIIS 報告 IIIS 報告 
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【表.3 未来体験学習（関東研修）研修内容】 
1 日目 12 月 7 日（木） 

時間 A 班 B 班 

13:00 筑波宇宙センター 
JAXA 研修 

理化学研究所 
RIKEN 研修 

15:00 物質材料研究機構 
NIMS 研修 

国際農林水産業研究  
センターJIRCAS 研修  

19:00 発表準備 

20:40 研修報告 1・プレゼンテーション 

2 日目 12 月 8 日（金） 

時間 
Excellent
コース 

Standard コース 

9:30 IIIS 研修 筑波大学研修 

9:30 柳沢正史 
機構長講義 

筑波大学キャンパス紹介 
DVD 視聴（大学概要） 

11:30 実験室 
ツアー 

プラズマ 
研究センター 

生命領域学際研究 
研究センター 

12:40 ウトウトタイム A 班 B 班 

13:00 動物施設見学 
ワークショップ 
疑似科学 

高エネルギー 
加速器研究機構
KEK 研修 

防災科学 
技術研究所 
NIED 研修 

15:00 脳科学実験 
実験講義 

建築研究所 
BRI 研修 

筑波実験植物園 
TBG 研修 

18:00 発表準備 

20:30 研修報告 2・プレゼンテーション 

3 日目 12 月 9 日（土） 

10:00 日本科学未来館 

【表.4 研修報告の形式】 

資料 研究機関パンフレット・ホームページ 
研修資料・写真記録 

手法 プレゼンテーションソフト スライド 12 枚 

時間 各班 5 分以内・質疑応答 2 分 

内容 研究機関概要・研修内容・学習内容 

4.検  証 

(1)プレゼンテーションの構成力・表現力向上 

表.4 に示すように 1 日目・2 日目の 2 回指定

されたテーマの報告及び発表を実施した。「研

修に参加していない生徒に伝わる構成・表現」

をねらいとし，施設概要，研修内容，学習内容，

感想と内容を構成してプレゼンテーションす

ることが全班できていた。2 日目には，「原稿持

ち込み不可，スライド資料に基づく発表」と設

定した課題にも全班対応することができてい

た。伝わるスライド・説明を意識したプレゼン

テーションができていた。 

(2)研究への関心，進路選択の考えの深まり 

以下の質問項目について，選択的回答方式(4

段階)でアンケート及びレポート作成を実施し，

研究への関心，進路選択の考えの深まりを検証

した結果を表.5 に示す。 

問(1)将来の進路や職業を考えるうえで参考になりましたか。 

問(2)先端科学での研究に興味を持てましたか。 

問(3)大学進学に興味を持てましたか。 

問(4)研修に満足できましたか。 

探究活動を進めるうえで必要な知識や素養

の高まり，先端分野を研究する大学及び研究機

関に対する興味・関心の高まりを確認できた。

研究者とコミュニケーションを図る機会や研

究の実際に触れる機会を通して，進路選択につ

いても考えを深めることができた。レポートか

ら「高校での学習及び日常生活と先端科学のつ

ながり」や「課題研究のテーマ設定との関連」，

「研究職に対するキャリアイメージの構築」な

ど生徒の変容が見られた。 

【表.5 アンケート集計結果(N=68)・感想】 

 問 1 問 2 問 3 問 4 

1.大いに参考になった 

 大いに興味(満足)を持てた 
86% 91% 87% 94% 

2.まあまあ参考になった 

 まあま興味(満足)を持てた 
14% 8% 12% 5% 

3.あまり参考にならなかった 
 あまり興味(満足)を持てなかった  

0% 1% 1% 1% 

4.まったく参考にならなかった  
 まったく興味(満足)を持てなかった  

0% 0% 0% 0% 

(3)異学年によるガイダンス機能の充実と 

研修効果の波及と探究活動の広がり 

10 月 SSH 特別講演会では「関東研修報告」

として，全校生徒対象に関東研修の概要報告及

び研修の意義と自身の変容について H28 参加

生が講演をした。事前指導では，H27，H28 関

東研修参加生による「事前研修の意義と関東研

修」，「AO 入試と関東研修の関係」，「課題研究

と関東研修の関係」と 3 回に分け，研修の意義

の理解を深める機会，課題研究及び大学進学と

関連付けたキャリアデザインを描くための機

会と位置付けることができた。特に，異学年か

ら事前研修で伝えられる，研修先の情報収集の

内容，研修報告資料の構成計画，現地でのタイ

ムスケジュールなど具体的な説明は研修効果

を高めるうえで非常に有用であった。以下に研

修内容に関する生徒感想と研修内容の様子を

研修内容ごとに示す。生徒感想からも研修効果

の波及と探究活動の広がりを期待させる記載

が多く見受けられた。 
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【図.1 研修内容報告の様子】 

   

   

  
【図.2 未来体験学習の様子】 

筑波宇宙センター 

 
物質材料研究機構 

 
理化学研究所 

 
国際農林水産業研究センター 

 

 

国際統合睡眠医科学研究機構 

 
筑波大学プラズマ研究センター 

 
筑波大学生命領域学際研究センター 

 
高エネルギー加速器研究機構 

 
建築研究所 

 
防災科学技術研究所 

 
筑波実験植物園 

 

 

 

 

 



- 51 - 

(2)宇土未来探究講座Ⅳ【高校１年】 

7)プレ課題研究 

H28 第 4 年次までに，「科学的探究活動のデ

ータベース化と継承」を目指した「SSH 研究成

果要旨集」作成及び探究活動を通して得た経験

を継承する「フィードバック資料」作成を進め

るとともに，「到達目標を意識したプレ課題研

究」を目指した「プレゼンテーション・コンプ

リートリスト」を活用したプレ課題研究の指導

の充実を図った。H29 第 5 年次では，自身のプ

レ課題研究の取組を客観的に振り返るワーク

ショップを充実させることによって，探究活動

の視点や気づきを課題研究テーマ設定に活か

すことに重点を置いた実践を展開する。 

1.仮  説 

(1)生徒それぞれの興味・関心とロジックリサー

チをはじめとする探究活動の過程に応じた

多様なテーマ設定方法により，生徒の主体的

な探究活動を充実させることができる。 

(2)ロジックリサーチで培った文献調査，レポー

ト作成をはじめとする科学的探究活動の基

礎を活かし，研究目的・仮説の設定から実

験・調査手法，発表資料作成までの研究手順

を身につけることができる。 

(3)「プレゼンテーション・コンプリートリスト」

を活用したプレ課題研究の指導の充実を図

ったうえで，自身のプレ課題研究の取組を客

観的に振り返るワークショップを充実させ

ることによって，探究活動の視点を一層，拡

げることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)ロジックリサーチからの継続，研究室体験，

グループ研究，個人研究など生徒の希望に応

じた多様なテーマ設定ができているかテー

マの類型化による検証をする。 

(2)プレ課題研究の取組が科学研究論文形式

IMRAD に対応しているかプレゼンテーショ

ン資料，研究要旨，ポスターセッション資料

の 3 点を担当教員が検証をする。 

 

(3)研究成果発表会におけるポスターセッショ

ン資料を活用し，「良い点」，「改善点」の抽

出から評価観点を体系化するワークショッ

プを行い，探究活動の視点や気づきの拡がり

を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

(1)テーマ設定の過程とテーマ類型化 

プレ課題研究から 1 学年は「SS コース」と

「SS コース以外」に分かれて探究活動に取り

組む。SS コースは数学・理科担当教員が中心

となり，SS コース以外は 1 学年所属教員が中

心となって指導する。SS コースは図.1 で示す

ように『個人研究』(個人で設定したテーマに取

り組む)，『研究室体験』(2 年課題研究で行う研

究手法を用いて研究に取り組む)，『グループ研

究』(グループで設定した研究に取り組む)の 3

コースから選択，テーマ設定をしてプレ課題研

究に取り組む。SS コース以外は全員『グルー

プ研究』に取り組む。 

課題研究を実施するうえでテーマ設定は今

後の研究内容の方向性を決定付ける重要なプ

ロセスとなる。図.2 に示すように，『生徒の科

学的素養の高揚』，『同学年の関係』，『生徒－教

員の関係』，『異学年の関係』を有機的に関連付

ける環境設定を行う。『生徒の科学的素養の高

揚』ではロジックプログラムからの接続，『同

学年の関係』ではロジックリサーチのポスター

掲示 (図 3)，『生徒－教員の関係』ではテーマ

設定に関する面談期間設定，『異学年の関係』

では研究室体験に関わる課題研究の内容を 2年

生が説明するガイダンスの機会を設定する。一

定期間を経て，テーマ設定を行う。テーマ設定

後は，研究内容に応じて専門性を活かした教員

配置を行い，プレ課題研究の指導を展開する。 

1 学年 → S S コ ー ス → 個 人 研 究 
     

   ↘ 研究室体験 
     

 ↘  ↘ グループ研究 
     

  SS コース以外 → グループ研究 

【図.1 プレ課題研究テーマ設定の流れ】 
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教員  ロジックプログラム  異学年 

 ↘ ↓ ↙  

クラス ⇔ プレ課題研究テーマ選択 ⇔ 同学年 

  ↓   

  プレ課題研究テーマ決定   

【図.2 テーマ設定の過程と関係性】 

  
【図.3 ロジックリサーチ展示及び全体発表会】 

 

(2)科学研究論文形式 IMRAD と研究発表 

表.1 のようにプログラムを計画し，1 学年全

員が科学的探究活動に取り組む。科学研究のサ

イクルについて，科学研究論文形式である

IMRAD を活用して，Introduction(導入・目的)，

Material and Method(方法・材料)，Results(結果)，

Discussion(考察)の形式で統一をする。プレゼ

ンテーション資料，研究要旨，ポスター資料の

すべてで IMRAD を意識することによって，科

学研究サイクルが適切に行われるようプレ課

題研究を展開する。 

プレ課題研究の成果を 5 分間で全テーマ，口

頭発表する機会として校内発表会を実施する。

校内発表会は SS コース 18 テーマから 2 テー

マ，SS コース以外 28 テーマから 2 テーマ，計

4 テーマを代表として選出する SSH 研究成果

発表会の予選会を兼ねる。図.4 に示す「プレゼ

ンテーション・コンプリートリスト」はプレゼ

ンテーション資料作成段階で配付し，口頭発表

後，自己評価する資料として活用する。また，

H28 プレ課題研究後に実施したワークショッ

プで生徒が作成した「フィードバック資料

(図.5)」を配付してプレ課題研究を進める見通

しを持たせる。 

【表.1 プレ課題研究日程】 

9 月 29 日 第 1 回「ガイダンス」 

10 月 10 日 ロジックリサーチポスター掲示 

10 月 20 日 第 2 回「テーマ検討ガイダンス」 

10 月 27 日 テーマ決定 

11 月 10 日 第 3 回「実験・調査」 

11 月 17 日 第 4 回「実験・調査」 

12 月 1 日 第 5 回「実験・調査」 

12 月 8 日 第 6 回「実験・調査データ整理」 

12 月 15 日 第 7 回「実験・調査データ整理」 

冬季休業 「実験・調査データ整理」 

1 月 12 日 第 8 回「研究成果要旨提出」 

1 月 16 日 第 9 回「プレゼンテーション資料作成」 

1 月 17 日 第 9 回「校内発表会」 

1 月 18 日 質問カードフィードバック 

1 月 23 日 第 10 回「ポスター作成」 

1 月 25 日 SSH 研究成果発表会 

2 月 2 日 第 11 回「1 年間の振り返り」 

2 月 9 日 第 12 回「フィードバック」 

 

  
【図.4 プレゼンテーション・コンプリートリスト 20】 【図.5 次代へのフィードバック資料】 
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(3)探究活動の視点や気づきの拡がり 

図.6 に示す質問カードは，口頭発表に対する

質問・疑問・意見・助言等を記入させ，全員分

をまとめたうえで発表テーマごとに短冊にし

てフィードバックする。プレ課題研究実施後は，

図.7 で示すように，2 年次以降の課題研究への

展望が拓けるようにプレ課題研究の過程を振

り返る。表.2 に示すタイムスケジュールで，研

究成果発表会におけるポスターセッション資

料を活用し，「良い点」，「改善点」の抽出から

評価観点を体系化するワークショップを行う。 

【表.2 プレ課題研究評価観点ワークショップ】 

5 分 チェックイン 

15 分 パフォーマンス課題について 

[自身の研究＋他者資料] 

① 「良い点（赤付箋）」 

「改善点（青付箋）」に記入 

② A0 サイズ白紙に付箋をのせる。 

15 分 「評価観点」作成について 

③ 付箋紙を「カテゴリー」で分類 

＊カテゴリーにキーワードを 

④ A3 サイズの白紙に付箋をのせて 

「見出し」を書く 

15 分 「評価観点」共有 

各班 2 分程度で発表する 

 

 
【図.6 質問カード活用例】 

  
【図.7 のフィードバック資料作成の様子】 

4.検  証 

(1)テーマ設定の過程とテーマ類型化 

表.3 にプレ課題研究のテーマを示す。ロジッ

クリサーチからプレ課題研究に継続したテー

マは SS コースで 3 テーマ，SS コース以外で

11 テーマ，表.4 で示すように生徒設定グループ

研究が 8 テーマ，個人研究が 2 テーマとなり，

生徒の興味・関心に応じたテーマ設定の充実を

図ることができた。 

【表.3 プレ課題研究テーマ一覧】 

●SS コース・テーマ 指導者 

研
究
室
体
験 

伝統的修復材「ガンゼキ」の科学的考察 平木亨弥 

お茶からのカテキンの分離精製 早野仁朗 

標高差による二酸化窒素 NO2濃度の変化について  迫 雄二 

ウトウトタイムの効果について 後藤裕市 

キャベツとブロッコリーのカルス形成 後藤裕市 

ドチザメの年齢計測法 長尾圭祐 

クスノキの葉に集まる虫たち 長尾圭祐 

トラス構造を用いた頑丈な橋づくり 梅野史織 

グ
ル
ー
プ 

磁力を使った輸送機器の研究 梶尾滝宏 

コンクリートの研究 梶尾滝宏 

なぜ染色には藍が使われるのか 早野仁朗 

テオブロミンの研究 井芹洋征 

各種オブラートの性質の違いと利用方法について 迫 雄二 

オブラートはいつ溶けるのか 迫 雄二 

オブラートとヒトの嚥下機能について 迫 雄二 

疲労について 山口輝尚 

個
人 

酵母に関する科学的考察 後藤裕市 

風  ～潮風,山風と植物の関連性～ 山崎惟善 

●SS コース以外 

菌の少ないお弁当づくり 

石本浩司 
手帳と成績の関係 

雲について 

一番よく飛ぶ紙飛行機を作る 

身長を伸ばすために出来ること 

境 亜希 手をきれいにする方法 

人類と微生物の共存 

柑橘類を甘くするためには 

髙木勝則 人の味覚 

流行予報 

埃の発生条件 

中村裕佑 
文系と理系とで本の好みは違うのか 

ダイラタンシー現象の衝撃吸収 

トラウマとその改善について 

シャンプーの成分と髪に与える効果 

中山富美子 
肥料による植物の成長の違い 

メントスコーラの原理 

あっち向いてほいの必勝法 

東京オリンピックに向けて 

橋本慎二 
外国人に好まれる日本のお菓子 

難民について 

プラシーボ効果による記憶能力の向上について  

嫌いな食べ物 

松岡 訓 色の見え方 

嘘をつく人の心理 

消しゴムの代用品 

米原浩治 油彩の有毒性について 

電気エネルギーを用いない明かり 

【表.4 プレ課題研究テーマ設定過程の変遷】 

 
H26 

第 2年次 
H27 

第 3年次 
H28 

第 4年次 
H29 

第 5年次 

個人研究 2 2 0 2 

研究室体験 4 9 5 8 

グループ研究 5 4 11 8 
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(2)科学研究論文形式 IMRAD と研究発表 

担当教員の指導のもと，ロジックリサーチを

通して培った科学的探究活動の基礎を活かし，

仮説設定から実験・調査手法，発表資料作成ま

での研究手順の意識づけができた。プレゼンテ

ーション資料，ポスターセッション資料(図.8)，

研究要旨(図.9)のすべてで IMRAD を意識した

発表資料を全班作成することができた。 

 
【図.8 ポスターセッション資料(SS 代表)】 

 
【図.9 研究要旨資料(SS 代表)】 

(3)探究活動の視点や気づきの拡がり 

図.8 に示すポスターセッション資料につい

て自班研究資料と他班研究資料の 2部をアンカ

ー作品として，「良い点」，「改善点」の抽出か

ら評価観点を体系化するワークショップを行

った。良い点，改善点を記載したうえで，評価

観点を体系化し，キーワードとして掲げた観点

を図.10 に示す。ロジックリサーチ及びプレ課

題研究を通して科学研究論文形式 IMRAD を意

識した構成を指導しているため，「目的」「方法」

「結果」「考察」「結論」「参考文献」への評価

観点が見受けられたこと，表現方法や図・写真

など見せ方に着目した評価観点が多く見受け

られたことが特徴的な傾向であった(図.11)。 

「評価観点」共有の時間を通して，テーマ設

定や科学的視点，データ信憑性など様々な評価

観点があることに気付くことができ，課題研究

に向け，探究の視点や気付きを拡げるうえで有

効な取組となった。 

 
【図.10 ワークショップ生徒評価観点の分布】 

 
【図.11 ワークショップ生徒評価観点の様子】 
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(3)宇土未来探究講座Ⅴ【高校２年・SSコース】 

1)課題研究 

H27 第 3 年次は，「科学的探究活動の成果発

表機会の充実」と「課題研究の質の向上」を重

点事項に据え研究開発に取り組み，H28 第 4 年

次は，口頭発表及びポスター資料など成果物が

評価資料であった課題研究の評価の在り方に

ついて，課題研究のプロセスを含めた「評価規

準に関する生徒・指導教員の共通理解を深める

取組」を充実させた。H29 第 5 年次は，「構想

発表会」及び「卒業生を活用した中間発表会」

を設定し，「様々な視点で研究内容を見つめる」

ための取組を充実させる。 

1.仮  説 

(1)課題研究の指導体制を構築することで，生徒

の興味・関心にもとづく課題研究のテーマ設

定と探究活動を展開することができる。 

(2)構想発表及び発表機会を充実させることで，

科学的探究活動のサイクルを活性化させ，課

題研究の質の向上につなげることができる。 

(3)課題研究の評価の観点に関する生徒・指導教

員の共通理解を深めることで，探究のプロセ

スを重視した課題研究を充実させることが

できるようになる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)課題研究の指導体制の構築 

課題研究のテーマ設定の方法について，「個

人研究」・「継続研究」・「グループ研究」に分類

する。指導方法については，「共同研究型」，「連

携型」，「自治型」に分類する。 

(2)課題研究の質の向上のための発表機会充実 

4 月テーマ設定後，課題研究の方向性や研究

方法を明確にするために 6 月構想発表会を，研

究の考察や視点を拡げるために 11 月中間発表

会を実施する。研究要旨，プレゼンテーション

資料，ポスターセッション資料の 3 点を発表成

果資料とし，11 月熊本県スーパーハイスクール

指定校合同発表会以降，発表機会にあわせて更

新させる。校内課題研究発表会，SSH 研究成果

発表会に加え，希望生徒による各種コンテス

ト・学会での発表機会も充実させる。 

(3)課題研究の評価の観点に関する共通理解 

研究成果物を活用したルーブリック作成ワ

ークショップを実施することで，課題研究にお

ける評価の観点とその段階を視覚化する。 

3.方  法（検証内容） 

(1)課題研究の指導体制の構築 

図.1 に示すように，「ロジックリサーチ」，「プ

レ課題研究」と 2 回テーマ設定を経験した 1 年

SS コースの生徒は，1 年 2 月から 2 年 4 月に

かけて「課題研究」のテーマ検討を行う。課題

研究のテーマ設定は，プレ課題研究から引き続

き個人で研究に取り組む「個人研究」，過去に

宇土高校課題研究で確立した実験手法・資料を

もとに研究に取り組む「継続研究」，プレ課題

研究から引き続きグループで研究に取り組む

「グループ研究」から選択したうえで，理科・

数学教員との面談やヒアリングを複数回行っ

たうえで正式に決定する。 

指導方法について，専門機関が確立した実験

手法を用いて，生徒の研究活動を展開する「共

同研究型」，専門機関からの指導助言，施設機

器利用を定期的に行うことで生徒の研究活動

を展開する「連携型」，学校内施設機器利用で

生徒の研究活動を展開する「自治型」と設定し，

生徒に応じた指導を行う(図.2)。 

課題研究担当教員である理科・数学科の職員

が全員参加する「課題研究担当者ミーティン

グ」を週時程で 1 時間設定し，課題研究に関す

る情報共有を図る体制を構築する。課題研究に

関する企画立案に加え，進捗状況や課題を共有

する機会として運営をした。 

1学年    

7 月 
ロジック 
リサーチ 

 個 人 研 究 

   ↙ ↓ ↘ 

11 月 
プレ 
課題研究 

 
個 人 
研 究 

研究室 
体験 

グループ 
研究 

   ↓ ↓ ↓ 

2 月 課 題 研 究 テ ー マ 検 討 ・ 決 定 

2学年   ↙ ↓ ↘ 

4 月 課題研究  
個 人 
研 究 

継続
研究 

グループ 
研究 

【図.1 課題研究テーマ設定の流れ】 
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テ ー マ 設 定  指 導 方 法    

個 人 研 究  共 同 研 究 型 
   

継 続 研 究  連 携 型 
   

グループ研究  自 治 型 
【図.2 課題研究テーマ設定と指導方法】 

 

(2)課題研究の質の向上のための発表機会の充実 

図.3 で示す科学的探究活動サイクルを活性

化させるために，表.1 に示す日程で，発表機会

を設定する。発表資料として，研究要旨(A4：

SSH 生徒研究発表会様式)，プレゼンテーショ

ン資料(.ppt)，ポスターセッション資料(A0 形式

自由)の 3 点を発表の機会を通して，作成するよ

う表.2 の担当者で指導する。 

 
【図.3 科学的探究活動サイクル(生徒提示)】 

 
【表.1 科学的探究活動の発表機会(2 年次)】 

日 時 内 容 対象 

6 月中旬 宮崎県立宮崎北高等学校 
合同構想発表会 

全員 

7 月下旬 サイエンスインターハイ@SOJO  17 人 

8 月下旬 WRO Japan 九州・山口地区大会 2 人 

11 月上旬 熊本大学及び国立研究開発法人科学技術振興機構  
「女子中高生の理系進路選択支援プログラム」  
校内課題研究中間発表会 

全員 

11 月中旬 熊本県スーパーハイスクール合同発表会 全員 

11 月下旬 第 12 回国際先端科学技術国際会議 
ICAST in 台湾・高雄市 

2 人 

11 月下旬 日本両棲爬虫類学会 1 人 

12 月上旬 バイオ甲子園 2 人 

12 月上旬 サイエンスキャッスル九州大会  22 人 

1 月上旬 SSH 研究成果要旨提出 全員 

1 月中旬 校内課題研究成果発表会 全員 

1 月下旬 SSH 研究成果発表会 全員 

3 月上旬 九州両生爬虫類研究会 2 人 

3 月中旬 世界トップレベル研究拠点プログラム(wpi)  
国際統合睡眠医科学研究機構研修 

6 人 

3 月下旬 第 14 回日本物理学会 jr セッション  5 人 

 

【表.2 課題研究テーマ一覧】 

テーマ 担当者 

振動スピーカーを用いたうなりの可視化の研究  梶尾滝宏 

「振り子式反発係数測定法」の研究 梶尾滝宏 

ピッチ降下現象の一考察～温度の観点～ 梶尾滝宏 

伝統的修復部材「ガンゼキ」の科学的考察  

～松の煮汁に注目して～ 

平木亨弥 

カフェインの最適抽出方法の検討 早野仁朗 

除草剤の代用品になるものは？ 早野仁朗 

トラス構造を用いた橋づくり 

～より強く，より安く～ 

早野仁朗 

有明海のサメの年齢測定法の開発 長尾圭祐 

ニホンイシガメの現状と対策 長尾圭祐 

クスノキの葉を食物やシェルターとして利用する虫たち 

～葉と動物の対抗関係～ 
長尾圭祐 

ヌマガエルの定位に及ぼす回転刺激とその受容  長尾圭祐 

ウトウトタイムと運動能力との関係性 後藤裕市 

植物細胞のリプログラミング 後藤裕市 

リボソームによる多能性幹細胞の創造 後藤裕市 

細胞培養の技術を活用した細胞増殖の条件検証  後藤裕市 

潮風と植物の関連性 山崎惟善 

LEGO® MIND STOME EV3 を 

利用した校内清掃ロボット 

父母謙一朗 

安全領域の公式化 井芹洋征 

1) 構想発表会 

4 月課題研究テーマ設定後，宮崎県立宮崎北

高等学校と合同で構想発表会を図.4 に示す内

容で 6 月に実施する。表.3 に示すように探究の

の方向性を明確にするワークショップを行う。 

 
【図.4 構想発表会日程表】 



- 57 - 

【表.3 構想発表会スケジュール】 

内容 詳細 

班編制 座席表で班ごとに着席 

アイスブレーキング 自己紹介 

構想発表１部 

「研究紹介」 

□A 班 → B 班 → C 班  

(5 分)構想発表説明 

(5 分)質問・気付きを付箋紙記入 

＊掲示した構想発表資料に貼る 

構想発表２部 

「研究再構想」 

□質疑応答・付箋紙の内容をもとに 

各班で再度，研究構想をたてる。 

□変更，修正内容赤ペンで記入。 

構想発表３部 

「再構想発表」 

□ガイダンス・再構想発表の進行 

□Ａ班(2 分)→Ｂ班(2 分)→Ｃ班(2 分) 

再構想発表説明(変更・修正点説明) 

構想発表４部 

「共有」 

□ワールドカフェ方式（前後半 20 分） 

 各班半分が構想発表資料・ボード前で説明 

 残りは様々なグループをまわり，説明を聞く 

構想発表５部 

「まとめ」 

□宇 土(2 分)生徒１名感想発表 

□宮崎北(2 分)生徒１名感想発表 

 
【図.5 構想発表資料】 

   

   

 
【図.6 構想発表会の様子】 

2) 中間発表会 

熊本大学が国立研究開発法人科学技術振興

機構から指定を受けた事業「女子中高生の理系

進路選択支援プログラム」と連携して，11 月中

間発表会を図.7 に示す内容で実施する。課題研

究の中間発表をポスターセッション形式で実

施し，国立研究開発法人科学技術振興機構，熊

本大学，本校卒業生，ソニーセミコンダクタマ

ニュファクチャリング株式会社から研究の考

察や視点を拡げるためのアドバイスを受ける。 

 
【図.7 中間発表会日程表】 

  
 

  
【図.8 中間発表会の様子】 
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3) 熊本県スーパーハイスクール 

指定校合同研究発表会(KSH) 

11 月 SSH 事業管理機関である熊本県教育庁

教育指導局高校教育課主催による KSH を実施

する。熊本県内における SSH 指定校 4 校，SGH

指定校 2 校，SPH 指定校 1 校が一堂に会し，中

間発表会を図.8 に示す内容で実施する。課題研

究の中間発表をポスターセッション形式で実

施し，他校生徒及び教員から研究の考察や視点

を拡げるためのアドバイスを受ける。 

 
【図.9 合同発表会日程表】 

   

  
【図.10 合同発表会の様子】 

 

 

 

(3)課題研究の評価の観点に関する共通理解 

課題研究の評価の観点に関する生徒・指導教

員の共通理解を深めるために，表.4 に示す日程

で課題研究の取組を振り返る時間を設定する。

年間 2 回実施する全生徒・職員が参加する成果

発表会のステージで学年主任をコーディネー

ターに，課題研究(探究活動)に取り組んだ生徒

をパネリストとしたパネルディスカッション

を行う。課題研究は目に見える成果だけでなく

プロセスの重要性に焦点が当たるように進行

し，全校生徒にその意義を伝える。 

【表.4 課題研究の取組を振り返る時間】 

7 月上旬 SSH 課外研究成果発表会(35 分) 
パネルディスカッション 
「課題研究(探究活動)を通して 
得られたもの・変わったもの」 

1 月下旬 SSH 研究成果発表会  (35 分) 
パネルディスカッション 
「探究活動を通して拓けた世界」 

2 月上旬 2 年課題研究ワークショップ 
「ルーブリックをつくろう」(110 分) 

ルーブリック作成ワークショップは表.5 に

示す手順と内容でを生徒 9 班で編制して実施す

る(図.11)。パフォーマンス課題には，SSH 指定

校合同課題研究発表会で使用したポスターセ

ッション資料 1 枚を用い，「良い点」「改善点」

を付箋紙に記入する。付箋紙をカテゴリー化し

た後，段階分け，文章化することで課題研究ル

ーブリックを各班作成する。 

【表.5 ルーブリック作成ワークショップ日程】 
15 分 概要説明 

7 分 (1)パフォーマンス課題について 
 自分の研究の「良い点(赤)」「改善点(青)」を記入  

13 分 (2)パフォーマンス課題について 
 他班の研究の「良い点(赤)」「改善点(青)」を記入  

15 分 (3)「観点」作成について 
 付箋紙を「カテゴリー」ごとに分ける 

15 分 (4)「段階」について 
各観点にある付箋紙を段階に分ける 

15 分 (5)「記述語」について 
各観点内にある各段階を示す言葉を記入 

25 分 (6)「ルーブリック」共有 
 各班 3 分以内に発表・共有 

5 分 まとめ  

  
【図.11 ルーブリック作成ワークショップ】 
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4.検  証 

(1)課題研究のテーマ設定と指導体制 

図.1 に示した流れで設定した課題研究のテ

ーマについて，図.2 に示す指導法で類型化した

ものを表.6 にまとめた。プレ課題研究を経て，

テーマ設定するうえで生徒に応じた多様な指

導方法で課題研究を進めることができた。特に，

SSH 指定 5 年間で設置した実験機器，構築した

研究機関との連携関係，異学年間の実験手法の

継承，卒業生の活用など教育資源の充実が課題

研究を展開するうえで有効になっている。 

【表.6 課題研究指導方法の類型化】 
テーマ 指 導 法 設定 

振動スピーカーを用いたうなりの可視化の研究  自 治 型 継続研究 

「振り子式反発係数測定法」の研究  自 治 型 継続研究 

ピッチ降下現象の一考察～温度の観点～ 自 治 型 継続研究 

伝統的修復部材「ガンゼキ」の科学的考察  

～松の煮汁に注目して～ 
自 治 型 継続研究 

カフェインの最適抽出方法の検討  自 治 型 継続研究 

除草剤の代用品になるものは？  自 治 型 継続研究 

トラス構造を用いた橋づくり 

～より強く，より安く～ 
連 携 型 グループ 

有明海のサメの年齢測定法の開発  連 携 型 グループ 

ニホンイシガメの現状と対策 連 携 型 グループ 

クスノキの葉を食物やシェル
ターとして利用する虫たち 

連 携 型 グループ 

ヌマガエルの定位に及ぼす 

回転刺激とその受容 
自 治 型 グループ 

ウトウトタイムと運動能力との関係性  連 携 型 継続研究 

植物細胞のリプログラミング 自 治 型 グループ 

リボソームによる多能性幹細胞の創造  共同研究 継続研究 

細胞培養の技術を活用した 

細胞増殖の条件検証 
自 治 型 グループ 

潮風と植物の関連性 自 治 型 グループ 

LEGO® MIND STOME EV3

を利用した校内清掃ロボット 
連 携 型 継続研究 

安全領域の公式化 自 治 型 グループ 

(2)課題研究の質の向上のための発表機会の充実 

全班が構想発表を通して課題研究の方向性

や実験手法を明確にしたうえで研究を進めた

ことによって，7 月下旬から校外発表に参加し

た研究班に代表されるように早期に研究結果

が得られる研究班が増加し，課題研究の取組の

質の向上を図ることができた。研究要旨 1 回，

プレゼンテーション資料 1 回，ポスターセッシ

ョン資料 2 回は最低限作成し，口頭発表の機会

を 1 回設定することによって，ピア・レビュー

を定期的に行うことができた。 

また，学会・コンテストでの研究発表を経験

した生徒のべ 59 人(実人数 35)，うち海外など

英語で口頭発表を経験した生徒のべ 8 人(実人

数 8)がおり，発表機会を課題研究の目標と位置

付け，研究活動を深めることができた。 

(3)課題研究の評価の観点に関する共通理解 

 ルーブリック作成ワークショップ実施によ

り，図.12 に示すようなルーブリックを各班が

作成し，表.7 に示す評価の観点が生徒の各班か

ら得られた。パフォーマンス課題として自班と

他班のポスターセッション資料の「良い点」，

「改善点」を挙げたうえで評価観点を構築する

過程で課題研究に求められる資質を議論する

良い機会となった。特に，評価の観点を作成し

たうえで，評価の観点を段階化する過程は，課

題研究の到達度や目標の把握，評価の観点の重

みの理解など今後の課題研究を展開するうえ

での展望をもつうえでも効果が見られた。また， 

各班によるルーブリック共有の機会を通して， 

新たな評価の観点の理解を促すことや，同じ評

価の観点でも段階や記述後が異なることを認

識することができた。 

 
【図.12 ルーブリック作成ワークショップ】 

 
【表.7 ワークショップで得られた評価の観点】 

班 観点 

1 要約・目的・方法・結果・展望・構成・考察 

2 目的・内容・結果・構成 

3 方法・結果・考察・結論・図写真・表グラフ 

4 内容・展望・考察・グラフ・表図 

5 目的・方法・結果・全体・資料・参考文献 

6 目的・方法・実験回数・データ数・まとめ 

7 要約・目的・方法・結果・考察・レイアウト 

8 レイアウト・説明・研究性 

9 先行研究・方法・考察・写真グラフ図 
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(3)宇土未来探究講座Ⅴ【高校２年】 

2)ロジックプログラムⅤ(UTO LOGICⅣ) 

H29 第 5 年次は，SSH 中間評価において指

摘を受けた事項「今後，高校から入学する生

徒への波及を大きくして，学校全体として

SSH 事業を充実していくこと」を課題として，

SSH 主対象以外の探究活動の充実を図る。 

1.仮  説 

プレ課題研究を通して培った文献調査，レ

ポート作成をはじめとする科学的探究活動の

基礎を活かし，人文科学，社会科学，自然科

学などを対象に調査・研究に取り組むことに

よって，SSH 主対象である SS コース以外の

中進文系・高進文系・高進理系の生徒の論理

的思考力を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

プレゼンテーション資料，研究要旨，ポス

ターセッション資料の 3 点を発表成果資料と

し，クラス発表会，校内発表会及び研究成果

発表会の場でその成果を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 クラスでテーマ設定・グループ編制をし，

担任・副担任が担当教員となって，週 1 時間，

探究活動に取り組む。1 学期はグラフの読み

方や相関・因果の関係を理解する統計学講座

を実施する。発表会では，表.1 で示す評価シ

ートを活用し，表.2 で示すテーマごとに生

徒・教員による相互評価を実施する。 

【表.1 評価シート】 
観点 項目 

(1)内容 

①テーマに沿った内容であったか 

②話の構成は適切だったか 

③話の内容は分かりやすかつたか 

④正確な内容を伝えていたか 

(2)プレゼン 

ツール 

資料 

①提示用資料は分かりやすかったか 

②図，表を用いて見やすかったか 

③ツールの操作や活用の習熟 

④大事な点が強調されて伝わったか 

(3)話し方 

①声の大きさは適当てあつたか 

②話し方のスピードは適切であったか 

③明瞭でメリハリのある話し方か 

④間の取り方は適切であったか 

(4)動作 

①ボディランゲージやアイコンタクト

は適切だったか 

②熱意は伝わったか 

 

4.検  証 

H29 第 5 年次は，探究活動の目標設定として，

一般社団法人 Glocal Academy 主催，第 3 回高

校生国際シンポジウムに SSH 主対象以外の生

徒 3 名が本校同窓会支援を受けて参加した。探

究活動の成果を英語で発表するという高い目

標を得たことで主体的，対話的でかつ深い学び

を実現する探究活動の展開が見られた。研究発

表の場を設定することは生徒の探究活動の充

実を図るうえで効果的であった。 

【表.2 研究テーマ一覧】 

テーマ 担当者 

グリム童話について 

原 明倫 

松永美志 

バリアフリーについて 

バリアフリーについて 

宇土市の「今」～少子化・高齢化の解決策～ 

筋肉について 

熊本地震の復興と現状 

熊本地震後の宇土市の復興 

古今和歌集・春歌を読んで気付いたこと 

古典作品の英訳 

歯磨きの実態 

少子化問題について 

和菓子 

ジブリが愛される秘密 

白石 哲 

國武弘明 

商店街の活性化 in UTO 

宇土城の歴史 

介護の現状 

近年の求人募集の傾向とその背景 

高齢者へのサービス 

子どものやる気を起こさせる教育とは 

子どもの貧困について 

食品ロス０を目指して 

アニメツーリズムは観光資源として有効か 

平野佳子 

皆越千賀子 

みんなちがってみんないい 

宇土本町通の活性化について 

熊本弁調査～これで誰でも熊本人～ 

店舗から考える高齢化社会 

里親制度の現状と課題 

つまようじタワー 

 

父母謙一朗 

平木享弥 

パッチテスト 

介護の現状 

筋トレしようぜ！ 

川の水について 

ICTの活用 

カメと微生物 

藤末貴裕 

迫 雄二 

看護の違い 

教師について 

熊本の名産品を使った健康的な食事 

少子高齢化の現状 

少年犯罪について 

爪楊枝タワーの耐久性について 

日本建築のこだわり 

離乳食について  
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(4)宇土未来探究講座Ⅵ【高校３年・SSコース】 

1)課題研究 2)SSH課題研究成果発表会 

H28 第 4 年次まで，「英語への興味・関心

を高める取組」を重点に研究開発を展開した。

H29 第 5 年次は，「SSH 課題研究成果発表会」

での英語発表を集大成と位置付け，それに向

けた国際及び学会発表・プログラム開発等の

英語発表の機会充実を図る取組を進める。 

1.仮  説 

(1)課題研究の成果を論文にまとめることで，

科学的探究活動を総括するとともに，その

成果を次代へ継承できる。 

(2)英語で口頭発表を行う機会を設定するこ

とで課題研究の成果をグローバルな舞台で

発表する態度を育成することができる。 

2.研究内容（検証方法） 

(1)課題研究成果をジャーナルフォーマット

で論文としてまとめ，冊子にした「課題研究

論文集」をもとにその成果を検証する。 

(2)英語によるプレゼンテーションを行うこ

とができるか校内発表会及び SSH 課題研究

成果発表会で検証する。 

3.方  法（検証内容） 

(1)表.1 に示すテーマについて，図.1 で示すよ

うに，ジャーナルフォーマットを提示して課

題研究論文集作成ガイダンスを実施する。統

一様式で 8 ページ以内の論文作成を進めるう

えで，研究が再現できるように記述するよう

様々な留意点を確認する。 

(2)校内発表会及び SSH 課題研究成果発表会

のみでなく，希望生徒には英語で研究発表す

る機会として海外研修や国際学会等の場を

表.2 に示すように，高校 2 年課題研究から設

定する。英語での研究発表が標準である雰囲

気を醸成する。英語での口頭発表の時間を 10

分に設定し，スライド資料の言語や字幕使用

など資料提示方法は各研究班の裁量とする。 

 

 

 

【表.1 課題研究テーマ一覧】 

テーマ 担当者 

うなりの可視化と振動の記録 

～振動スピーカーによるしっぽ振り現象の解明～  

Visualization of Beat and Record of the Vibration 

梶尾滝宏 

橋本慎二 

反発係数の研究～『振り子式反発係数測定法』の開発～ 

Study on the Coefficient of Restitution 

梶尾滝宏 

中元義明 

伝統的修復材「ガンゼキ」の科学的考察 

Scientific consideration of GANZEKI 

平木亨弥 

吉永晃紀 

βカロテンの抽出 

Extraction 

早野仁朗 

牧野貴子 

除草剤の代用品を探す研究 

What are the substitutes for herbicides? 

早野仁朗 

國武弘明 

学校周辺の二酸化窒素濃度の状況と 

植物等による吸収について 

Investigation of the nitrogen dioxide density 

around the school and absorption of plants 

迫 雄二 

髙木勝則 

リボソームによる多能性幹細胞の創造 

Generation of Pluripotent Stem Cells by Ribosome 

後藤裕市 

中元義明 

コケの屈性～胞子体が示す光屈性・重力屈性の関係～ 

Tropism of moss～The relation of phototropism 

and geotropism of Hypnum plumaeforme’s sporophyte  

後藤裕市 

牧野貴子 

身近な植物を用いた乳酸菌の探索 

Expore the possibility of new species of lactic acid bacteria 

後藤裕市 

國武弘明 

アクチグラフを用いたウトウトタイムにおける効果分析 

Analysis Effects of Uto-Uto-Time Using Actigraph 

後藤裕市 

鬼塚加奈子 

身近なカエルの年齢査定 ～SVL と LAG の関係～  

The research of frog’s age ~relation of SVL and LAG~ 

長尾圭祐 

髙木勝則 

現生と化石のシャミセンガイの元素分析 

Elemental analyses of extant and fossil Lingua spp.  

山崎惟善 

鬼塚加奈子 

レゴによる蔵書返却ロボットの開発 

Development of robot returning books by Lego 

石村ゆかり 

吉永晃紀 

数学公式の開発 

Development of mathematical formula 

半田拓也 

橋本慎二 

担当者上段：理科・数学教員/下段：英語科教員 

 
【図.1 ジャーナルフォーマットガイダンス】 
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【表.2 課題研究論文・発表等スケジュール】 

日 時 内 容 

10 月下旬 SSH 海外研修・大韓民国盆唐中央高校 

11 月下旬 国際動物学会 

3 月上旬 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

4 月上旬 課題研究・論文作成ガイダンス 

6 月上旬 JSDB Special Symposium 

6 月中旬 課題研究論文提出 

7 月中旬 校内発表会 

7 月下旬 課題研究成果発表会 

 

4.検  証 

(1)課題研究論文集作成 

図 1 で示すような統一様式で課題研究論文

集を作成することができた。科学研究論文形

式 IMRAD に沿って，実験目的及び実験手法

により得られた実験結果の示し方，考察の在

り方，結論の提示方法などについて，担当者

による指導により課題研究の成果をまとめる

ことができた。特に，表.3 に示すロジック・

ルーブリックを生徒及び教員で共有し，課題

研究の評価観点及び段階を確認して論文作成

を進めることができた。課題研究論文集は全

校生徒に配付をし，特に，2 年 SS コースの

生徒には課題研究の参考に，1 年生にはプレ

課題研究及び課題研究のテーマ設定のうえで

重要な参考資料として活用することができた。 

(2)SSH 課題研究成果発表会での英語発表 

校内発表会では英語による研究発表を全班

が行うことができた。英語での表現やプレゼ

ンテーション資料の提示方法など研究内容を

英語で伝えるための創意工夫が見られた。

H29 課題研究 14 テーマのうち，校内英語研

究発表会前に，6 テーマは学会等で英語研究

発表を経験，英語研究発表を経験した生徒が

のべ 26 人(実人数 22 人)と SS コースの半数

となり，英語での研究発表が標準である雰囲

気の醸成ができていた。8 テーマは継続研究

として H28 英語研究発表資料を活用できて

いた。SSH 課題研究成果発表会では，表.4 に

示すように，英語での口頭発表について，創

意工夫ある手法を意識できていた。質疑応答

の際，研究内容を理解して質問をする生徒が

多数いたこと，質問カード記載内容から研究

内容をある程度伝えることができていたこと

がうかがえた。研究成果をグローバルな舞台

で発表する姿勢とその効果を全校生徒に普及

する有効な取組となった。 

 

 
 

【表.3 ロジック・ルーブリック H29第5年次Ver.】 

“LOGIC”『Think Logically,Objectively and Globally.Be Innovative and Creative.』 
～論理的に，客観的に，グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ，創造的であれ～ 

観点 

段階 

Logically 

(論理性) 

Objectively 

(客観性) 

Globally 

(グローバル) 

Innovative 

(革新性) 

Creative 

(創造性) 

5 

3年 

課題研究 

成果発表会 

説明の論理性 

研究をアカデミッ

クライティングの

手法で説明できる 

研究の客観性 

課題研究論文集か

ら客観的に研究を

再現できる 

国際発表 

英語で課題研究の

成果を発表するこ

とができる 

構造の変化 

研究結果から従来

の枠組・構造を変え

ることができる 

概念の創造 

研究結果から新し

い概念を見出すこ

とができる 

4 

2年 

課題研究 

成果発表会 

説明の対照性 

対照実験としてコ

ントロールの設定

ができる 

研究の正当性 

統制群とコントロ

ールの違いを統計

的に証明できる 

国内発表 

研究の成果を学校

外で発表すること

ができる 

問いの変化 

研究結果・考察から

手法や条件の再設

定ができる 

価値の創造 

研究内容及び研究

結果に価値を見出

すことができる 

3 

2年 

課題研究 

中間発表会 

説明の一貫性 

研究の仮説・目的と

手法，結果，考察に

一貫性がある 

研究の再現性 

実験手法から再現

性の高い結果を示

すことができる 

同世代発表 

研究の成果を様々

な高校生に発表す

ることができる 

仮説の変化 

研究結果の考察か

ら研究の仮説を再

設定できる 

思考の創造 

研究結果の考察か

ら新たな研究を見

出すことができる 

2 

1年 

プレ 

課題研究 

説明の確実性 

説明の根拠となる

データを示すこと

ができる 

研究の妥当性 

確立した科学的手

法を用いた実験・研

究ができる 

グローバルの一歩 

研究の概要Abstract

を英語でも説明す

ることができる 

知識の変化 

研究内容と教科書

等学習内容との関

連づけができる 

知識の創造 

研究内容から教科

書等内容に関連し

た知識ができる 

1 

1年 

ロジック 

リサーチ 

説明の一般性 

科 学 的 論 文 形 式

IMRADに沿うレポ

ート作成ができる 

情報の正確性 

参考文献の出典を

明らかにしたレポ

ート作成ができる 

視野の拡がり 

興味・関心を未知領

域で展開するレポ

ート作成ができる 

感覚の変化 

自分の認識・感覚を

変えるレポート作

成ができる 

未知の創造 

自分の既知と未知

の区別があるレポ

ート作成ができる 
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【表.4 研究テーマ及び発表手法/発表準備】 
研究テーマ／発表手法 

「リボソームによる多能性幹細胞の創造」 

Generation of Pluripotent Stem Cells by Ribosome 

英語発表 ＋ 英語＆日本語スライド資料 

主な発表実績 

・熊本大学第 6 回プレ柴三郎研究発表会 Future 賞 

・国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

・第 50 回日本発生生物学会 

「うなりの可視化と振動の記録 

～振動スピーカーによるしっぽ振り現象の解明～」 

Visualization of Beat and Record of the Vibration 

英語発表 ＋ 日本語スライド資料 

主な発表実績 

・SSH 海外研修大韓民国盆唐中央高校 

「除草剤の代用品を探す研究」 

What are the substitutes for herbicides? 

英語発表 ＋ 英語スライド資料 

主な発表実績 

・SSH 海外研修大韓民国盆唐中央高校 

・国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

・第 19 回化学工学会学生発表会西日本大会 

「身近なカエルの年齢査定 ～SVL と LAG の関係～」 

The research of frog’s age ~relation of SVL and LAG~ 

英語発表 ＋ 英語＆日本語スライド資料 

主な発表実績 

・第 80 回日本植物学会 

・第 22 回国際動物学会議及び第 87 回日本動物学会 

・九州両生爬虫類学会 

   

  
【図.2 英語での口頭発表の様子】 

また，SSH 課題研究成果発表会では，課題

研究に取り組んだ生徒全員にステージ発表を

経験させるためにライトニングトークを実施

した。代表発表以外全班が，日本語で 2 分間

以内に発表する機会を設定することで，課題

研究の取組や成果を端的に 2 枚のスライドに

まとめ，説明することができた。課題研究に

取り組んだ内容のすべてを全校生徒に伝える

うえでも有効な機会となった。 

  
【図.3 ライトニングトークの様子】 

SSH 課題研究成果発表会では，英語での課題

研究成果発表，ライトニングトーク終了後，

「課題研究(探究活動)を通して得られたも

の・変わったもの」をテーマに，パネルディ

スカッションを実施した。コーディネーター

は 3 年主任 廣田哲史 教諭(国語)が務め，パ

ネリストとして，3 年中進 SS コース担任 石

村ゆかり 教諭(数学)，ライトニングトークに

参加した 3 年高進 SS コース 1 名，英語口頭

発表に参加した中進SSコース 1名，H28SSH

海外研修・大韓民国盆唐中央高校研究発表会

に SS コースに同行して同窓会支援により参

加をした 3 年高進文系コース 1 名，高進理系

コース 1 名が登壇した。コーディネーターが

パネリストの課題研究(探究活動)の取組にも

とづき，目に見える成果や実績だけでなくプ

ロセスが重要であることに焦点を当て，全校

生徒に探究の意義を伝えるパネルディスカッ

ションを行った。 

発表時間 10 分程度に向けて，思うように

いかないことの連続，試行錯誤の繰り返しに

課題研究の価値を見出す姿勢，SS コースの

取組に刺激を受けた SS コース以外の生徒が

探究活動における課題や問題点に直面した際，

SS コースの生徒や教員との関わりを通して

可能性を拡げていった姿勢は多くの生徒にと

って課題研究(探究活動)の意義を理解するう

えで有効な機会となった。全国から出席して

いただいた 30 名の来場者にも，本校 SSH 事

業の成果を理解していただく機会となった。 

   

  
【図.4 パネルディスカッションの様子】 
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(5)SSH研究成果発表会 

SSH 中間評価において指摘を受けた事項

「今後，高校から入学する生徒への波及を大

きくして，学校全体として SSH 事業を充実

していくこと」を推進していくうえで，全校

生徒が参加する本発表会の意義は大きい。

H29 第 5 年次は，探究活動の集大成の場とし

てその意義を認識する取組の充実を図る。 

1.仮  説 

SSH 研究成果発表会を行うことで，生徒・

職員ともに全員が取り組む探究活動及びウト

ウトタイムの SSH における位置づけを認識

し，その成果と効果を実感することができる。 

2.研究内容（検証方法） 

代表生徒によるプレゼンテーション資料，

すべての生徒が作成する研究要旨，ポスター

セッション資料について質問カードによる相

互評価をする。 

3.方  法（検証内容） 

 表.1 に示す日程で SSH 研究成果発表会を

実施する。2 年 SS コース 18 テーマ，SS コ

ース以外 42 テーマ，1 年 SS コース 18 テー

マ，SS コース以外 28 テーマ，中学卒業研究

79 テーマ，科学部活動の代表がステージで研

究発表する。すべての研究を製本した研究成

果要旨集の配付及びポスター資料の展示によ

り紹介する。 

4.検  証 

質問カードでの相互評価及び発表に対する

質疑応答など活発に行われ，それぞれの探究

活動を一層，深める機会となっていた。GLP

研究概要報告及び英語研究発表の同時通訳，

中学生卒業研究成果発表，SSH 主対象以外の

2 年探究活動，パネルディスカッションにお

ける探究活動を通して拓けた世界を語る生徒

の様子は，探究活動の成果と意義を実感する

ことができる有用なものになった。また，全

国から出席していただいた 29 名の来場者に

も，本校 SSH 事業の成果を理解していただ

く機会となった。 

【表.1 SSH 研究成果発表会日程】 

9：20 開会行事 

9：35 研究概要報告「後藤裕市 SSH 研究主任」 

9：50 1 年プレ課題研究発表 

「お茶からのカテキンの分離精製」 

「ダイラタンシー現象の衝撃吸収」 

「シャンプーの成分と髪に与える効果」 

「酵母に関する科学的考察」 

10：50 2 年探究活動成果発表 

「みんなちがってみんないい」 

11：00 中学 3 年研究発表 

「ペットボトルロケットからみた斜方投射の研究」 

「うずらの卵をふ化させよう～スーパーの卵 

をふ化させることは可能なのか～」 

11：20 研究概要報告「吉永晃紀 GLP 研究主任」 

2 年探究活動成果発表「LGBT について」 

11：35 第 12 回国際先端科学技術学生会議報告 

「振動スピーカーを用いたうなりの可視化の研究」 

12：30 ポスターセッション第一部  30 分間 

2 年 SS コースポスターセッション 

13：00 運営指導委員会 

13：10 ポスターセッション第二部  30 分間 

2 年及び 1 年 SS コースポスターセッション 

14：00 ウトウトタイム 

14：15 1 年関東研修 

「国際統合睡眠医科学研究機構ラボツアー」 

14：25 2 年課題研究成果発表 

「有明海のサメの年齢測定法の開発」 

「伝統的修復部材「ガンゼキ」の科学的考察 

～松の煮汁に注目して～」 

「ニホンイシガメの現状と対策」 

15：05 科学部研究成果発表 

「MRI による成分解析」 

「液体の屈折率の研究～簡単な測定法を発見～」 

15：30 パネルディスカッション「探究活動を通して拓けた世界」 

コーディネーター「廣田哲史 3 学年主任」 

パネリスト「皆越 千賀子 2 学年教諭」 

3 年高進文系コース 2 名・3 年高進理系コース 1 名  

3 年中進 SS コース 2 名 
 

  
【図.1 生徒発表・同時通訳の様子】 

  
【図.2 生徒発表・ポスターセッションの様子】 

  
【図.3 中学発表・パネルディスカッションの様子】 
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(6)高大連携 

H29 第 5 年次は，指導体系「短期指導」・「継

続指導」・「連携型指導」の在り方に焦点をあ

てた取組を充実させる。 

1.仮  説 

大学が指導に関わる期間の違いから，「短期

指導」，「継続指導」，「連携型指導」の 3 つに

指導体制を分類することによって，ねらいを

明確にした高大連携を図ることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

表.1 に示すように，目的や方法に応じた連

携体制の構築ができているか検証する。 

3.方  法（検証内容） 

指導体制を分類したうえで，「継続指導」・

「連携型指導」として H29 連携した大学を

表.2 にまとめる。指導内容を整理することで

高大連携の指導方法の体系化を図る。 

【表.1 指導体制の分類】 

短期指導 
年間通して，1 回程度の指導 
生徒の動機付けやテーマ設定の 
きっかけになることを目的とする 

継続指導 
年間通して，複数回の指導 
講義や研究手法，機器使用など課題 
研究の充実を図ることを目的とする 

連携型指導 
年間通して，継続的な指導 
課題研究の指導を大学教員と高校教員 
でティームティーチングを行う。 

【表.2 連携大学及び指導者】 

継
続
指
導 

熊本大学大学院自然科学研究科 教授 西野宏 

筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構 

機構長 柳沢正史 准教授 林 悠 

助教  雀部正毅 斎藤毅 研究員 Tito Akindele 

熊本県立大学 環境共生学部食健康科学科 

教授 松崎 弘美 

東京大学大学院工学系研究科 准教授 田尻清太郎 

連
携
型
指
導 

熊本大学大学院生命科学研究部医用理工学 

准教授 米田哲也 

熊本大学大学院生命科学研究部神経分化学分野  

准教授 太田 訓正 

九州両生爬虫類研究会事務局長 

理学博士 坂本真理子 

佐賀大学農学部応用生物科学科 

准教授 徳田  誠 

東海大学基盤工学部電気電子情報工学科 

教授 村上 祐治 

4.検  証 

「継続指導」では，3 年「βカロテンの抽

出」2 年「カフェインの抽出」を進めるにあ

たって，熊本大学大学院自然科学研究科 西野 

宏 教授から分子量測定，核磁気共鳴，赤外ス

ペクトルの測定についての実験手法を，3 年

「身近な植物を用いた乳酸菌の探索」ではロ

ジックプログラムⅡをきっかけに熊本県立大

学環境共生学部食健康科学科 松崎弘美 教授

から原理・手法の指導を受けた。 

また，筑波大学国際統合睡眠医科学研究機

構からは，未来体験学習(関東研修)や 2 年

SLEEP SCIENCE CHALLENGE，SSH 研究

開発プログラム「ウトウトタイム(午睡)」な

ど多岐にわたるプログラムにおいて，探究活

動に関するアドバイスや，人材育成をする機

会提供を受けることができている。 

「連携型指導」では，高校教員と大学教員

が連携を密にとりながら生徒の科学的探究活

動を進めていく指導体制を構築した。熊本大

学大学院生命科学研究部医用理工学 米田 哲

也 准教授とは，科学部 MRI 班・3 年課題研

究の指導において，様々な機会・場所，生徒

に応じた手法・形態で担当教諭が連携をとり

ながら指導を行った。生徒の興味・関心のあ

る試料と成分について MRI を用いて分析・解

析するうえで熊本中央病院と連携を図りなが

ら研究を進めた。大学－医療－高校で生徒の

探究活動を支援する指導体制の構築ができた。 
 

  
【図.1 米田哲也准教授による指導の様子】 

熊本大学大学院生命科学研究部神経分化学

分野 太田 訓正 准教授には，「リボソームに

よる多能性幹細胞の創造」の研究において，

高度な実験技術・手法や機器使用，論文読解，

学会発表指導など様々な場面で 3 年から 2 年

に知識・技術を継承していく研究室の在り方

に関する指導をいただいた。 

  
【図.2 太田訓正准教授による指導の様子】  
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(6)高大接続 

H27 第 3 年次・SSH 一期生では東京大学推

薦入試，九州大学農学部 AO 入試，H28 第 4

年次・SSH 二期生では大阪大学世界適塾入試

など，SSH における科学的探究活動を通して

培った資質や能力を活かした大学進学が増加

した。H29 第 5 年次は課題研究における実績

と高大接続の在り方を整理する。 

1.仮  説 

課題研究をはじめとする SSH 事業を通し

て培った資質や能力と大学が掲げるアドミッ

ションポリシーを照合することによって，生

徒の進路希望実現の選択肢を拡げ，様々な高

大接続の可能性を拡げることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

H29 第 5 年次・SSH 三期生 3 年 SS コース

51 人が行った課題研究テーマと主な活動実

績を整理し，その成果を AO 入試・推薦入試

(指定校推薦は除く)でどのようにつなげてい

るか検証する(出願状況のみ掲載)。 

3.方  法（検証内容） 

 3 年 SS コース 51 人は，全員 SSH 研究成

果発表会(日本語)及びSSH課題研究成果発表

会(英語)で口頭発表及びポスターセッション

を行っている。SSH 指定校合同中間発表会で

のポスターセッションや化学グランプリ，物

理チャレンジ，日本生物学オリンピックなど

各種科学系コンテスト予選にも出場している。

この実績に加えて，各課題研究のテーマごと

に参加した学会及び大会，海外研修などの実

績を一覧にまとめ，研究に取り組んだ生徒が

出願した入試日程・大学学部学科を整理する。

なお，個人情報の観点から，合否については

記載せず，出願状況に留めることとする。 

4.検  証 

課題研究のテーマと活動実績，出願状況を

表.1(国立大学法人運営費交付金の在り方に

基づく分類)にまとめた。3 年 SS コース 51

人中のべ 20 人が AO 入試及び推薦入試に出

願をした。課題研究を通して，より大学での

学びやキャリアデザインを明確に描くことが

でき，生徒の資質や能力，適性及び実績等が，

大学の掲げるアドミッションポリシーに合致

しているか調べて出願する進路指導を行った。

生徒は高校での活動・人物に関する自己 PR，

大学での学習計画，将来の目標を含めた志望

理由を，より具体的なものとすることができ

ていた。特に，課題研究の取組を学びの意義

として認識している生徒が多く見受けられた。 

【表.1 課題研究のテーマと活動実績・出願】 
研究 反発係数の研究～『振り子式反発係数測定法』の開発～  

実績 特になし 

出願 【推薦】大分大学理工学部共創理工学科 

【推薦】千葉大学教育学部中学校教員養成課程理科 

【推薦】鹿児島大学工学部機械工学科 

【AO】熊本大学工学部グローバルリーダーコース 

研究 うなりの可視化と振動の記録 

～振動スピーカーによるしっぽ振り現象の解明～ 

実績 SSH 海外研修・大韓民国盆唐中央高校 

出願 【推薦】熊本大学薬学部薬学科 

【AO】京都大学理学部理学科 

【AO】熊本大学文学部グローバルリーダーコース 

研究 伝統的修復材「ガンゼキ」の科学的考察 

実績 特になし 

出願 【推薦】熊本大学工学部数理工学科 

研究 βカロテンの抽出 

実績 SSH 海外研修・大韓民国盆唐中央高校 

第 19 回化学工学会学生発表会西日本大会 

出願 【推薦】九州工業大学情報工学部 3 類 

研究 除草剤の代用品を探す研究 

実績 SSH 海外研修・大韓民国盆唐中央高校 

第 19 回化学工学会学生発表会西日本大会 

国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

出願 【AO】九州大学医学部保健学科検査技術科学 

【AO】九州大学共創学部 

【AO】九州大学農学部生物資源環境学科 

研究 リボソームによる多能性幹細胞の創造 

実績 国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

熊本大学第 6 回プレ柴三郎研究発表会 

第 50 回日本発生生物学会 

出願 【AO】九州大学理学部生物学科検査技術科学 

研究 身近な植物を用いた乳酸菌の探索 

実績 特になし 

出願 【推薦】佐賀大学農学部生命機能科学科 

研究 アクチグラフを用いたウトウトタイムにおける効果分析  

実績 SSH 海外研修・大韓民国盆唐中央高校 

国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

第 22 回国際動物学会議及び第 87 回日本動物学会 

全国イノベーションコーディネータフォーラム 

出願 【AO】熊本大学理学部グローバルリーダーコース 

【推薦】熊本大学医学部医学科 

研究 身近なカエルの年齢査定 ～SVL と LAG の関係～ 

実績 第 80 回日本植物学会  九州両生爬虫類学会 

第 22 回国際動物学会議及び第 87 回日本動物学会 

SSH 生徒研究発表会 

出願 【推薦】佐賀大学農学部生物環境科学科 

【推薦】熊本大学工学部マテリアル工学科 

研究 現生と化石のシャミセンガイの元素分析 

実績 日本古生物学会 2017 年年会 

出願 【推薦】北九州市立大学国際環境工学部環境生命工学科  

研究 レゴによる蔵書返却ロボットの開発 

実績 WRO Japan 九州・山口地区大会 

出願 【AO】熊本大学工学部グローバルリーダーコース 
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(7)科学部活動の活性化研究 

1.仮  説 

(1)中高一貫教育校の特性を生かし，自然科学

の身近な疑問に自ら深く取り組む体験・活

動を継続的に行うことにより，問題発見力

や課題解決力を高めるとともに，科学技術

を国の発展そして世界・人類の発展への貢

献の基盤に据えていこうとする姿勢を高め

ることができる。 

(2)物理・化学・生物・地学・情報の分野を「科

学部」として活動し，活性化させることで，

生徒同士や職員同士の各科目間・他校との

交流が促進され，優れた研究成果を参考に

できたり，創出したりすることができる。 

(3) 科学系コンテスト，研究発表会，学会へ

積極的に参加し，研究成果を発表すること

により科学的リテラシーを高め，「LOGIC」

な思考（論理的思考）の確立と実践力を高

めることができる。 

2.研究内容(検証方法)  

方  法(検証内容) 

(1)部活動「科学部」の部員数の低迷が続いて

いた中，SSH 指定により大学等の専門機関と

も連携できるようになり，近年は探求心あふ

れる生徒が積極的に入部してきている。さら

に，中学生も高校生と一緒に研究できるよう

にしたことで，科学的思考を早期に身に付け

られる環境が整ってきた。昨年は，世界大会

等で発表したい，英語論文を読めるようにな

りたいという高校生が増え，より活性化して

きている。仮説 1 をより確かなものにするた

め，今年度は，研究の方法だけでなく，デー

タ管理，論文やポスターの資料作成のノウハ

ウなど先輩が後輩に指導できる環境を構築す

る。また，自然科学の身近な疑問に日頃から

目を向けられるよう，小学生を対象にした科

学イベントや地域の活動にも積極的に参加さ

せる。 

 

 

(2)「物理班」・「化学班」・「生物班」・「地学班」・

「情報班」の設置だけでなく，興味ある研究

班を自由に編成できるように，分野横断型の

研究班も自由に構築できるようにした。その

結果，昨年は，発表のノウハウが共有でき，

大会への参加回数が増加した。今年度は，大

会参加数の維持に加え，科学部としてのチー

ム力の強化を図るため，科学部の活動拠点を

一箇所に集中させ，優れた研究成果を参考に

したり，分野を横断したりして情報交換がで

きるようにする。 

(3)コンプリートリストを用い，実践力の向上

を図ってきた。これにより，県内では毎年上

位入賞できるようになり，プレゼンテーショ

ン能力だけでなく，「LOGIC」の「L(論理性)」

や「O（客観性）」の向上も確認できた。昨年

度は，科学部の「G（グローバル性）」の向上

を図るため，「英語で科学」講座への参加を積

極的に促し，英語力強化に取り組んだ。その

結果，JST の推薦で出場したアジア規模の大

会 11Th The Conference on Science and 

Technology for Youths で 1 位（数学部門）受

賞を果たすなど海外でも通用する語彙力を身

に付けることができた。今年度は，さらに，

校内の「同時通訳」講座を開講し，英語力を

高める各種講座及び海外研修での発表を積極

的に勧め，限界まで攻め続ける姿勢を育てる。

特に，「L・O・G」を備えることで，「I(革新

性)」や「C（創造性）」を生み出し，世界に

通用する人材育成につながることを確認する。 

3.検  証 

(1)今年度，新規に始めた屈折率研究の班に中

学 2 年生も入り，県内の大会だけでなく，月

に行われた九州生徒理科研究発表大会でも発

表し，最優秀賞受賞にも大きく貢献した。本

校は中学生への熊本市内流出の危機があった

が，一昨年から中学生と高校生が一緒に研究

できる環境を整え，勧誘しやすくなったこと

で，熊本市内流出はほぼ止まっている。さら

に，活動の形態や意欲などに中学生・高校生
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ともに変化が現れはじめ，世界大会等で発表

したい，英語論文を読めるようになりたいと

いう高校生が増え，その結果，表.1 に示すよ

うに英検 2 級以上の取得者が増えた。 

【表.1 科学部の英語検定の取得数】 

 H28 H29 

2 年 3 年 2 年 3 年 

英検 2 級取得者 3 人 0 人 3 人 3 人 

英検準 1 級取得者 - - 3 人 - 

また，表.2 に示すように，小学生を対象に

した地域イベントの参加も増加した。小学生

に研究を伝えることで，誰にでも分かりやす

く伝えるためのコツや大事なポイントなどを

自ら考えて伝えていた。また，地域科学イベ

ント「五色山の恐竜のカケラ探し」にボラン

ティアスタッフとして派遣したところ，地域

とのつながりが一層深まり，その自然環境に

触れるチャンスが増えたことで，身近な疑問

に素直に目を向けられる姿勢が育ってきてい

ると感じられる。こういう機会は，新規研究

のテーマ設定にも役立つため，今後も継続し

て行いたい。 

【表.2 小学生対象イベント参加状況】 

 H27 H28 H29 

世界一行きたい科学

広場 in東海大学 8月 

本校研究体験コーナー 

－ － 5 人 

県科学展 

科学体験広場 12 月 

科学実験「ｽﾁﾛｰﾙﾌﾟﾚｰﾝ」 

－ 3 人 10 人 

地域科学イベント － － 20 人 

(2)今年度，表.3 に示すように，科学部が参加

できた大会は延べ 26 本で，目標の 25 本を達

成でき，参加できる大会全てに出場すること

ができた。大会への参加が持続できている背

景として，部員数が 35 名（一昨年度 24 名，

昨年度 35 名）とキープできていることや，

先輩の研究に興味・関心が高まって継続研究

がさらに充実してきたことなどが挙げられる。

特に，レンズの研究など質の高い研究を参考

にする機会を増やすため，放課後の科学部の

活動拠点を一箇所（物理教室を設定）に集中

させたことで，お互いに情報交換でき，かつ

切磋琢磨できるようになった。大会前には，

各班同士で発表し合ったり，質疑を交わした

りする姿も自主的に見られるようになった。

また，寒天を用いた屈折率研究など，家庭科

との連携による新規テーマも誕生した。この

研究は，これまでの培ってきた研究のノウハ

ウがすぐに伝わったことで，全国大会入賞も

果たすことができた。このように，科学部と

してのチーム力による成果も現れ始めたこと

から，今後もこの体制は続けていきたい。 

【表.3 科学部の大会参加件数の推移】 

 規模 H25 H26 H27 H28 H29 

生徒理科研究発表会 県 2 4 4 6 3 

県科学展 県 2 3 4 6 4 

日本学生科学賞 県 1 2 2 3 4 

サイエンスインターハイ＠SOJO 九州 2 3 3 0* 5 

九州生徒理科発表大会 九州 1 3 2 1 1 

サイエンスキャッスル九州大会 九州 - - - 2 2 

全国総文祭 全国 1 1 1 1 1 

日本学生科学賞 全国 0 2 1 3 1 

JSEC 科学技術チャレンジ 全国 0 0 0 0 1 

SSH 生徒研究発表会 全国 1 1 1 0 0 

日本物理学会 Jr.セッション 学会 0 0 2 2 1 

化学工学会西日本大会 学会 0 0 0 1 1 

九州両性爬虫類学会 学会 0 0 0 0 1 

日本両棲爬虫類学会 学会 0 0 0 0 1 

国際大会 国際 0 1 1 1 0 

延べ数(本)  10 20 21 26 26 

* 全国大会と重なり出場できず。 
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【表.4 H26～H28 出場した国際大会の名称】 

H26 China Adolescents Science and 

Technology Innovation Contest 

第 29 回中国科学技術イノベーション 

コンテスト：中国・北京 

H27 International Student Conference on 

Advanced Science and Technology 

第 10 回国際先端科学技術学生会議 

インドネシア・スラバヤ 

H28 The Conference on Science and 

Technology for Youths 

第 11 回青年科学技術会議 

タイ・バンコク 

(3)「G（グローバル性）」を身に付けさせるた

め，校内に「同時通訳」講座を開講し，科学

部の生徒も積極的に参加させている。国内最

高峰と言われる政府主催の海外派遣プログラ

ム「オーストラリア科学奨学生 ISS（シドニ

ー大学内物理学財団）」に，科学部の 2 年生

が日本代表 10 名に選ばれた。この生徒が所

属するレンズ班は，夏の全国高等学校総合文

化祭（自然科学）の物理部門でも最優秀賞（日

本一）に輝き，12 月に行われた高校生科学技

術チャレンジ JSEC2017 でも，着眼点と独自

性が高い評価を受け，花王賞（特別協賛社賞）

を受賞している。さらには，世界最高峰の国

際大会 ISEF2018 の出場権も獲得できた。 

 今年度スタートした屈折率班の研究は，熊

本県内の大会全て最優秀賞（三冠）を達成し，

12 月に行われた日本学生科学賞中央審査（全

国大会）でも入選した。また，カメ班は九州

両生爬虫類学会で発表し，MRI 班は熊本大学

や熊本中央病院と連携して研究行いながら化

学工学会で発表するなど，いずれの研究も

年々レベルが高くなってきている。 

 特筆すべき点として，レンズの研究成果が

次年度（H30 年度）の「高校物理」（東京書

籍）の教科書に「高校生がつくった副実像の

レンズの公式」として発展内容の欄に 1 ペー

ジ分掲載されることが決まった。これは，教

科書でよく知られる「レンズの公式」を導出

する手法と同じように，大学で習う行列計算

を用い手計算で一時間以上かかる行列計算を

四百回以上行って，レンズに出現する「副実

像」全ての出現位置の定式化を完成させたこ

とが国内外で高い評価を受けたことによるも

ので，高校生の研究成果が教科書に掲載され

るのは初めてである。 

このように，研究のレベルだけでなく，個々

の実践力の高まりにあわせて，科学部全体の

実践力が大幅に向上し，目標を十分に達成で

きたと考えている。特に，海外研修での発表

を積極的に勧め，限界まで攻め続ける姿勢を

身に付けさせたことで，「I(革新性)」や「C（創

造性）」が生まれ，世界に通用する人材育成に

つながることが確認できた。 

【表.5 H29 科学部研究内容】 

班 研究内容 取組年数 

物理 

レンズ班 
副実像の研究 

継続研究

7 年 

物理 

屈折率班 
液体の屈折率の研究 新規研究 

化学 

MRI 班 

身近な物質の MRI 画像解

析 

継続研究

3 年 

化学 

合金班 
低融点合金の研究 

継続研究

6 年 

生物 

カメ班 

ニホンイシガメの生態の 

研究 

継続研究

2 年 

【表.6 科学部員が参加した各種プログラム】 

大学主催科学系人材育成プログラム 

・熊本大学柴三郎プログラム［高校 2 年生］ 

・京都大学グローバルサイエンスキャンパス 

ELCAS［高校３年生］ 

・オーストラリア科学奨学生 ISS（シドニー

大学内物理学財団）［高校２年生］ 

研究発表した学会 

・日本物理学会第 14 回 Jr.セッション千葉大会 

・第 20 回化学工学会広島大会 

・九州両生類爬虫類研究会沖縄大会 

・日本両棲爬虫類学会熊本大会 
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【表.7 レンズ班の研究の歩み（科学部）】 

H23 副実像の発見 

副実像の光量を定量的に測定 

H24 副実像は内部反射による結像と判明 

H25 副実像は魚眼効果で生じることが判明 

H26 副実像の出現範囲（角度）を特定 

H27 凸レンズ・平凸レンズがつくる副実像の

数式化（薄肉モデル）に成功 

H28 厚肉モデルでの数式化に成功 

副焦点の発見 

H29 昆虫は副実像を見ている可能性が高い

ことを証明 

【表.8 レンズ班の研究の歩み（科学部）】 

 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 

副実像の発見 ●       

結像の作図  ●      

特別なゴースト   ▲ ■ ●   

両凸 

レンズ 

厚肉モデル   ▲ ■  ●  

薄肉モデル   ▲ ■  ●  

両凸 

レンズ 

厚肉モデル     ▲ ●  

薄 肉 モ デ ル     ▲ ●  

昆虫の単眼     ▲ ■ ■ 

副焦点      ●  

R1R2 凸レンズ       ● 

可視化       ● 

複数レンズ       ● 

▲：着手 ■：継続中 ●：完成 

【図.1 全国高等学校総合文化祭（自然科学）】 

 
【図.2 物理部門 最優秀賞受賞】 

 
【図.3 熊本県民文化賞受賞】 

 
【図.4 宇土高生の研究が「高校物理」教科書掲載】 

  

【図.5 高校生科学技術チャレンジ JSEC2017 花王賞 】  
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，6 年間を通した科学

的探究活動を行うためのプログラム開発』の効

果とその評価を検証するアンケートを実施した。 

実施日 事前：H29 年 5 月 事後：H30 年 2 月 

対 象 SSH主対象(有効回答1年SS 以外 168人，

1 年 SS68 人，2 年 65 人，3 年 51 人) 

方 法 選択的回答方式(4 段階：4 が肯定的・1

が否定的)で仮説検証に関する質問の

回答結果を各段階の割合と各質問の平

均を求め，事前事後の差を得る。 

結 果 SSH 主対象の各学年の結果を示す。 

仮説①「研究課題を発見し，解決する力を育成する」 

テレビの科学番組をよく見ますか？ 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 2 2 9 5 10 5 0 3 

3 28 26 40 44 44 42 29 27 

2 36 37 33 31 31 25 40 45 

1 34 35 18 20 15 28 31 25 

Ave 1.99 1.96 2.40 2.67 2.49 2.25 1.98 2.08 

差 -0.03 +0.27 -0.24 +0.10 

理科に関する本を読みますか？ 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 1 2 3 13 6 5 8 8 

3 16 11 36 27 24 25 12 15 

2 27 24 30 30 46 43 42 40 

1 56 62 31 30 24 27 38 37 

Ave 1.61 1.51 2.10 2.78 2.14 2.07 1.92 1.93 

差 -0.10 +0.68 -0.07 +0.01 

科学分野のウェブサイトを閲覧しますか？ 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 2 3 7 11 8 11 47 65 

3 5 5 13 34 34 24 38 30 

2 18 17 28 41 29 34 11 3 

1 75 75 52 14 29 31 4 2 

Ave 1.34 1.35 1.78 2.58 2.22 2.15 3.28 3.58 

差 +0.01 +0.80 -0.07 +0.30 

理系新書を読む機会  科学論文を読む機会 

 
2 年 SS 3 年 SS   2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後%  事前% 事後% 事前% 事後% 

4 13 13 12 11  4 21 22 25 40 

3 19 27 15 26  3 32 42 56 38 

2 40 28 35 23  2 28 28 17 20 

1 28 32 38 40  1 19 10 2 2 

Ave 2.19 2.22 2.03 2.06  Ave 2.55 2.75 3.04 3.15 

差 +0.03 +0.03   差 +0.20 +0.09 

科学的探究活動を進める過程で必要となる

課題を発見し，解決するための情報を得る先行

研究調査として，1 年 SS コースの生徒で文献

やウェブサイトを活用する割合が高くなった

ことが示された。また，課題研究論文集作成や

各種学会発表を経験する 3年SSコースの生徒

では，理系新書や科学論文を読む機会の割合が

高くなったことも示された。H29 第 5 年次はロ

ジックリサーチやプレ課題研究，課題研究で先

行研究調査に関するガイダンス機能を充実さ

せた。先行研究調査として，引用する情報を複

数扱う力，引用する情報の取捨選択をする力の

育成が今後，必要となっている現状である。 

仮説②「科学技術分野のリーダーに求められる力を育成」 

世界の最先端技術や研究に関心があります 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 9 7 19 27 39 44 30 43 

3 25 21 22 34 46 41 48 42 

2 45 39 48 30 15 11 20 15 

1 21 33 11 9 0 4 2 0 

Ave 2.23 2.00 2.49 2.79 3.24 3.26 3.03 3.28 

差 -0.23 +0.30 +0.02 +0.23 

将来，技術者・研究者になりたいです 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 1 3 10 27 20 21 20 19 

3 6 8 19 54 34 21 30 28 

2 32 23 29 19 22 43 25 32 

1 61 66 42 0 24 15 25 21 

Ave 1.47 1.48 1.99 3.08 2.51 2.49 2.45 2.50 

差 +0.01 +1.09 -0.02 +0.05 
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人前で話をするのが得意です 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 8 5 4 16 14 11 30 29 

3 14 19 33 40 37 39 48 40 

2 50 49 38 34 37 38 14 28 

1 28 27 25 10 12 12 8 2 

Ave 2.02 2.02 2.16 2.62 2.53 2.51 3.00 3.02 

差 0 +0.46 -0.02 +0.02 

パソコンを使って文書を作成したり，計算処理したりできる  

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 9 12 15 22 24 28 19 23 

3 22 32 40 59 41 47 45 45 

2 46 47 38 16 25 20 26 30 

1 23 11 7 3 10 5 10 2 

Ave 2.16 2.45 2.63 3.00 2.78 2.98 2.77 2.88 

差 +0.29 +0.37 +0.20 +0.11 

研究内容を学会やコンテストに出してみたい 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 5 4 13 6 37 40 19 30 

3 9 14 8 30 35 45 41 35 

2 45 34 27 37 21 15 23 20 

1 41 48 52 27 7 0 17 15 

Ave 1.78 1.73 1.81 2.15 3.07 3.24 2.63 2.80 

差 -0.05 +0.34 +0.17 +0.17 

研究英語発表の意志  研究の基礎の定着     

 
2 年 SS 3 年 SS   2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後%  事前% 事後% 事前% 事後% 

4 9 35 19 29  4 26 32 19 48 

3 42 33 26 27  3 52 48 65 35 

2 42 22 38 26  2 19 15 15 15 

1 7 10 17 18  1 3 5 1 2 

Ave 2.53 2.93 2.48 2.66  Ave 3.00 3.07 3.00 3.28 

差 +0.40 +0.18   差 +0.07 +0.28 

 
 
 
 
 
 
 

研究への期待         課題研究の有用感 

 
2 年 SS 3 年 SS   2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後%  事前% 事後% 事前% 事後% 

4 33 38 37 40  4 42 58 45 54 

3 47 45 46 39  3 47 32 40 30 

2 15 10 7 21  2 9 8 13 11 

1 5 7 10 0  1 2 2 2 5 

Ave 3.09 3.15 3.10 3.19  Ave 3.28 3.47 3.28 3.33 

差 +0.06 +0.09   差 +0.19 +0.05 

2 年 SS コース及び 3 年 SS コースにおい

て，課題研究に有用感を得ている生徒の割合

が高く，研究への期待の高まり，研究内容を

コンテストや学会で発表する意欲，英語で発

表する意欲をもつ生徒の割合も高いことが示

された。SSH 主対象以外の生徒にも発表機会

を多く設定し，効果の波及を今後進めていく。 

(2)学校経営への効果 

特に，SSH 主対象生徒の SSH 事業を誇り

に思う生徒の割合が高く，家族や友人等に話

す機会が増えた生徒の割合が高い。 

SSH について家族や友人等に話す機会が増えた  

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 2 2 7 24 37 22 21 30 

3 6 17 19 36 26 54 33 38 

2 30 33 29 24 22 17 33 12 

1 63 48 45 16 15 7 13 20 

Ave 1.47 1.74 1.90 2.68 2.85 2.91 2.63 2.78 

差 +0.27 +0.78 +0.06 +0.15 

宇土高校の SSH 事業が誇りである 

 
1 年 SS 以外 1 年 SS 2 年 SS 3 年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 19 9 13 30 46 50 35 40 

3 33 30 50 43 41 40 38 43 

2 35 38 34 18 5 8 19 13 

1 13 23 3 9 8 2 8 4 

Ave 2.57 2.24 2.73 2.94 3.24 3.38 3.00 3.18 

差 -0.33 +0.21 +0.14 +0.18 
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また，科学的探究活動の指導方法や運営に

ついて実践発表及び学校視察の主な H29第 5

年次の内容を以下の表に示す。SSH 事業に関

する問い合わせ件数や広報，学校訪問者数が

増加し，学校の活性化につながった。 

月 内容 

6 東京都立大泉高等学校附属中学校  

視察訪問 

7 大分県立大分豊府中学校・高等学校  

視察訪問 

7 SSH 課題研究成果発表会 

SSH 概要報告 

10 九州地区 SSH 担当者交流会(中止)   

実践発表 

12 SSH 情報交換会教員の部    

第一分科会進行 

1 SSH 研究成果発表会 

SSH 概要報告 

2 岡山県立津山高等学校       

視察訪問 

2 山形県立東桜館中学校・高等学校    

視察訪問 

3 熊本県ドリームサイエンスプログラム 

実践発表 

５ SSH中間評価において指摘を受けた事項の

これまでの改善・対応状況について 

『優れた取組状況であり，研究開発のねら

いの達成が見込まれ，更なる発展が期待され

る』と高い中間評価をいただいた一方，『今後，

高校から入学する生徒への波及を大きくして，

学校全体として SSH 事業を充実していくこ

とが期待される』と今後の学校運営の柱とな

る貴重な助言をいただいた。H29「科学的探

究活動を行うためのプログラム開発」では以

下の 2 点に取り組んだ。 

(1)高進 SS コース希望者を増やす取組 

SSH 課題研究成果発表会でのパネルディス

カッション「課題研究を通して得られたもの・

変わったもの」及び SSH 特別講演会で高進 SS

コースによる関東研修報告などにより，高進

SS コースにおける生徒数が増加した。 

 H25 H26 H27 H28 H29 

中進 SS 41 36 39 42 46 

高進 SS 11 9 12 23 22 

SS 総計 52 45 51 65 68 

(2)SSH 主対象以外の生徒の指導方法検討 

科学的探究活動のプログラム開発と指導方

法は確立させることができた。課題研究の指

導方法を SSH 主対象以外の生徒へ拡げるた

めの方法を検討した。これまでに開発した

「LOGIC ルーブリック」，「プレゼンテーショ

ン・コンプリートリスト」，「パフォーマンス

課題による評価」を組み合わせ，1 年間の探

究活動の評価及び 3 年間の生徒の変容を測る

評価方法の検討を進めた。また，探究活動の

段階と LOGIC ルーブリックの評価観点を関

連付けたガイドブックを作成し，生徒の探究

活動の充実と指導する教員の目線合わせとな

るように研究開発を進めている。 

６ 校内における SSHの組織的推進体制 

6 年間を通した科学的探究活動を行うため

のプログラムの開発を進めるために以下に示

す組織的推進体制を構築している。週時程に 1

時間会議を設定する研究開発部会に加え，「課

題研究担当者ミーティング(会議)」として週時

程に 1 時間会議を設定し，数学・理科の教員全

員が出席して情報共有・指導方法開発に取り組

んだ。職員研修実施や 1 学年ロジックリサーチ

における全職員担当による OJT(On the Job 

Training)で指導力向上を図った。 

熊本県 

教育委員会 
 
ＳＳＨ運営

指導委員会 
 

大学 

研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 

       

   校長    

        

 
運営委員会 

[管理職・校務分掌部長・学年主任] 
 

        

 
職員 

研修・会議 

 
研究開発部 

 事務室 

SSH事務員 
 

  

        

 
高校 

学年会 
 

課題研究 

担当者会議 
 

中学 

学年会 
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７ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第 1 期 SSH 研究開発を通して，探究活動

を通して身につけさせたい資質 LOGIC【L（論

理性），O（客観性），G（グローバル），I（革

新性），C（創造性）】を高める取組について，

各教科の視点の組み込みが不充分であり，SS

コース課題研究の指導担当者と SS コースを

除く探究活動の指導担当者の指導方法や指導

内容に差がある課題が生じた。 

 第 1 期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫

教育校として，６年間を通した科学的探究活

動を行うためのプログラムの開発」から第 2

期 SSH 研究開発テーマⅡ「中高一貫教育校

として，教科との関わりを重視した探究活動

プログラムの実践」に発展拡充する計画で，

研 究 開 発 課 題 「 未 知な る も の に 挑 む

UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実践」を

推進する方向性である。 

特に，中学段階，総合的な学習の時間「宇

土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」，高校段階，学校設定

教科「ロジック」における学校設定科目「ロ

ジックプログラム」，「SS（スーパーサイエン

ス）課題研究」，「GS（グローバルサイエンス）

課題研究」，「ロジック探究基礎」を中心に探

究活動を行うためのプログラムを実践する。

特に，教科との関わりを重視したプログラム

の実践を図る計画をしている。 

学校設定科目「ロジック探究基礎」では，

「ロジック・ガイドブック（本校作成・探究

活動の手引き）」を教材に，課題研究担当教員

及び国語・地歴公民・数学・理科・英語・保

健体育・家庭・情報・芸術の教員が「GS 課

題研究」を進めるにあたって，未知なるもの

に挑む UTO-LOGIC を育成するための授業を

実施する。特に，未知なるものに挑む

UTO-LOGIC を育成する 5 つの講座の研究開

発を重視する。 

 

 

L（論理性）：アカデミックライティング×要約力  

センテンスの接続に重点を置いた文章作成方

法を身につけ，論理的に伝わる，要約できる

文章を作成するためにアカデミックライティ

ングを指導する。 

O（客観性）：データサイエンス×統計学 

探究活動のデータを扱ううえで必要になるデ

ータサイエンスの視点を身につけるため，統

計学に関するデータ種類，扱い方を指導する。 

G（グローバル）：グローバル×ローカル 

地域や社会の問題や課題，資源を発見する力，

グローバルに展開するための視野，研究成果

を英語で発表したり，英語でまとめたりする

ための講座を実施する。 

I（革新性）：サイエンスマインド×リテラシー  

探究研究の価値を見出すために必要となるサ

イエンスマインドやリテラシーを身につける

ための講座を実施する。 

C（創造性）：エンジニアリング×アート 

探究活動の成果を芸術や工学など他領域の視

点から再構築し，研究の可能性を広げるため

の講座を実施する。 

課題研究の評価については，研究論文，プ

レゼンテーション資料，ポスターセッション

資料，要旨等，発表資料を評価材料として，

「ロジック・ルーブリック」を評価規準に，

チェックリストを活用して自己評価，相互評

価，教員評価を実施し，生徒の変容を評価す

る。加えて，総合問題「ロジック・アセスメ

ント」との相関関係を検証する。発表会，学

会等の発表の機会の充実が図れているかも評

価をする。また，未知なるものに挑む

UTO-LOGIC を育てるうえで有効であったか

生徒へのアンケートで検証する。 



 

 

 

第３章 

 

研究開発実施報告書 

 

Ⅲ 

中高一貫教育校として、 

６年間を通した 

グローバル教育の研究開発 
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Ⅲ  中 高 一 貫 教 育 校 と し て ， ６ 年 間 を 通 し た グ ロ ー バ ル 教 育 の 研 究 開 発  
 
１ 研究開発の課題 

(1)研究開発課題とねらい 

科学を主導する人材を育成するために，中高一

貫教育校として 6年間を通したグローバル教育

の研究開発を行う。中高一貫教育校の特色を活

かした宇土中学校・宇土高等学校「ならでは」

のグローバル教育を開発することをねらいと

し，「グローバルリーダー育成プロジェクト

（GLP：Global Leaders Project）」，英語専用教

室「U-CUBE」，「宇土未来探究講座」の研究開

発に取り組む。SSH中間評価において指摘を受

けた事項「今後，高校から入学する生徒への波

及を大きくして，学校全体として SSH 事業を

充実していくこと」を課題として，SSH主対象

以外の生徒も探究活動の成果を英語で発表す

る機会の確保や海外研修における研究発表の

場を設定する。このことによって，英語で研究

発表する取組の成果を波及することができる

よう研究開発に取り組む。また，英語で科学に

おいて，英語科教員及び ALTだけでなく，理科

や地歴公民科の教員も英語で講座をするなど

教員の資質向上に関する取組も充実させる。 

 

(2)研究開発の目標 

“LOGIC”『Think Logically,Objectively and 

Globally.Be Innovative and Creative.～論理的

に，客観的に，グローバルに思考せよ～その思

考は革新的であれ，創造的であれ。』をキー・

コンピテンシーとし，科学技術を主導する人材

を育成するために，6 年間を通したグローバル

教育を研究開発することが目標である。特に，

発信力の育成及びコミュニケーション力の育

成を図り，英語での科学的表現に慣れ，英文か

ら情報収集し，英語で表現できることを目標に

する。中学校では，「English Camp」や「GLP(英

国研修)」など，英語を用いたコミュニケーショ

ンの機会を充実させること，高校では，「英語

で科学」，「U-CUBE活用」，「海外研修」を通し

て科学的探究活動に英語を用いる取組を充実

させる。 

 

(3)研究開発の仮説 

県立の併設型中高一貫教育校として，6 年間

を通した科学的探究活動を行うためのプログ

ラムを研究開発し，海外の学校や外国籍の人々

と相互交流を図ることで，コミュニケーション

力の向上と世界に視野を広げることが期待で

きる。特に，海外の同世代の生徒や研究者との

交流を深めることにより，課題をグローバルな

視点で考えることができ，次世代の科学技術分

野のリーダーを育成することができる。 

 

(4)研究開発の内容及び実践 

英語に触れる機会の充実と海外研修の実施

を中心に 6年間を通したグローバル教育の研究

開発をする。中学段階及び高校段階で以下の 

1～5に取り組む。 

1.グローバルリーダー育成プロジェクト 

1)英国研修 

中学 3 年生希望者 30 人程度を英国ロンドン

へ海外研修に派遣する。English Camp での英

語研修や事前学習によって，海外研修の意義や

目的を理解し，研修成果が上がるよう指導する。 

2)米国研修 

高校 1，2 年生を対象に 10 人程度を選抜し，

アメリカ合衆国ハーバード大学及びマサチュ

ーセッツ工科大学研修へ研修派遣する。研修前

に研修先の学習を，研修後は成果普及を図る。 

2.英語で科学 

高校 1年次に履修する「未来科学 A」，「未来

科学 B」の一部の単元を英語で講義や実験を行

う。また，SSH特別授業の一部の講義内容を英

語で説明する。英語を用いた発表会でのプレゼ

ンテーションや英語による発表要旨の作成な

ど課題研究の機会も活用する。 

3.グローバル講座(Global Power Lunch) 

 土曜授業日の放課後，希望生徒対象に国際関

係，政治，経済，文化に関する講座を開講する。

日本語でスライド資料を用いて説明した後，同

様の内容をすべて英語でスライド資料を用い

て説明する。昼食を摂りながら生徒は参加する。 

4.UEC（Uto English Center）通称「U-CUBE」 

 中学・高校生を対象に英語のみを使用する教

室を設置する。英文による教科書や科学雑誌を

常時提供できる場所及び，英語による映像・講

義などを視聴できる空間を設ける。テレビ電話

を活用して，姉妹校協定を結ぶチェコ共和国

ARCIBISKUPSKE GYMNAZIUM や文化交流

をもつ大韓民国盆唐中央高校と交流を図る。 

5.海外研修 

1) SSH大韓民国盆唐中央高校海外研修(H29 中止) 

 課題研究に取組む 2年 SSコース 6人が大韓

民国盆唐中央高校で開催される研究発表会で

研究発表する。英語で研究発表及びコミュニケ

ーションを図るとともに高校生との交流の機

会とする。本校同窓会支援を受け，2 年 SS コ

ース以外 4人も探究活動の成果を発表する。 

2) SSH台湾海外研修 

第 12回国際先端科学技術学生会議 

The 12th International Student Conference on Advanced Science and Technology  

課題研究に取り組む 2年 SSコース 2名が台

湾で開催される第 12 回国際先端科学技術学生

会議(ICAST)で研究発表をする。高雄第一科技
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大学の研究室訪問も行う。各国の大学生，研究

者との交流の機会とする。 

3) SLEEP SCIENCE CHALLENGE 

 課題研究に取り組む 2年 SSコース 6人が筑

波大学国際統合睡眠医科学研究機構 (IIIS：
International Institute for Integrative Sleep 

Medicine)と共同して企画立案したプログラム

に参加し，柳沢正史機構長の英語による講義の

受講と英語による研究発表を行う。英語が公用

語である世界トップレベル研究拠点プログラ

ム（WPI）採択拠点で，日本の科学技術水準の

維持・向上を目指して研究を続ける研究機関の

活動を理解する機会とする。 

 

(5)研究開発の実践の結果概要 

海外研修を経験した生徒は表.1 に示すよう

に SSH 指定 5 年間で 247 人となった。1 年プ

レ課題研究，2 年課題研究，2 年探究活動の研

究要旨を英語で作成，3 年課題研究の成果を英

語で発表するなど探究活動を通じて英語に触

れる機会の充実を図り，英語学習の必要性を意

識させることができた。海外研修や国際学会発

表，英語での研修プログラム開発など課題研究

の成果を英語で発表する機会の充実を図るこ

ともできた。「英語で科学」では論文の書き方

Abstractの教材開発を行い，SSH研究成果要旨

集に掲載するAbstractの指導を充実させること

ができた。また，理科教員，ALTによる英語で

の理科講座，英語科，地歴公民科教員による英

語でのグローバル講座の実施など，英語で学習

する機会の充実も図ることができた。 

【表.1 海外研修及び海外研究発表者数増加 

企画名 国 H25 H26 H27 H28 H29 

G L P 中 学 
( 英 国 研 修 ) 

英
国 

24 30 26 38 35 

G L P 高 校 
( 米 国 研 修 ) 

米
国 

10 23 9 7 8 

サ イ エ ン ス
G L P 

米
国 

2 ‐ ‐ ‐ ‐ 

C A S T I C 
中
国 

‐ 2 ‐ ‐ ‐ 

I C A S T 
(仏国・尼国・台湾) 

＊ ‐ 2 2 ‐ 2 

アジアサイエンス 
キャンプ(泰国・印度) 

＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ 

盆唐中央高校
研 究 発 表 会 

韓
国 

‐ ‐ 6 10 
中
止 

トビタテ留学
JAPAN(米国・比国) 

＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ 

青 少 年 科 学 
技 術 会 議 

泰
国 

‐ ‐ ‐ 2 ‐ 

オーストラリ
ア科学奨学生 

豪
州 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 

ライオンズクラブ 
国際協会 YCE 派遣生 

星
国 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 

合 計 ＊ 36 57 46 61 47 

２ 研究開発の経緯 

 H24実施保護者対象アンケートから，理数系

大学への進学及び県外進学・海外留学への理解

の高さと期待の大きさがうかがえたことから，

グローバルリーダー育成プロジェクト GLP，実

用英語技能検定全員受験を開始した。5 年間を

通して，海外研修経験者数増加，U-CUBEでの

国際テレビ電話会議実施，科学的探究活動の国

際発表者数増加の反面，地域資源の活用が不充

分であったことから「社会と共創して探究し，

地域からグローバルまで展開するプログラム

実践」の必要性が高まっている。 

【表.1 各年次における実践と重点課題の経緯】   

第
1

年

次 

実
践 

・同窓会支援，高校 GLP（米国研修）， 

中学 GLP（英国研修）実施 

・同窓会支援，サイエンス GLP実施 

・英語専用教室 U-CUBE設置 

課
題 

・英語に苦手意識をもつ生徒が多い 

・英語に対する生徒の興味・関心を高め

る環境づくりが必要 

第
2

年

次 

実
践 

・探究活動における Abstractを英語で 

作成，SSH研究成果要旨集発刊 

・U-CUBE常駐教員の配置，生徒部活動 GLP部設置  

・海外研究発表(CASTIC)への参加 

・SSH海外研修(ICAST)実施 

課
題 

・英語科全教員及び ALT による Abstract

の英語での作成指導体制の構築 

・U-CUBEの運用・管理，生徒の活用 

・英語での研究発表機会の充実 

第
3

年

次 

実
践 

・SSH 課題研究成果発表会で英語研究発表  

・SSH大韓民国海外研修実施 

課
題 

・3年課題研究英語発表指導方法・体制 

・Abstract を英語で作成する教材，資料の必要 

・2年課題研究英語発表機会の確保 

第
4

年

次 

実
践 

・研究開発部における GLP研究主任設置 

・英語で科学及びグローバル講座の実施 

・国際統合睡眠医科学研究機構 SLEEP 

SCIENCE CHALLENGE開発(終日英語) 

課
題 

・「英語で科学」における英語論文作成力

及び英語研究発表力の向上 

・海外研修経験者と未経験者との意欲，態度の差 

第
5

年

次 

実
践 

・全校生徒のグローバルな態度を涵養 

する SSH，GLP成果報告会の実施 

・台湾・静宜大学との連携協定締結 

課
題 

・海外研修経験者増加，海外研究発表者

増加，英語での研究発表機会充実の反

面，グローバルに研究成果を発信する意

義の理解が不充分である生徒が多く，社

会や地域における課題に取り組み，グロ

ーバルな視点で探究を進めることに課

題がある。社会と共創をし，ローカルな

視点とグローバルな視点の双方を備え

た探究活動を展開する必要がある。 
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３ 研究開発の内容 

(1)英語で科学 

H27第 3年次は，探究活動の成果を Abstract

として英語でまとめる際の留意点についての

指導と英語科教員での指導体制構築に取り組

んだ。H28第 4年次以降，「論文の書き方」の

教材開発を進めるとともに，理科教員，ALTに

よる英語で講座を行う機会の充実を図る。 

1.仮  説 

英語による理科講座の受講や，英語での研究

要旨作成及び研究成果発表を通して，英語の運

用場面を増やし，英語での研究要旨作成及び研

究発表意欲を高めることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

選択的回答方式(4 段階)でアンケートを実

施し，各段階の回答割合(%)と各質問の平均

を得て，1年プレ課題研究，2年課題研究，3

年課題研究を通して，SSH研究成果要旨集で

Abstract を英語でまとめる有用感を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

(1)英語で科学（講座） 

放課後，希望生徒対象に，表.1に示すスケジ

ュールで，理科・数学に関する講座を実施する。

理科は学校設定科目「未来科学 A」「未来科学

B」の学習内容を扱い，物理基礎，化学基礎，

生物基礎，地学基礎に準ずる内容とする。ALT

及び理科教員が担当し，すべて英語でワークシ

ート，スライド資料を作成して説明する。図.1

に示す学習指導案を作成し，図.2に示すワーク

シートを活用して理解を深める。専門用語を英

語で理解する段階を経て，基本的な表現で講座

を展開させ，生徒の主体的な活動が多い講座づ

くりを進めている。図.3に示すように，実験を

多く取り入れ，英語で実験手順や器具，試薬な

どの説明を行い，英語での講座に親しめるよう

にし，英語での会話の時間も設定する。  

【表.1 講座で扱った分野】 

№ 講座スケジュール 

1 Bio-Human disestive system 

2 Bio-Human reproductive system 

3 Bio-Human reproduction 

4 Special Lecture in Biology by Mr. Goto. 

5 Ecology-When animals return 

6 The Periodic Table 

7 Carbon and its many forms 

8 Acids and Bases in Everyday Life 

9 Nanochemistry 

10 Reflection and Refraction 

11 Renewable Energy and Bio fuels 

12 Volcanoes and Plate Tectonics  

 
【図.1 LESSON PLAN(Bio-Human disestive system)】 

 

 
【図.2 Worksheet(Bio-Human disestive system)】 

  
【図.3 英語で科学講座の様子】 
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(2)論文の書き方 Abstract＋タイトルの付け方 

Abstract を作成する際の留意点や英語の表

現について，留意点をまとめた教材を図.4のよ

うに作成する。作成に当たっては以下の点を踏

まえて行う。特に，1年プレ課題研究で取り組

んだ研究内容を Abstract にまとめる際，日本

語から英語に直訳する生徒が多く見受けられ

ることに留意し，一定のフォーマットを提示す

る。タイトルの付け方についても，研究内容が

的確に伝わる英語表現を具体的に例示する。 

1.Abstractとは何か。論文の構成 

「要旨」として短時間で論文内容を伝える 

2.Abstractを構成する要素 

「目的」「方法」「結果」「結論」を基本とする 

3.Abstractで使用する英語表現 

それぞれの要素に応じた英語表現を紹介 

4.タイトルの付け方 

端的で内容を特定する英語表現を紹介 

 

 
 

 
【図 4. 論文の書き方①Abstract】 

 
【図 5. 論文の書き方②Title】 

 

4.検  証 

 英語で科学(講座)について，参加者は毎回，

中学3年～高校3年の生徒15名程度であった。

生徒も積極的に英語でのコミュニケーション

をとる姿勢が随所に見受けられ，専門用語や表

現方法の理解につながる効果的な取組となっ

た。H27 第 3 年次までは ALT の専門性を活か

し，化学領域に集中した講座であったが，H28

第 4 年次，H29 第 5 年次は幅広い領域を講座

で扱うことができた。理科教員と ALT による

TT(チームティーチング)による講座や，理科教

員単独での講座，英語科教員と ALT(理科専攻)

による講座など，それぞれの専門性を活かした

指導体制をとることができた。特に，理科教員

にとって，日本語の説明に頼らない原理・現象

に焦点をあて，端的な英語説明で理解を求める

講座へと視点を大きく変える良い研修の機会

となった。実験を取り入れ，英語で実験手順や

器具，試薬などを説明し，英語で科学の講座に

親しめるようにする講座展開など創意工夫あ

る実践と意識改革につなげることができた。 

表.2に示すアンケートの結果から，特に，初

めて研究成果要旨集で Abstract を作成した高

校 1年SSで肯定的な意見が多かったことが示

された。学年所属の英語科教員を中心にした計

画的な添削指導スケジュールの提示と分担に

より，各研究テーマに応じた Abstract の指導

を進めることができた。課題研究では，2年 11

月 SSH 課題研究中間発表会以降，英語科全教

員で分担してそれぞれのテーマに関する英語

による発表指導を進め，3 年 SSH 課題研究成

果発表会まで継続的に進めることができた。 

【表.2 アンケート集計結果】 

研究成果を英語で Abstract にまとめて良かったか。 

(4段階：4が肯定的) 

 

1年 SS以外 

N=168 

1年 SS 

N=68 

2年 SS 

N=65 

3年 SS 

N=51 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事後% 事後% 

4 － 12 － 45 11 18 15 25 

3 － 50 － 44 54 48 42 45 

2 － 33 － 11 28 31 33 25 

1 － 5 － 0 7 3 10 5 

Ave － 2.70 － 3.34 2.69 2.82 2.60 2.90 

差 － － +0.13 +0.30 
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(2)グローバル講座(Global Power Lunch) 

SSH 中間評価において指摘を受けた事項

「今後，高校から入学する生徒への波及を大き

くして，学校全体として SSH 事業を充実して

いくこと」を課題として，H28 研究開発(第 4

年次)以降，「英語で科学」に加えて，希望生徒

を対象に英語による「グローバル講座(Global 

Power Lunch)」を実施する。また，英語によ

る科学研究発表を日本語に同時通訳する練習

を行う「同時通訳講座」も実施する。 

1.仮  説 

英語での国際関係，政治，経済，文化に関す

る「グローバル講座」(Global Power Lunch)，

研究発表内容を同時通訳する「同時通訳講座」

を文系・理系問わず希望生徒を対象に実施する

ことによって，英語に親しみ，グローバルな視

点を身につけることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

「グローバル講座(Global Power Lunch)」

及び「同時通訳講座」の実施状況を整理し，

その事業の成果と効果を整理して検証する。 

3.方  法（検証内容） 

(1)「グローバル講座」(Global Power Lunch) 

土曜授業日の放課後，希望生徒対象に，表.1

に示すスケジュールで，国際関係，政治，経済，

文化に関する講座を実施する。日本語でスライ

ド資料を用いて説明した後，同様の内容をすべ

て英語でスライド資料を用いて説明する(図.1)。

昼食を摂りながら生徒は参加する。 

【表.1 講座で扱った分野】 
 担当：吉永晃紀(英語科)・鶴田修一(地歴公民科) 

№ 講座スケジュール 

1 フランス大統領選と欧州 

2 通貨（円高ってどういうこと？） 

3 国際派ビジネスマンの共通語 

4 MBAって何①？ 

5 MBAって何②？ 

6 ベニスの商人の過ち（金利の話） 

7 グローバルなら何でもすばらしいのか？ 

8 就活どうする？（企業分析） 

9 ２０１７年世界を振り返る 

10 インバウンド消費と観光 

11 地域活性化とグローバル化 

12 自分で政治・経済を予測してみる 

(2)同時通訳講座 

放課後，希望生徒対象に，研究発表内容を日

本語から英語または英語から日本語に同時通

訳する練習を行う「同時通訳講座」も実施する。

7 月 SSH 課題研究成果発表会における研究発

表 4 テーマ，1 月 SSH 研究成果発表会におけ

る研究発表 2テーマを同時通訳の対象とし，同

時通訳を行うことを目標に練習を重ねる。SSH

研究成果発表会では FM ラジオを用いて聴講

希望者に同時通訳の音声がイヤホンを通して

届くようにする。 

  
【図.1 スライド資料(日本語/英語)】 

  
【図.2 生徒発表・同時通訳の様子】 

4.検  証 

「グローバル講座(Global Power Lunch)」に

ついて，参加者は毎回，中学 3年～高校 3年の

生徒 15 名程度であった。文系・理系，学年問

わず希望生徒が集まり，積極的に英語でのコミ

ュニケーションをとる姿勢が見受けられた。 

また，「同時通訳講座」について，研究成果

発表会の英語原稿をもとに英文の理解，英語の

聞き取り，日本語通訳のタイミングと練習を重

ねて SSH 研究成果発表会に臨むことができて

いた。同時通訳は，FMラジオを介して，英語

での発表から少し遅れて日本語の通訳が希望

する聴講者のイヤホンに音声が入るように行

われた。英語に触れる機会の提供として，SSH

課題研究成果発表会をはじめ様々な機会への

展開が期待できる効果的な取組となった。 
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(3) UEC（Uto English Center）通称「U-CUBE」 

H25に設置した UEC（Uto English Center）

『U-CUBE』は"Community for your Unlimited 

and Bilingual Experiences."(自由でバイリン

ガルな体験のためのコミュニティ空間)及び

"Community for Upgrade and Brush up your 

English."(英語をアップグレードできる，磨き

上げられるためのコミュニティ空間)として，

中学生・高校生を対象に英語のみを使用する

教室として活用している。英語科教員の配置，

英文による教科書や科学雑誌，視聴覚教材の

充実など，グローバル教育の拠点としての機

能を果たすことができている。H29研究開発

(第 5 年次)は様々なグローバル関連事業を展

開する空間として有効な運用方法を開発した。 

1.仮  説 

U-CUBEを様々なグローバル関連事業を展

開する空間として，年間を通して運用するこ

とによって，生徒が英語を扱う機会，時間を

増加させることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

U-CUBEで実施される様々な事業内容及び

取組，生徒参加状況等を通年活動，英語研究

発表支援，留学支援，参加支援に整理する。 

3.方  法（検証内容） 

U-CUBEで展開する様々なグローバル関連

事業を表.1に示す。図.1に示すプレゼンスト

ーリーシートを活用し，スーパープレゼンテ

ーションの視点も研究発表の参考にする。 

【表.1 U-CUBEでの主な活動内容】 

通 

年 

活 

動 

英語で科学(Science in English) 

グローバル講座(Global Power Lunch) 

GLP委員会生徒活動運営 

同時通訳講座 

英 
語 
研 
究 
発 
表 
支 
援 

SSH研究成果発表会 

SSH課題研究成果発表会 

SSH大韓民国・盆唐中央高校海外研修 

SSH 台湾・国際先端科学技術学生会議海外研修 
International Student Conference on Advanced Science and Technology  

The 50th annual meeting of the Japanese 
Society of Developmental Biologists 

SLEEP SCIENCE CHALLENGE2018 

Intel ISEF 2018 

第 3回高校生国際シンポジウム 

留 
学 
支 
援 

GLP英国研修 

GLP米国研修 

ライオンズクラブ国際協会 2016～2017 年度夏期 YCE 派遣事業 

熊本・モンタナ留学プログラム 

トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム 

「心連心」中国高校生長期訪日事業 

参 
加 
支 
援 

熊本県私学振興課主催「海外チャレンジ塾」 

グローバルジュニアドリーム事業熊本県高校生リーダー 

オーストラリア科学奨学生 ISS（シドニー大学内物理学財団）  

「ビヨンドトゥモロー」ジャパン未来フェローズプログラム 

高校生「中国ふれあいの場」訪問事業 

日本の次世代リーダー養成塾 

TEDX Kumamoto  

 
【図.1 プレゼンストーリーシート】 

  
【図.2 TEDxKumamotoスピーチ体験の様子】 

4.検  証 

U-CUBEを拠点に様々なグローバル関連事

業が展開されることが校内でも浸透し，「一

歩踏み出そうとする生徒」を多く支援する体

制構築することができた。SSH主対象である

SS コースのみならず，SSH 主対象生徒以外

も数多く U-CUBEを訪問するようになり，自

分が取り組む探究活動の成果を発表しよう

とする意欲の高まりが見受けられた。 
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(4)海外研修 

1)SSH大韓民国盆唐中央高校海外研修 

H27 研究開発(第 3 年次)から課題研究に取

り組む 2年 SS コース 6人が大韓民国盆唐中

央高校で開催される研究発表会で研究発表し，

英語で研究発表及びコミュニケーションをと

るとともに高校生との交流の機会としている。

H28研究開発(第4年次)は同窓会支援を受け，

2 年 SS コース以外 4 人も探究活動の成果を

発表した。H29 研究開発(第 5 年次)では，朝

鮮半島情勢の緊張度が高まるなかで，参加生

徒及び引率教員の安全確保を最優先に考え，

研修実施を中止したため，実施計画内容を報

告する。 

1.仮  説 

大韓民国盆唐中央高校で開催される研究発

表会に参加することにより，課題研究の成果

を英語で発表する技能や表現力を身につける

ことができる。また，SS コース以外の取組

により，その効果の波及を図ることができる。 

2.研究内容（検証方法） 

 英語によるプレゼンテーション資料及びポ

スターセッション資料の内容，口頭発表の内

容を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 高校 2 年 SS コース 6 名，SS コース以外

である高進文系1名・中進文系3名対象に表.1

に示す行程で実施する。事前学習として，

U-CUBE でのテレビ電話を活用した交流

(U-CUBE 参照)及び韓国語講座を実施する。

研究要旨集作成に伴う研究要旨提出，プレゼ

ンテーション資料及びポスターセッション資

料作成を表.2に示す研究テーマごとに進める。

英語での発表，質疑応答に備え，英語科教員，

ALT による発表練習を行う。研修実施後は，

全校生徒対象にSSH研究成果発表会で 10分

間の研修報告を行う。また，熊本県スーパー

ハイスクール指定校合同研究発表会で研究発

表を行う。 

 

【表.1 大韓民国盆唐中央高校研修日程】 

月日(曜) 行程・内容 

10月 25日 

(木) 

宇土高校－福岡空港－仁川空港－

盆唐中央高校(学校紹介)  

10月 26日 

(金) 

盆唐中央高校研修 

授業参加・クラブ活動交流 

生徒研究発表会・生徒交流会 

(口頭発表・ポスターセッション) 

10月 27日 

(土) 

仁川学生科学館－仁川空港－ 

福岡空港－宇土高校 

【表.2 研究発表テーマ】 

ウトウトタイムと運動能力との関係性 

「振り子式反発係数測定法」の研究 

クスノキの葉を食物やシェルターとして利用する虫たち  

有明海のサメの年齢測定法の開発 

伝統的修復部材「ガンゼキ」の科学的考察 

古今和歌集・春歌を読んで気付いたこと 

店舗から考える高齢化社会 

アニメツーリズムは観光資源として有効か 

里親制度の現状と課題 

4.検  証 

本研修に申込をした生徒は，2 年 SS コー

ス 10人，2年 SSコース以外 8人であったこ

とからも，学校全体として，探究活動の成果

を発表する意欲の高まりを感じることができ

た。高校 2年で課題研究及び探究活動のテー

マ設定後 6ヶ月で研究発表を英語で行う機会

を設定することによって，課題研究及び探究

活動に取り組む生徒の英語での研究発表への

意欲向上を図ることができるとともに，SSH

研究成果発表での英語研究発表を通した全校

生徒への効果波及を望むことができる。本研

修中止により，英語での研究発表に取り組む

意欲向上を図ることができなかったものの，

バイオ甲子園 2017，サイエンスキャッスル九

州大会，九州両生爬虫類研究会，日本両棲爬

虫類学会，世界トップレベル研究拠点プログ

ラム (wpi)国際統合睡眠医科学研究機構

SLEEP SCIENCE CHALLENGE，一般社団法

人 Glocal Academy主催，第 3回高校生国際

シンポジウムなど多くの研究発表の機会充実

を代替的に図ることができた。 
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(4)海外研修 

2)SSH台湾海外研修 

第 12 回国際先端科学技術学生会議 ICAST 

International Student Conference on Advanced Science and Technology 

H26研究開発(第 2年次)では，フランス共和

国ブレーズ・パスカル大学で開催された第 9

回大会に高校 2年 SSコース 2名，H27研究開

発(第 3年次)では，インドネシア共和国スラバ

ヤ工科大学で開催された第 10 回大会に高校 3

年 SSコース 2名に参加した。H29は，高校 2

年 SSコース 2名を対象とした。 

1.仮  説 

国際研究発表の機会を通して，今後の探究活

動をはじめとする諸活動の意欲を高めること

ができる。また，本研修の成果を様々な機会で

報告することで，グローバルな舞台で研究発表

する高校生のモデルを示すことができる。 

2.研究内容（検証方法） 

国際研究発表を経験した生徒の探究活動を

はじめとする諸活動の意欲の高まりを検証す

る。また，様々な機会での報告を通して，成果

普及の効果を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 高校 2年SSコース 2名対象に表.1に示す

行程で実施する。事前学習として，9 月上旬，

図.1に示す発表要旨を提出した。第 12回

ICASTは大学生が主体となって運営する国際

会議であり，Oral Sessionは 13部門で構成さ

れている。11月 23日(木)15分間の Oral 

Session「General Session」を行う。事前学習

として，英語でのプレゼンテーション資料及び

ポスターセッション資料を作成する。事後学習

として，SSH研究成果発表会で研修報告及び

英語での研究発表を行う。 

【表.1 台湾研修日程】 

月日(曜) 行程・内容 

11月 21日 
(火) 

福岡空港(中華航空 111)－台北空港
－高鉄桃園駅－宿舎 

11月 22日 
(水) 

高雄第一科技大学研修 
研究室訪問・ラボツアー 

11月 23日 
(木) 

ICAST 1日目 General Session 
「 Visualization of Beat by using a 
“Vibration Speaker”」 

11月 24日 
(金) 

ICAST 2日目 Posterl Session 
「 Visualization of Beat by using a 
“Vibration Speaker”」 

11月 25日 
(土) 

ICAST 3日目 Ending and Awards 

11月 26日 
(日) 

高雄空港(中華航空 198)－熊本空港 

 

 
【図.1 ICAST提出研究要旨】 

  
【図.2 ICAST会場・高雄第一科技大学】 

4.検  証 

国際研究発表を経験した生徒 2人はグロー

バルな舞台で研究発表に臨む意欲の向上が見

受けられ，高校生科学技術チャレンジ

JSEC2017で花王賞（特別協賛社賞）受賞を

経て来年度国際大会 ISEF2018 への出場が決

定し，グローバルな舞台で研究発表する高校

生のモデルとして期待ができる。また，SSH

研究成果発表会での研修報告及び英語での研

究発表を通して，課題研究及び探究活動の研

究成果をグローバルな舞台で発信しようとす

る全校生徒の意識を促すことができた。 
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(3)SLEEP SCIENCE CHALLENGE 2018 

国際統合睡眠医科学研究機構研修 

 H27研究開発(第 3年次)から 1年未来体験学

習(関東研修)フォローアップ企画として，世界

トップレベル研究拠点プログラム(WPI)採択拠

点である筑波大学・国際統合睡眠医科学研究機

構(IIIS)での英語を公用語とする研修を開始し

た。H29 研究開発(第 5 年次)は，ラボツアー，

研究相談，ワークショップ等，研究者とのコミ

ュニケーションの機会充実を図り，世界トップ

レベルの研究を行う研究者の姿勢を学ぶ。 

1.仮  説 

英語を公用語とする WPI 採択拠点 IIIS で，

英語による研究発表や，講義受講をすることで，

グローバルな舞台で科学者とコミュニケーシ

ョンをとる手段として英語が必要であること

を意識することができる。 

2.研究内容（検証方法） 

英語によるプレゼンテーション資料の内容，

口頭発表の内容を検証する。 

3.方  法（検証内容） 

 高校 2年 SSコース 6人対象に表.1に示す

日程で実施する。英語が公用語である IIISで

は原則，英語でコミュニケーションを図る。

午前中，柳沢正史機構長による講義「Solving 

the Mystery of Sleep」を実施。生徒研究発表

として様々な国籍の研究者が一堂に会した場

で口頭発表 10分，質疑応答 15分を設定する。

昼食，ウトウトタイム後，睡眠の総合的なラ

イフサイエンス「睡眠医科学」を支える「基

礎生物学」，「実験医学」，「創薬化学」のラボ

ツアー，課題研究に関する研究相談を行う。

「社会における科学の利用について考えるワ

ークショップ」を通してシティズンサイエン

スの視点を学ぶ。 

4.検  証 

世界トップレベルの研究機関での研修を通

して，生徒自身が自ら力量を知り，今後の研究

意欲を高める非常に有効な機会となった。質疑

応答含め，25 分間もの時間，数多くの研究者

が自分の研究に向き合ってもらえた経験は非

常に有意義なものであり，研究者の姿勢を通し

て，一層，課題研究と英語でのコミュニケーシ

ョンの意欲を高めることができた。特に，柳沢

正史機構長の講義は示唆に富んだ内容であり，

科学に携わるうえで必要な資質となるサイエ

ンスマインド，サイエンスリテラシーを学ぶ有

意義な機会となった。 

【表.1 アジェンダ(IIIS提供資料)】 

  
1.ウトウトタイムと運動能⼒との関係性 
The relation between Uto-Uto-Time and athletic ability  

2.リボソームによる多能性幹細胞の創造 
Reprogramming of Stem Cells by Ribosomes 

3.カフェインの最適抽出⽅法の検討 
A study on optimal extraction method of caffeine 

4.MRI 画像からみえるもの 
Something what looks from the MRI image 

 

   

  
【図.1 研修の様子】 
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４ 実施の効果とその評価 

(1)生徒・教職員・保護者への効果 

『中高一貫教育校として，6年間を通したグロ

ーバル教育の研究開発』の効果とその評価を検

証するために，アンケートを実施した。 

実施日 事前：H29年 5月 事後：H30年 2月 

対 象 SSH主対象(有効回答1年SS以外 168人，

1年 SS68人，2年 65人，3年 51人) 

方 法 選択的回答方式(4段階：4が肯定的・1

が否定的)で仮説検証に関する質問の

回答結果を各段階の割合と各質問の平

均を求め，事前事後の差を得る。 

結 果 SSH主対象の各学年の結果を示す。 

仮説「世界に視野を広げグローバルな視点をもつ」 

英語が好きです 

 
1年 SS以外 1年 SS 2年 SS 3年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 25 15 19 66 10 16 6 20 

3 36 37 44 29 46 36 40 45 

2 29 38 33 3 34 38 40 25 

1 10 10 4 2 10 10 14 10 

Ave 2.77 2.59 2.78 3.60 2.56 2.59 2.38 2.75 

差 -0.18 +0.82 +0.03 +0.37 

機会があれば外国へ留学したいと思います 

 
1年 SS以外 1年 SS 2年 SS 3年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 24 24 27 62 22 28 19 28 

3 22 27 25 30 24 34 26 22 

2 25 28 27 8 32 20 40 32 

1 29 21 21 0 22 18 15 18 

Ave 2.41 2.54 2.58 3.54 2.46 2.72 2.54 2.60 

差 +0.13 +0.96 +0.26 +0.06 

外国の人と積極的に話をしたいです 

 
1年 SS以外 1年 SS 2年 SS 3年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 22 16 18 37 24 30 25 45 

3 28 31 34 49 37 39 35 21 

2 34 34 30 11 25 20 30 19 

1 16 19 18 3 14 11 10 15 

Ave 2.55 2.44 2.52 3.19 2.71 2.87 2.75 2.96 

差 -0.11 +0.67 +0.16 +0.21 

海外研修に参加してみたい 

 
1年 SS以外 1年 SS 2年 SS 3年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 24 35 34 27 45 38 26 38 

3 26 24 31 44 28 24 38 26 

2 27 19 22 22 25 24 20 22 

1 23 22 13 6 2 14 16 14 

Ave 2.51 2.71 2.87 2.92 3.16 2.86 2.74 2.89 

差 +0.20 +0.05 -0.30 +0.15 

1 年・2 年・3 年 SS コースにおいて，海外

への留学希望や，海外研修への参加意欲が高い

生徒の割合が高い。3年課題研究の取組におけ

る全員英語で成果発表する機会を通して，「世

界に視野を広げグローバルな視点をもつ」をこ

とにつながっていると考えられる。表.1に示す

ように，海外研修及び海外研究発表者数が

SSH 指定後増加している。外国の人と積極的

に話をしたい生徒の割合が高いことからも，研

究をはじめとする自身の取組をグローバルな

舞台で発表するツールとして英語の必要性を

感じ，積極的にコミュニケーションを図る意欲

が高い生徒が増加していることがうかがえる。 

【表.1 海外研修及び海外研究発表者数増加】 

企画名 国 H25 H26 H27 H28 H29 

G L P 中 学 
( 英 国 研 修 ) 

英
国 

24 30 26 38 35 

G L P 高 校 
( 米 国 研 修 ) 

米
国 

10 23 9 7 8 

サ イ エ ン ス
G L P 

米
国 

2 ‐ ‐ ‐ ‐ 

C A S T I C 
中
国 

‐ 2 ‐ ‐ ‐ 

I C A S T 
(仏国・尼国・台湾) 

＊ ‐ 2 2 ‐ 2 

アジアサイエンス 
キャンプ(泰国・印度) 

＊ ‐ ‐ 1 1 ‐ 

盆唐中央高校
研 究 発 表 会 

韓
国 

‐ ‐ 6 10 
中
止 

トビタテ留学
JAPAN(米国・比国) 

＊ ‐ ‐ 2 3 ‐ 

青 少 年 科 学 
技 術 会 議 

泰
国 

‐ ‐ ‐ 2 ‐ 

オーストラリ
ア科学奨学生 

豪
州 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 

ライオンズクラブ 
国際協会 YCE 派遣生 

星
国 

‐ ‐ ‐ ‐ 1 

合 計 ＊ 36 57 46 61 47 
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(2)学校経営への効果 

グローバル教育の効果として，留学生及び

海外派遣プログラムへの参加生徒増加が挙げ

られる。H26年 9月～H27年 7月はフィリピ

ン共和国から 1人，H27年 8月～H28年 4月

は中華人民共和国から 1人，H29年 8月から

は中華人民共和国から 1人留学生を受け入れ

た。本校からは熊本県モンタナ留学プログラ

ム第 1期生として高校 3年 1人が H28，8月

から 1 年間の留学を経て，H29，7 月本校を

卒業した。平成 25 年度に締結した世界最大

規模の高等教育機関ネットワークの一つ

Navitas を活用することで，高校卒業後，指

定校提携するオーストラリア，カナダ，アメ

リカ，イギリス，ニュージーランドの国公立・

州立大学に進学をすることができ，最短 3年

間（カナダ・アメリカは最短 4年間）で学位

を取ることを可能にする環境を整えたことで，

一層，生徒の進路選択の幅を広げることがで

きている。 

海外派遣プログラムへの参加では，オース

トラリア科学奨学生 ISS（シドニー大学内物

理学財団）日本代表派遣団への選出，アジア

サイエンスキャンプに 2年連続日本代表派遣

団への選出をはじめ，各種企画に応募する生

徒が増加している。また，第 1 期 2 人，第 2

期 3 人が参加したトビタテ！留学 JAPAN 日

本代表プログラムにも，10名程度の生徒が申

請するなど留学にも意欲的な生徒が増加して

おり，今年度はライオンズクラブ国際協会夏

期 YCE派遣事業に生徒 1名が参加した。 

SSH 海外研修で科学研究発表を必須とす

ることは H24 から本校同窓会支援で展開さ

れている GLP(グローバルリーダー育成プロ

ジェクト)にも影響を与え，H28 では大韓民

国・盆唐中央高校に生徒 4 人が SSH 海外研

修に同行し，研究発表する動きにつながった。

SSH主対象以外の生徒も，地域資源や課題に

着目して探究活動を展開し，その成果をグロ

ーバルな舞台で発表する視点が育まれている。 

 H27 から校内組織を編制して GLP 研究主

任を設置している。U-CUBEに常駐している

GLP研究主任が「英語で科学」及び「グロー

バル講座」をはじめ，英語研究発表支援，留

学支援，研修参加申込支援など様々なグロー

バル教育を展開することができている。SSH

研究成果発表会においても，GLP研究概要報

告の機会を設定し，SSH事業におけるグロー

バル教育の在り方を全校生徒，職員及び参加

者に伝えることができている。また，熊本県

高等学校教育研究会英語部会で本校 GLP の

取組を実践発表したり，米国教育旅行セミナ

ーイン福岡で米国教育旅行の成果を講演した

りと，成果普及の機会も充実している。 

生徒評価アンケートは以下のように，英語

教育が充実していると肯定的な回答を示す生

徒が 1年生で高い割合を示す。本校グローバ

ル教育の取組は近隣中学生が進路選択するう

えで一つの検討材料になっており，入学後の

英語教育に対する期待の高さをうかがうこと

ができる。一方，学年進行とともに肯定的な

回答を示す生徒が減少している傾向から，グ

ローバル教育の成果や効果を英語教育に波及

させる取組の必要性が高まっている。 

宇土高校は英語教育が充実していると思います 

 
1年 SS以外 1年 SS 2年 SS 3年 SS 

事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 事前% 事後% 

4 35 15 24 37 19 20 15 20 

3 55 57 61 21 59 48 65 58 

2 10 26 15 32 22 30 12 20 

1 0 2 0 10 0 2 8 2 

Ave 3.26 2.86 3.09 2.86 2.97 2.87 2.88 2.97 

差 -0.40 -0.23 -0.10 +0.09 

５ SSH 中間評価において指摘を受けた事

項のこれまでの改善・対応状況について 

『優れた取組状況であり，研究開発のねらい

の達成が見込まれ，更なる発展が期待される』

と高い中間評価をいただいた一方，『今後，高

校から入学する生徒への波及を大きくして，

学校全体として SSH 事業を充実していくこ
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とが期待される』と今後の学校運営の柱とな

る貴重な助言をいただいた。 

SSH 研究成果発表会で GLP 研究概要報告

を設定し，SSH事業におけるグローバル教育

の在り方を伝え，全生徒の意識高揚を図る取

組を展開した。特に，「グローバル教育の研究

開発」では，以下の 2点に重点を置いた。 

(1)英語で科学・グローバル講座 

 英語による科学に関する講座及び英語での

国際関係，政治，経済，文化に関する「グロー

バル講座」を放課後に，希望者対象に実施する

ことで，受講対象を高進生にも広げた。 

(2) TEDxKumamotoスピーチ体験 

 SS コースによる科学研究発表とは異なる

聴衆を惹きつける視点を重視したプレゼンテ

ーションを行うことを目的に，多くの希望者

を集めて TEDxKumamoto スピーチ体験に向

けた準備を進めることができた。 

６ 校内における SSH の組織的推進体制 

熊本県 

教育委員会 
 
ＳＳＨ運営

指導委員会 
 

大学 

研究機関 

指導⇩助言  指導⇩助言  指導⇩助言 

       

   校長    

       

 
運営委員会 

[管理職・校務分掌部長・学年主任] 
 

        

 
高校学年会 

中学学年会 

 研究開発部 

SSH研究主任 

GLP研究主任 

 英語科 

教科会 
 

  

       

  支援 ⇑ 補助   

熊本県立宇土高等学校 

同窓会 

6 年間を通したグローバル教育の研究開発

を進めるために以下に示す組織的推進体制を

構築している。週時程に 1時間設定した研究

開発部会に加え，H27から「GLP研究主任」

を配置することで，グローバル教育の研究開

発に関する中心的役割を果たすことができた。

U-CUBEを活動の拠点に，GLP研究主任が中

心となって，各教科・各学年と連携をとって

グローバル教育の研究開発を行った。特に，

課題研究の成果を英語で発表する指導を，理

科と英語の教員で担当する体制を確立できた。

また，本校同窓会から海外研修に対する支

援・補助を受けるグローバルリーダー育成プ

ロジェクト(GLP)の充実も進んだ。 

７ 研究開発実施上の課題及び 

今後の研究開発の方向・成果の普及 

第 1 期 SSH 研究開発を通して，海外研修

経験者増加，海外研究発表者増加，英語での

研究発表機会充実の反面，グローバルに研究

成果を発信する意義の理解が不充分である生

徒が多く，社会や地域における課題に取り組

み，グローバルな視点で探究を進めることに

課題がある。社会と共創をし，ローカルな視

点とグローバルな視点の双方を備えた探究活

動を展開する必要が生じた。 

 第 1 期 SSH 研究開発テーマⅢ「中高一貫

教育校として，6 年間を通したグローバル教

育の研究開発」から第 2 期 SSH 研究開発テ

ーマⅢ「中高一貫教育校として，社会と共創

する探究を進め，地域からグローバルに展開

するプログラムの実践」に発展拡充する計画

で，研究開発課題「未知なるものに挑む

UTO-LOGIC で切り拓く探究活動の実践」を

推進する方向性である。 

特に，本校独自「グローバルリーダー育成

プロジェクト（GLP）」及び「U-CUBE（Uto 

English Center）」を中心に，中学段階，総合

的な学習の時間「宇土未来探究講座Ⅰ～Ⅲ」，

高校段階，学校設定教科「ロジック」におけ

る学校設定科目「ロジックプログラム」，「SS

（スーパーサイエンス）課題研究」，「GS（グ

ローバルサイエンス）課題研究」，「ロジック

探究基礎」を通して，社会と共創する探究を

進め，地域からグローバルに展開するプログ

ラムの実践を図ることを計画している。 
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１ 教育課程表 

平成 28 年度入学生から 1 年高進生「国語総合(1 単位)」，「コミュニケーション英語(1 単位)」を減じ
て，「物理基礎(2単位)」を設置した。2年高進生「物理基礎(2単位)」を減じて，「化学(1単位)」を，「物
理/生物(1単位)」をそれぞれ増加した。 
平成 25年度・平成 26年度・平成 27年度入学生教育課程表 
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平成 28年度・平成 29年度入学生教育課程表 
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２ 運営指導委員会の記録 

(1)第９回運営指導委員会 

期日 平成 29年 7月 19日（木） 

会場 熊本県立宇土高等学校校長室 

内容 開会挨拶  [廣瀬光昭審議員] 

   校長挨拶  [福田朋昭校長] 

概要説明  [後藤裕市研究主任] 

研究協議 

講  評  [鈴木清史主任調査員] 

閉会挨拶  [廣瀬光昭審議員] 

出席 JST1名，運営指導委員 4名， 

教育委員会 2名，本校職員 17名 計 24名 

［運営指導委員］ 

小野 長門 

宇佐川 毅 

松添 直隆 

松尾 和子 

崇城大学 工学部長 機械工学科教授 

熊本大学工学部長 教授 

熊本県立大学 環境共生学部長 教授 

県立教育センター教科研修部理科研修室長 

［県教育委員会］ 

廣瀬 光昭

原  恭一 

熊本県教育庁 高校教育課 審議員 

熊本県教育庁 高校教育課 指導主事 

研究協議「SSH第一期の成果と課題をふまえた 

SSH第二期申請の方向性について」 

・成果について。SSH指定され 5年。卒業生を

輩出している。パネルディスカッションに参

加していた学生などSSHで活躍していた学生

の進学後の情報収集はしているか。卒業生の

声はもっと宣伝すべき話だ。   (小野委員) 

・科学部で凸レンズの研究をした生徒。当初計

画から変更し，大学院に進学しメダカの雄雌

スイッチングの研究をすると聞いた。グロー

バルは，地元から出て海外等で活躍，また地

元に戻ってくる意識が大事。   (梶尾部長) 

・開発主題に含まれる“全教科がロジックで”

について。現行学習指導要領，理科の目標に

は「科学的な視点を育成する」とあるが，H29.3

月小学校，中学校には，「科学的な物の見方考

え方を用いて」と記載。目標が手段になって

いる。探究型授業を進めるうえで各教科，各

単元の見方，考え方があり，教員が教科を越

えて共有することで体系的に全体像が見える。

生徒が小さな成功体験を積み重ね，自信をつ

けたことが成果。学校全体として底力を感じ

る。近隣小学校連携「学びの部屋」体験，実

験支援は大事。地域資源，使う視点に加え，

育てる視点を入れてほしい。   (松尾委員) 

・宇土中高の目指すものに向かうため SSH が

どう入るのか。学習指導要領も変化するが

SSH も申請時から変化している。重点と付随

項目を整理する。総花的でなく。 (小野委員) 

・第一期の成果が様々，材料に事欠かない印象。

科学的探究活動に様々な教科が入り，どう構

築するか。文理融合的な研究の必要性を肌で

感じる。例えば震災。熊本市南区で液状化が

起きた土地は水路が通っていたと古文書に，

熊本城の石垣の力学的な視点と地政学的な視

点，歴史とサイエンスが融合する。全ての教

科で探究活動をするには「探究とは何か」設

定が重要。宇土にも歴史的水路がある。文理

融合した研究グループに期待。 (宇佐川委員) 

・文理両道。文系，理系はナンセンス。学びを

変え，学びを拡げる授業に。   (後藤主任) 

・足下を見ることも大事。高校の先生，保護者，

生徒対象のアンケートを踏まえ，第一期で構

築した成果を普及する視点は重要。地域創生

の視点について，第二高校が震災防災，天草

高校が地域資源。地域資源の活用，地域貢献

と宇土高校の方向性の力点が重要 (松添委員) 

研究協議「探究の視点を授業に入れる」 

・授業に探究の視点を入れることについて，現

在の探究活動の状況を聞きたい。 (小野委員) 

・総合的な学習の時間「宇土未来探究講座」で

課題研究，探究活動を設定。2年文系は学年主

導，第二期は教科専門性を充実させたい。設

定時間より教科の関わりを変える。(後藤主任) 

・授業と探究活動について。コンピデンシー，

リテラシー，リフレクションと要点を押さえ

ている。農業クラブ全国大会でも評価観点が

変化している。教科書にない大学レベルが評

価されない。教科書に振り返ることができな

いから。原点，基本は教科書。  (松添委員) 

・新学習指導要領教科「理数」について，先生

も生徒もワークライフバランスが重要。授業

改革も同様。生徒の活動範囲を拡げるため，

構造の自由度を高めるために何をするか。す

べての実践には時間を要する。戦略的に，リ

ソース配分の視点。高みと周辺牽引の必要な

核が必要。知識定着も必要。申請書では実現

方法が必要だ。大学入試改革も生徒の活動範

囲と構造の自由度の関係を議論する。極論，

学生の幸福度，入試との接続，社会との接続，

モチベーションの維持を含め，探究学習の推

進は検討が必要。       (宇佐川委員) 

・ゴールが変化しつつある印象。大学入試がセ

ンター，個別試験だけでなく，推薦，AO入試

など生徒の活動を評価している。卒業生談話，

「探究活動が大学での学びにつながる」が事

業の支えである。        (後藤主任) 
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研究協議「授業改善・授業デザイン」 

・宇土校の授業について，進路実現，保障の観

点で知識理解，問題演習を重視した内容が一

般的。ICT活用，言語活動の確保，ディベート，

プレゼンテーションは担当者次第。SSH 探究

活動によって大学入学のための勉強でなく，

大学での学びのために勉強する生徒が増加。

生徒に何を身につけさせたいか，コンテンツ

を明確にすることで授業デザインが変わる。

探究活動は指導教科の特色や教科融合領域な

ど授業の可能性を拡げる位置づけ。(後藤主任) 

・宇土高校の授業のツールと実績を明確にする

ことで，到達点が見える。生徒の活動範囲と

構造の自由度を総合したシナジー効果で探究

型授業ができるか明確になる。 (宇佐川委員) 

・エフォートの視点。事業総点検により取組の

強弱をつけるための足元確認を。 (松添委員) 

・SSHキーコンピテンシー”LOGIC”が学校の目

指す生徒像であるかは議論を要す。(後藤主任) 

・第二期 PDCA サイクルは実績ベースに回す。

実現可能性がないと申請不可だ。 (小野委員) 

・メディアを活用したオンライン学習システム。

効率的かつ網羅的に学習者の学習活動を蓄積

し，そのデータの可視化や統計的解析を行う

とともに学習者へのフィードバックが可能な

仕組み。最高点を成績反映させると提示し，

授業前に全員 8 割理解させるようにする。

1800人システムが採点，教員は作問とモニタ

リングのみ。基礎学力を保障するツールは教

育センターの機能では。    (宇佐川委員) 

・大学の資源を使用する際，著作権，SNSなど

情報教育が必要。基本は大学も同じ。問題解

決学習やアクティブラーニングも。(小野委員) 

・教員の多忙感を解消しないと生徒に感動を伝

えられない。知識を伝える時間を担保し，か

つ新規挑戦する生徒の時間をつくる。心の余

裕には仕事を減らす方向。   (宇佐川委員) 

・探究型授業の基盤となる取組，教科融合型授

業の基盤になる取組はあるか。  (松尾委員) 

・アート＆エンジニアリング，中学美術でペー

パーブリッジを作る授業がある。 (梶尾部長) 

・保健の授業，課題に対して探究，発表，自己

評価，教員評価を実践。地理の授業，夏休み

にテーマ設定，探究，ポスター作成。世界史

の授業，ある時代を焦点に探究。実践例が多

く，増加している。       (後藤主任) 

・教員に対して。持続可能な組織運営の視点で

実践共有，情報交換の場はあるか。(松尾委員) 

・職員研修では SSH 主任がコーディネーター

を務め，1年ロジックリサーチの生徒ポスター

をアンカー作品に，評価観点，指導観点を付

箋紙に書きだし，教科ごとに整理しワールド

カフェ方式にシェアする取組を行った。情報

交換や視点の共有を図れた。   (梶尾部長) 

研究協議「地域創生・社会との共創」 

・宇土市から熊本市へ流出。定員割れが想定さ

れる状況で GLP，SSHで倍率保持(梶尾部長) 

・SSHだけでは存続不能。魅力発信(小野委員) 

・宇土高校は熊本市，上天草市，宇城市から通

学できる恵まれた立地。    (廣瀬審議員) 

・近年，熊本市南部の受験者増加(奥田教務主任) 

・中学 160人受検，熊本市から 40人(福田校長) 

・大学では地方創生につなげるベンチャーがあ

る。焼酎粕のエビ養殖活用など。アントレプ

ルナー精神，起業家精神の教育が大事。卒業

研究に加え魅力も必要と感じる。 (小野委員) 

・農業高校における高大連携，地方創生は非常

に充実。地域産業，普通高校らしい取組をす

べき。宇土高校の実績を誇りに，次に繋げる

ために遠くでなく足元。熊本県 SSH校にない

特色がある。新しいが全てでない。(松添委員) 

・新任，転任の先生対象でも伝えるマニュアル

を作ることが宇土高校の仕事。教育実習を経

験した学生を見て大学 4 年間と同等の学びを

3週間で経験させる教育力が高校にある。出前

授業や講演会など先生が素晴らしいと感じる

ものと生徒が感じているものは違う。立派に

なればなるほど認識が離れる。  (松添委員) 

・表彰生徒だけでなく，努力した生徒，やる気

ある生徒の話は近隣中学にも伝播する。様々

な意見を申請につなげてほしい。 (小野委員) 

JST講評「文部科学省資料を受けての助言」 

SSH採択及び中間評価のポイント。校長リーダ

ーシップと全校体制，教員の指導力向上の視点。

継続申請は現状分析を踏まえた改善発展の方

向性が重要。教育課程全体が SSH 校として妥

当か。SSH 校は通常の高校を凌駕する高度な

「課題研究の充実」と「授業改善」。SSH科目，

それ以外の科目でも課題解決に向けて主体

的・対話的に学ぶ授業への改善があるか。管理

機関のSSH指定校の広報普及戦略が重要。SSH

は理数系に関する研究開発を行うもの。授業，

教育課程の中で生徒の科学的な能力をいかに

伸ばすことができるか，授業以外の取組は総花

的に行うことが必須ではなくメリハリを付け，

独自特色を出すことに躊躇することはない。 
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(2)第１０回運営指導委員会 

期日 平成 30年 1月 25日（木） 

会場 宇土市民会館会議室 

内容 開会挨拶  [牛田卓也課長] 

   校長挨拶  [福田朋昭校長] 

申請報告  [福田朋昭校長] 

協  議 「第二期申請内容について」 

閉会挨拶  [牛田卓也課長] 

出席 運営指導委員 3名， 

教育委員会 2名，本校職員 13名 計 20名 

［運営指導委員］ 

松添 直隆 

坂口 マコ 

松尾 和子 

熊本県立大学 環境共生学部長 教授 

モンタナ州政府駐日代表 

県立教育センター教科研修部理科研修室長 

［県教育委員会］ 

牛田 卓也 

原  恭一 

熊本県教育庁 高校教育課 課長 

熊本県教育庁 高校教育課 指導主事 

第二期 SSH実践型申請報告 

・研究開発課題主題「未知なるものに挑む

UTO-LOGICで切り拓く探究活動の実践」 

・生徒に身に付けさせたい力 UTO-LOGIC

【Logically，Objectively，Globally，Innovantive，

Creative】未知なるものに挑む力。既成概念を

打ち破る力。LOGICを駆使する力。 

・研究開発テーマ，第一期と第二期の違い 

「理数教育」→『探究の「問い」を創る授業』 

「科学的探究活動」→『探究活動』 

「グローバル教育」→『社会と共創する探究』 

・中間ヒアリング指摘事項「探究活動の成果を

授業に活かす」を意識し，次期学習指導要領

も見据えた授業改善。学校設定科目設置。 

・学校設定教科「ロジック」設置。SS 課題研

究のノウハウを全校生徒に普及。GS課題研究，

ロジック探究基礎設置。ロジックガイドブッ

ク作成，ロジックアセスメント実施。 

・社会との共創する探究。地域資源，課題に着

目し，ローカルからグローバルに発信する探

究活動を展開する。 

研究協議「第二期 SSH実践型内容について」 

・第二期 5 年。宇土市での企画立案はどうか。

宇土市連携，宇土市長表敬など。宇土市観光

パンフレット英訳もできる。   (坂口委員) 

・生徒研究発表の質，発信力が向上している。

自己満足でなく，聞き手の視点もある。質問

者を受け止める雰囲気もあり，安心安全な学

びの場ができている。ポスターセッションで

もスタンダードが向上している印象。先輩か

ら後輩への継承が見える。第二期申請内容に

ついて，探究の「問い」をまとめたシラバス

は興味深い。育てたい生徒像を確立，共有す

ることが生徒自身の未来像につながる。つま

ずいた生徒，職員に対するフォローアップが

今後重要な視点になる。     (松尾委員) 

・第一期の強み「グローバル」をあえて「社会

と共創する探究」にした点について，現在，

ローカルな視点で取り組んでいる内容を見つ

め直し，体系化，融合化，再構築する。文部

科学省，高校教育改革は地域貢献，地方創生

だ。地方県立高校にとって大事な視点。地に

足をつけながら外に打って出られるのが地方

県立高校 SSHの強みだ。    (牛田課長) 

・教科の枠を越える視点，教科融合的な取組を

全面に出してもらいたい。   (原指導主事) 

・第一期 5年間の実績をもって，第二期 5年間

を計画している点は評価できる。企画評価委

員の視点で実際にこの計画を運用できるか。

教育委員会，地域，保護者の支援体制，教職

員の理解，負担過多でないか。宇土高校は「質

実剛健」をスローガンにする学校，生徒は素

直さ，受容する態度がある。風土，地域性に

優秀な職員，リーダーなどかみ合った状況を

今後，戦略的にどう展開するか。(松添委員) 

・教職員負担過多について，現在，研究開発部

20人体制で運営。SS課題研究以外の生徒 180

人の探究活動指導に課題があるため，第二期

ではロジック探究基礎 1 単位，教科の専門性

を活かす GS 課題研究 1 単位設置。負担感が

ある SSH指定校には意欲ある教員，スキルア

ップに挑む教員が望ましい。ノウハウを継承

するガイドブックを活用する。 (福田校長) 

・高校の役割。高校で学ぶ基礎基本をつける取

組。第二期プログラムで学力が本当に保障さ

れるか。教職員の共通理解はあるか。キーワ

ードは「主体性」。新大学受験制度でも「主体

性を評価」することが重要だ。  (松添委員) 

・基礎学力について，探究活動をやって学力は

つく?大丈夫?の声は常にあるがセンターの得

点，影響はない。むしろ，探究活動を通した

主体的な取組によって，無駄を省いて，考え

て学ぶ姿勢ができている。    (福田校長) 

・5 年間沢山の成果。同様に問題点も生じる。

問題点を整理しないまま展開すると無理が生

じる。全体の流れとして文部科学省も新しい

方向へ舵を切って，大学も高校も変革が求め

られる次代。高校がこれだけ進んでいると大

学もどう接続していくと良いかを考える。考

える時間が必要だ。申請書作成，学生と話す

時間，休息をとる時間含め。   (松添委員) 

・熊本県教育委員会の支援として，今年度，熊

本県スーパースクール指定校合同発表会を実

施。SSH4校，SGH2校，SPH1校，計 7校。

異なる視点の研究指定校が一堂に会すること

で視点のぶつかり，切磋琢磨できる機会を作

る。第二期 SSH実践型への仕掛けとなること

を期待している。        (牛田課長) 
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報道資料 

 
熊本日日新聞朝刊 平成 29 年 11 月 20 日 

 
朝日新聞朝刊 平成 29 年 12 月 23 日 

 
熊本日日新聞朝刊 平成 30 年 2 月 1 日 

 
読売新聞朝刊 平成 30 年 2 月 9 日 
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熊本日日新聞朝刊 平成 29 年 5 月 21 日 

 
読売新聞朝刊 平成 29 年 7 月 31 日 

 
はばたけ！熊本サイエンスガールズ成果報告 
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熊本県立宇土中学校・宇土高等学校

研究概要報告

1

平成２９年度ＳＳＨ
～ 夢・未来の種まきプロジェクト ～

第５年次

   2

SSH研究開発【H25-H29】

研究開発課題・科学的探究活動キーコンピテンシー

研究開発課題

「科学を主導する人材育成のための

教育課程および指導方法の開発」

『Think Logically,Objectively and 
Globally.Be Innovative and Creative.』

論理的に、客観的に、グローバルに思考せよ。
その思考は革新的であれ、創造的であれ。

   3

S S H研 究 開 発【H25-H29】

研究開発テーマ

【テーマ１】
理数教育

【テーマ３】
グローバル教育

【テーマ２】
科学的探究活動

 

4

０．アウトライン

ＳＳＨ研究概要報告

１．探究活動のプロセス 【概 要】

２．探究活動の全体像 【概 要】

３．ロジックプログラム 【報 告】

４．ロジックリサーチ 【報 告】

５．プレ課題研究 【報 告】

６．課題研究 【報 告】

７．おわりに 【第 ２ 期】

   5

１．探究活動のプロセス

段階的テーマ設定

熊本県立宇土中学校中 進 生

熊 本 県 立 宇 土 高 等 学 校

中 進 高 進

文 系 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 理 系 文 系

高進生

１年

２年
３年

課題研究 探究活動探究活動

プ レ 課 題 研 究

ロ ジ ッ ク リ サ ー チ

   6

１．探究活動のプロセス

複数サイクル「研究」「発表」「検証」・スパイラル

予 備 実 験先行研究調査

研究目的決定

考 察

結 果 整 理

研究成果発表

実 験 計 画

仮 説 設 定

実 験

 

２．探究活動の全体像

ＳＳＨ事業を目標実現のために構築する

7

何ができるようになるのか

何 を 学 ぶ か どのように学ぶか

科学的探究活動の成果が発表できるようになる
【校内発表・学会発表・国際発表・論文発表】

論理的思考力・
サイエンスリテラシーを学ぶ
【ロジックプログラム】
【学校設定科目・未来体験学習】

科学的探究活動のサイクルを
通して主体的・対話的に学ぶ
【ロジックリサーチ】
【プレ課題研究・課題研究】

   8

２．探究活動の全体像

フローチャート（探究活動及びプログラム）

先 端 企 業 訪 問
ロジックプログラム

ロジックリサーチ

プ レ 課 題 研 究

関 東 研 修

課 題 研 究

各 種 学 会

卒 業 研 究

各 種 発 表 会

論 文 作 成

中 学

高 校
１ 年

高 校
２ 年

宇土未来探究講座

課 題 研 究
高 校
３ 年 海 外 発 表

   9

３．ロジックプログラム 【高校１年・一学期】

ロジックプログラムⅠ・前年度成果発表会

ワークショップ・文献調査方法・中学次研究発表・海外研修報告

 



10

３．ロジックプログラム 【高校１年・二学期】

ロジックプログラムⅡ・出前講義

計１６講座のうち、希望する講義を受講

10

   11

３．ロジックプログラム 【高校１年・一学期】

ロジックプログラムⅢ・科学史講座

物理・化学・生物・地学・数学・数学 計６講座

   12

３．ロジックプログラム 【高校１年・夏休み】

未来体験学習（先端企業訪問）

科学技術関連10事業所から希望する事業所で実習施設見学

12

 

13

４．科学的探究活動のプロセス「段階的テーマ設定」

テーマ設定「調べ学習」から「探究活動」へ

中 学 生
卒 業 研 究

ロ ジ ッ ク
リ サ ー チ

課 題 研 究

個人

個人

個人

個人

新規

体験個人

個人

新規

継続

「研究発表」によって「探究活動」を深化する
「継続研究」によって「経験手法」を伝承する

プ レ
課 題 研 究

個人

個人

中 学 生
自 由 研 究

   14

４．ロジックリサーチ 【高校１年・二学期】

ロジックリサーチ（夏休みレポート作成後、発表）

１人１テーマ（教員個別指導）・レポート＆ポスターセッション

   15

４．ロジックリサーチ 【高校１年・二学期】

生徒自身が設定するテーマについて探究・発表する

ポ ス タ ーレ ポ ー ト

 

16

４．ロジックリサーチ 【高校１年・二学期】

ロジックリサーチの流れ

テーマ調査用紙

担任回収

担当割振

生徒・テーマ
を見て担当欄に
教員氏名入力

全職員で指導

生徒面談

担当一覧掲示
生徒は担当の
先生へ出向く

探究計画の相談

個別指導

   17

５．プレ課題研究 【高校１年・二学期】

未来体験学習（関東研修）ＳＳコース

J A X A 研修報告N I M S

R I K E N 研修報告J I R C A S

   18

５．プレ課題研究 【高校１年・二学期】

未来体験学習（関東研修）ＳＳコース

K E K 研修報告B R I

N I E D 研修報告T B G

 



19

５．プレ課題研究 【高校１年・二学期】

未来体験学習（関東研修）ＳＳコース

国際統合睡眠医科学研究機構（IIIS）研修

   20

５．プレ課題研究 【高校１年・二学期】

プレ課題研究「校内発表会」

ロジックリサーチから接続・科学的探究活動の手法と発表を学ぶ

   21

５．プレ課題研究 【高校１年・三学期】

プレ課題研究「ＳＳＨ研究成果発表会」

ポスターセッション要 旨 プレゼンテーション

 

22

６．課題研究 【高校２年・二学期】

課題研究の様子

必要に応じて大学、研究機関との連携・実験機器の借用

   23

６．課題研究 【高校２年・一学期】

構想発表会

宮崎県立宮崎北高校と合同で研究構想発表・ワークショップ

   24

６．課題研究 【高校２年・二学期】

ＳＳＨ課題研究合同中間発表会

熊本大学・女子中高生の理系進路選択支援プログラム連携

 

25

６．課題研究 【高校２年・二学期】

熊本県スーパーハイスクール指定校合同研究発表会

教育委員会主催・ポスター［SSH＆SGH＆SPH］

   26

６．課題研究 【高校２年・二学期】

サイエンスキャッスル九州大会

   27

６．課題研究 【高校２年・二学期】

バイオ甲子園2017 熊本市国際交流会館

 



28

６．課題研究 【高校２年・三学期】

「校内発表会」＆「ＳＳＨ研究成果発表会」

ポスターセッション校 内 発 表 会 プレゼンテーション

   29

６．課題研究・学会発表 【高校２年・三学期】

第20回化学工学会学生発表会 in 広島大学

   30

６．課題研究・学会発表 【高校２年・三学期】

日本物理学会Jr.セッション in 東京理科大学

 

31

６．課題研究・国際発表 【高校２年・三学期】

SLEEP SCIENCE CHALLENGE in 国際統合睡眠医科学研究機構

   32

６．課題研究・学会発表 【高校２年・三学期】

熊本大学医学部柴三郎研究発表会

   33

６．課題研究・国際学会発表 【高校３年・一学期】

JSDB Special Symposium: Frontier of Developmental Biology

 

34

６．課題研究 【高校３年・一学期】

校内発表会＆SSH課題研究成果発表会

全班プレゼンテーションｉｎＥｎｇｌｉｓｈ

   35

７．おわりに

SSH第１期[H25-H29]からSSH第２期[H30-H34]へ

未知なるものに挑むUTO-LOGICを備え，
グローバルに科学技術をリードする人材を育成する

   36

７．おわりに

ＵＴＯ-ＬＯＧＩＣ“生徒に身につけさせたい力”

Ｏ Ｇ Ｉ ＣＬ

未知なるものに挑む！ 既成概念を打ち破る！

状況・対象によって LOGICを駆使せよ
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